
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　　　◇翼つばさ◇




　七なな渡と君に私はまだ許嫁いいなずけだと思っていることを伝えちゃった。

　きっと七渡君は許嫁の約束なんて解消されたものだと思っていたに違いない。

　でも、それは離れ離れになってしまったから致し方ないことでもあるの。

　今ではひび割れてしまった許嫁という約束だけど、まだ修復はできるはずだよね。

　私が必死に繋つなぎ止めていたから、まだ約束は完全に消えてしまったわけじゃない。

　どれだけの時間がかかってもいいから、もう一度形にしたい。

　どれだけの困難が待っていてもいいから、もう一度許嫁だと思ってもらいたい。

　両親が無理やり決めた許嫁じゃなくて、私が求めて形にしてくれた許嫁だから。

　今思えば、あの時も七渡君の同意を得て許嫁になったわけじゃなかった。

　だから、やっぱり私が七渡君へ必死に歩み寄らないと。

　そして、私に振り向いてくれた時に温かく迎えてあげたい。

　その時に私の抑えようのない想おもいを七渡君に受け入れてもらおう。

　私が諦めなければきっとまた七渡君と恋人になれるはずだ。

　恋人になっていっぱい遊んで、思い出をたくさん作って、お互い支え合って。

　大人になったら結婚をして、許嫁という約束を果たすんだ。

　家族になって子供も生まれて温かい家庭を築いて、天国のような幸せな時間を過ごす。

　そんな未来を迎えるまで、私は絶対に諦めない。

　すぐに形にならなくても、どれだけの時間がかかってもいい。

　私が絶対に諦めなければ、最後には私が七渡君の隣に立っているはずだ──

　部屋の机に大切に飾ってあったペアリングを手に取った。

　七渡君と許嫁になったことを記念して、両親が買ってきてくれた宝物。

　私は今でも大切に保管しているけど、七渡君はまだ持っているのかなぁ……

　捨てちゃったと言われたら流石さすがにショックなので聞き辛づらい。

　でも、捨てたり失なくしたりしてても再び恋人になった時に買えば大丈夫。

　久しぶりに右手の薬指に指輪を付けてみた。それだけでちょっとした充実感を得る。

　……だけど、私があの頃から成長したせいか、付けた指輪が取れなくなっちゃった。







第１章　タクティクス







　　　∞麗れい奈な∞




「さて、改めて状況を整理しようか」

　五時間目の終わりの休み時間。しばゆーと人ひと気けのない廊下でこっそり話し合う。

　昼休みにしばゆーからとある作戦を聞いたので、今日の放課後にも実行へ移すことになっている。

「お願いします柚ゆず癒ゆ先生」

「よかろう」

　しばゆーは腕を組みながら司令官のように佇たたずんでいる。無駄に渋い声で話していて、無意味にキャラ付けをしているようだ。

「まず麗奈んは天海あまみっちに距離を離されてしまったと」

「はい」

「それで病み期に突入してしまいＳＮＳのアイコンを急に真っ黒にしたと」

「それはしてないって!?　確かにそういう女子多いけど！」

　あたしのメンタルはそこそこ強い方だ。ショックなことがあっても全世界に向けて自分のポエムを発信したりはしない。

　昼休みにちょっと泣いちゃったけど、それは七なな渡とのことが好き過ぎるが故にであって、病んだとかそういうことじゃない。

「まぁ実際、傍はたから見てて麗奈んと天海っちは友達なのにちょっと距離感は近過ぎたね。翼つばさちゃんが登場して焦っちゃう気持ちは十分にわかるけど、少し大胆過ぎたかな」

「むぅ……」

　確かに冷静になって考えると七渡に意識してもらいたくて、焦って距離を詰め過ぎていたかもしれない。

「けどそれは友達という関係だからなんですよ。恋人という関係なら、今までの距離感でも問題は無いんです。メンタリストの柚が言うので、間違いありません」

「でも、あたしは七渡と恋人じゃないもん。あとしばゆーもメンタリストじゃないもん」

「なら、恋人になればいいのです。たとえそれが演技であってもね」

　昼休みにもしばゆーから聞いた七渡と疑似恋人になる作戦。それで七渡との距離感も戻すことができて、あたしの個人的な悩みも同時に解決できるというもの。

「上手うまくいくかな？」

「天海っちは優しいからきっと大丈夫だよ。実際に麗奈んは困ってることあるんでしょ？　天海っちが困っている友達を見捨てるとは思えないけど」

「そ、そうだよね、あたしは七渡のそういう優しいところを好きになったし、あたしのこと絶対に見捨てたりしないもん」

「そうそう、ちゃんと伝えられればだいじょーぶい」

　あたしはこの進学校には珍しい派手めな装いをしているので、良くも悪くも注目を浴びてしまう。まぁぶっちゃけると、この学校ではトップクラスに可愛かわいいし。

　それで女子に話しかけられるのは嫌じゃないんだけど、やはり知らない男から話しかけられるのは恐こわいし嫌だ。しっし。

　好意を持って話しかけてくる人もいれば、恐いもの見たさに話しかけてくる人もいる。

　ＳＮＳのミンスタでも、同じ学校の人から遊ぼうよとか、連絡先教えてとダイレクトメッセージが来たりすることもある。

　いちいち相手するのも面倒だし、無視してもしつこく絡んでくる人もいる。

　作戦が成功し七渡が恋人のフリをしてくれたら、接触してくる人達も激減するはずだ。

　さらにあたしが距離を詰めてもいい理由になる。恋人のフリをしなきゃいけないからという名目が使えるようになるからね。七渡の腕をにぎにぎできる。

「でも麗奈んから恋人のフリをしてって言うのはちょっとあざといから、そこは柚がしっかりとその答えに導けるようにフォローするね」

「ありがとう、しばゆー……」

　しばゆーが味方になってくれたのは本当に心強い。七渡に恋人のフリをしてもらうなんて作戦はあたしでは思いつかなかったし。

「あたしも何か協力できたりしない？」

　しばゆーは城しろ木きが好きという秘密がある。あたしの力になってくれるなら、しばゆーの力にもなってあげないとね。

「そっすね、もうちょっと柚的には天海っち以外にもフレンドリーになってほしいかな」

「フレンドリー？」

「仲良しってことね。例えばさ、うぇーいって言いながら柚を抱きしめてみて」

「よくわかんないけどわかった」

　意図はわからないが、しばゆーのために協力する。

「しばゆーうぇーい」

　あたしは言われた通りにしばゆーを抱きしめた。あんまり女子同士でこういうことをしてこなかったのでちょっぴり恥ずかしい。今まで友達自体ほとんどいなかったしね。

「いいねいいね、胸も大きいし尻もでかいし」

「エロ親父かあんたはっ！　これに何の意味があるのよ」

　いったん離れて何の意味があるのか説明を求めた。

「麗奈んがフレンドリーだと柚がフレンドリーでも違和感ないでしょ？　そういう空気にしてくれると柚も翼ちゃんに抱き着きやすくなるじゃん」

「あぁ……にゃるほどね」

　しばゆーは城木に自然と触れたいがために、今のグループをスキンシップが多い雰囲気に変えたいみたいだ。

「でもでも、しばゆーって元々けっこうあたしに自然と触れてくるじゃんか」

「麗奈んとか他の人は平気なんだよ。でも、翼ちゃんのこと大好きだから触れるのには勇気いるし、恥ずかしくもなっちゃう。だから翼ちゃんから触れてくるような空気感が欲しいわけさ」

「そういうことか。まっ、それぐらいならあたしにもできるかな」

　あたしとしても城木としばゆーがくっついてくれれば、それで万事解決だからね。協力は積極的にしていこう。

「あっ麗奈ん、もうすぐ休み時間も終わっちゃう」

「だね。そろそろ教室戻ろっか」

　スマホで時間を確認するとあと一分で休み時間が終わってしまいそうだった。

「では、これより作戦を開始する。作戦名は、本当は彼氏にしたいけどとりあえず今は仮の彼氏だから仮氏ってことでよろしく、でいこっか？」

「長いって！　とりあえず適当にカリカリ仮氏とかでいいじゃん」

「うわ、麗奈んセンス無い。もうカリカリしてんじゃねーよで決定」

「うっさいな、あんたよりはセンスあるから」

「カリカリしてんじゃねーよぉ～」

　憎たらしい顔でしばゆーに煽あおられたので、その馬鹿にした面にデコピンをお見舞いしてやった。

　たとえ今は仮の彼氏でも、いつか本物の彼氏にしてみせるんだから──




　　　＋七渡＋




　最近、翼や麗奈の距離感が近過ぎるので二人と距離を取り始めたのだが、不自然に離れるのも露骨に避けているみたいで傷つけることになってしまう。

　どうにか自然に距離を置きたいのだが、何か良い方法はあるだろうか……

「どうした？　困った顔して」

　悩んでいると親友の一いつ樹きに話しかけられた。

「人と自然に距離を置く方法を模索してんだけど、何か良い方法ある？」

「なるほどね、そういう悩みか……」

　顎に手を当てて真剣に考えてくれる一樹。

「制服のブレザーの下にフード付きのパーカーを着てくるとか？」

「確かに俺もそういう奴やつめっちゃ苦手で距離を置きたくなるけど、自分が着るとなると変なあだ名付けられそうで嫌だな」

　地味に嫌がられる方法を提示してきた一樹。男子で髪も短いのに、目立つヘアピンを胸ポケットに挿してある奴も距離を置きたくなるな。

「怖めの日本人形を常に抱きかかえながら歩くとか？」

「すげえアイデアだが、効果絶大過ぎて気づけば一人になってそう」

「全身に入れ墨を入れるとか？」

「いや、それ人どころか社会から距離置かれるって」

　アイデアが適当になってきた一樹。どうやら良い方法は見つからなかったようだな。

「みんな～放課後どうする？」

　結局、良い方法は何も見つからないまま放課後になってしまい、麗奈や翼の距離感が近い二人が俺の元へ迫ってくる。

　俺は自然に一樹の背後へと隠れてしまった。咄とつ嗟さにこんなことをしていては、みんなと上手く付き合っていけないって。

「俺は特に希望ないけど」

　身構えていたのだが、二人はそこまで距離を詰めてこなかった。

　どうやら……一樹が傍そばにいると二人も俺に少し近づき辛くなるみたいだな。

「お前さっきから近過ぎだろ、暑苦しいな」

「背中は俺に任せてくれ」

「誰とも戦ってねーよ」

　この方法では一樹にうざがられてしまうが、我慢してもらうしかない。

「しばゆーの背中はあたしが守る」

　麗奈は俺の真似まねをしたのか、しばゆーの背中に抱き着いている。いつの間にか麗奈としばゆーが親密な仲になっているな。

「つ、翼ちゃんの背中を柚に守らせてもらってもいいかな？」

　何故なぜか緊張した声を発しながら翼の背中に向かうしばゆー。

「ウチは後ろに壁があるから大丈夫だよ柚癒ちゃん」

「そ、そうだよね」

　何故か壁を睨にらんでいるしばゆー。壁に怒っている人なんて初めて見たな。

「あ、あたしさ～ちょっと悩んでいることがあってさ。みんなに相談したいんだけど」

　変な空気から一変して、麗奈が深刻そうな表情で悩みがあると口にする。

「そっか、ならみんなでカフェでも行くか」

「うん、ありがと七渡」

　困っている友達は全力で助けたいので、何か力になれることがあればいいのだが……




　　　　▲




　みんなで学校近くのショッピングモールへと向かった。俺達にとって集まりやすく居心地の良い場所であり、一週間に一回は足を運んでいる気がする。

　カフェに入り、俺はコーヒーが苦手なのでココアを注文した。

　一樹の右隣に座り一息つくと、俺の右隣の席に同時に座ろうとした翼と麗奈がお尻を合わせていた。まるで椅子取りゲームでも行われていたかのような瞬間だな。

「ちょ、ちょっと」

「ごめん麗奈さん」

　二人は少し恥ずかしそうにしているが、どちらも俺の右隣の席から離れない。

「あたし、ここに座りたいんだけど」

「ウチもやけど」

　何故かどちらも譲る気がないようだ。二人が張り合うところを見るのは少し恐いな。

「まっいいわ、あたしあっち座るし」

「あ、ありがとう」

　珍しく麗奈が折れて別の椅子に座った。今の麗奈には何だか少し余裕が見えるな。

「それで麗奈んは相談したいことがあるんだよね？」

「そうそう、困ってんの」

　しばゆーが話題を切り出して、麗奈が表情を変えて話し始めた。

「実は、最近けっこう絡まれるんだよね」

「誰に？」

「学校の人に。女子はまだいいんだけど、知らない男子に絡まれるのはしんどい」

　確かに最近、麗奈が廊下で知らない男子に話しかけられているのを見たことはあるな。

「他学年の人からとか対応に困るし、ＳＮＳのミンスタでも学校の人からＤＭ来るしで、流石さすがにウザいなと思って」

　そういえば前にクラスメイトの男子から麗奈の連絡先を教えてと頼まれたことがあったな。麗奈に聞いても嫌だって言うのがわかっているので軽く流してしまったが。

「何でだと思う七渡？」

「えっ、何でか？　男子から見ると、そうだなぁ……麗奈がめっちゃ可愛かわいいからとか？」

　俺は素直に理由を答えると、麗奈は顔を真っ赤にしていた。

「あたしって可愛い？」

「凄すごくな。しかも派手で目立つし、注目を浴びるのも納得できる」

　麗奈のような派手で可愛い女の子が学校にいたら、男子は誰だって気になるはず。

　しかも麗奈ってギャルっぽいから、誰とでも仲良くしてくれそうな雰囲気が出ているんだよな。実際は、心を許した人としか仲良くしてくれないんだけど。

　翼も等しく可愛いから注目されているし、前に告白もされていた。麗奈ほどではないが男子からは注目を浴びている。一樹もイケメンだし、このグループは俺達が思っている以上に注目を浴びているのかもしれないな。

「も、もぅ七渡ったらお世辞が過ぎるよ～」

　下を向いてこちらをチラチラと確認しながら、お世辞と言ってくる麗奈。

「同じ男子の一樹もそう思うだろ？」

「いや別に。俺、七渡みたいに無類のギャル好きじゃないし」

「俺を勝手に無類のギャル好きにするな。ちょっと好きなだけだ」

　一樹は俺に同意しなかったが、俺と同じ意見の男子がほとんどのはずだ。

「まぁ実際に麗奈んが可愛くて目立つから、麗奈んに彼氏ができる前にみんな男子が我先にと絡みに来るんじゃない？」

　しばゆーが客観的な意見を述べてくれる。確かにみんな麗奈みたいな可愛い女の子を彼女にしたいはずだ。

「だからか、俺も地ち葉ばと付き合ってるのかよく聞かれるんだよな。あれはちょっとウザくて困ってるんだよ。誰が地葉と付き合うかっての」

　俺は全然そんなこと聞かれないのに、一樹は麗奈と恋人か聞かれるようだ。

　きっと俺よりも一樹の方が麗奈と釣り合うよねという世間の評価なのだろう。まぁ一樹の方が俺よりもイケメンで高スペックだからな。

「何よ廣ひろ瀬せのその言い方、少しは勘違いされて光栄に思いなさいよ」

「俺はもっと優しくおっとりとしていて、のほほんとして抜けてる人が良いんだよ。地葉はその理想と真逆だからな。勘弁願いたい」

「そんな女いねーっつーの」

　一樹は年上の女性が好きなこともあり、麗奈は好みではないらしい。

　おっとりとかのほほんとか聞くと翼のお姉さんを思い出すな。記憶は薄れているが、どこか抜けている人だった思い出がある。

「話戻すけど、周りから興味を失わせて絡まれることを少なくする方法とか何かないかな？　あたしだけじゃなくて廣瀬にも迷惑かけているみたいだし」

「そうだな～」

　麗奈は本当に困っているようなので何か解決策を出して力になりたい。

「麗奈が……」

「あたしが？　あたしがどうするの七渡？」

　俺がこれから出す答えに期待を寄せている麗奈。

「麗奈が怖めの日本人形を常に抱きかかえながら歩くとか？」

「どういう解決方法!?」

　麗奈の期待を込めた眼まな差ざしによるプレッシャーに負けてしまい、先ほど一樹が言っていたアイデアを口にしてしまった。

「今のは嘘うそ。麗奈が冷たく断るとか塩対応していれば、みんな興味を失って近づかなくなるんじゃないか？」

「今までもそうしてるんだけど、あんまり効果無いんだよね。冷たくしても、頑張れば態度変えてくれるかもとか思っているみたいでさ」

　確かにギャルって押せばいけるイメージがあるからな、そんな希望を持たせてくれるのがギャルの醍だい醐ご味みでもあるし。麗奈にはしつこいと嫌われるだけなんだけど。

「一樹は何か良いアイデアあるか？」

「そうだな……中学の時みたいに、地葉が雑誌にモデルとして少し載っただけなのに、芸能人なんです私は、あなたたちとは住む世界が違うんですオーラを出すとか？」

「あたしの黒歴史を掘り起こすなっつの」

　そういえば俺と出会う前の麗奈はトガりまくっていて、周りを一切寄せ付けていなかったな。今は丸くなって女子とは普通に話しているけど。

「翼は何か良いアイデアがあったりする？」

　今回の件では口数が少ない翼にも話題を振ってみた。

「うーん……麗奈さんがギャルをやめて地味な感じにするとか？」

　翼のアイデアは極論だが、地味になれば色んなしがらみからは解放されそうだ。

「前に地葉が脱ギャルした時あったよな。受験の時だったか」

「あったあった、覚えてる」

　一樹に言われ、麗奈が高校受験のために髪を黒く染めていた時のことを思い出した。

　出会った時は明るい金髪で今よりもギャルっぽかったが、受験時に黒く染めた後は現在のように明るい茶髪となってギャル感は少し薄れている。

「でも黒髪の麗奈もめっちゃ可愛かったから、どちらにせよ注目浴びそうだけどな」

　麗奈の顔を見ながら黒髪だった時のことを思い出していたが、麗奈は両手で顔を押さえてしまった。

「えー見てみたい、そんなに可愛かったの天海っち？」

　俺の言葉を聞いたしばゆーが麗奈の黒髪姿に興味を持っている。

「うん。まぁ麗奈ならどんな姿でも可愛いと思うけど」

　俺の言葉を聞いたしばゆーは、だよねと親指を立てている。

「もぅさっきから人の気も知らず可愛い可愛いって」

　髪を弄いじりながら居心地悪そうにしている麗奈。

「ごめん、嫌だったか？」

「嬉うれしいに決まってんじゃん、ばかばかばかばか」

　喜んでいるのか怒っているのかわからないな……

　ただ、麗奈にばかと言われるのは何だか少し心地が良いな。

「麗奈んの黒髪姿を軽く想像してみたけど、ただの清せい楚そビッチだった」

「誰が清楚ビッチよ」

　しばゆーの小言に反論した麗奈。思い返すと、見た目だけは最上級の清楚ビッチだったな。見た目は清楚なんだけど、めっちゃエッチな下着とか穿はいていそうな感じだった。

「そう言うしばゆーは何か良いアイデアあったりするか？」

　俺は最後にしばゆーにアイデアを聞いてみた。しばゆーは変わったセンスを持っているので、何か良い方法を提案してくれそうではある。

「天海っちが彼氏のフリをすれば万事解決じゃん」

「んなっ」

　しばゆーがまさかのアイデアを出したので、変な声が出てしまった。

「そうすれば周りの男子もなんだ彼氏がいたのかってなって興味も薄れると思う。ＳＮＳも天海っちとの写真を載せていけばメッセージも来なくなる。元々友達だから、付き合い始めたとクラスメイトが聞いても違和感ないと思うしね」

　しばゆーのアイデアは現実的であり、簡単な方法でもある。ドラマとかではよく見る展開だな。

　だが、彼氏のフリというのは引っかかるものがある。麗奈のためとはいえ、簡単にいいよとは言えない。周りを騙だますということにもなるし。

　今の俺と翼や麗奈の関係が微妙なこともあって、素直に承諾し難にくい。麗奈と恋人のフリをしていれば翼とは付き合えないわけだし。

「彼氏のフリをするのは廣瀬君でも良いと思うけど」

　翼が俺じゃなくて一樹でもいいのではと提案してくれる。

「廣瀬君も麗奈んに付き合ってるのと聞かれて困っているんでしょ？　その悩みも天海っちと付き合ってることにすれば解決じゃない？」

　翼の意見を聞いたしばゆーは、一樹ではなく俺じゃないと駄目な理由を追加する。

「そうはいってもな……」

「彼氏のフリは流石にみんなを騙すことになっちゃうから、恋人アピールをするぐらいがちょうどいいんじゃないかな？」

　俺が躊ちゆう躇ちよしているとしばゆーが妥協案を提示してくる。

「恋人アピール？」

「例えば麗奈んが天海っちとツーショットの写真でもＳＮＳに載せれば、みんな勝手に付き合ってるとか勘違いするかもしれないし。付き合ってるとか公言はしないで匂わせて勘違いさせる感じ？」

「まぁ、それぐらいなら大丈夫か」

　恋人のフリには戸惑ったが、麗奈の力にはなりたいので軽い恋人アピールぐらいなら協力しないとな。

「ありがと七渡、助かるよ」

　麗奈はホッとした表情を見せている。翼も似たような表情をしているので、恋人のフリという結果にならず安あん堵どしているようだ。

「写真撮りたいからそっち行くね」

　麗奈は隣に座っていた一樹と場所を変えて、俺と距離を詰めてくる。

　撮影モードになった麗奈はアプリを起動し、スマホを持つ手を伸ばして顔の角度をつけ始める。

　手慣れている様子の麗奈。いつも写真を撮っているのでどの角度がどう見えるか把握しているようだ。

「もっとこっち来て」

「お、おう」

　麗奈に言われて顔を寄せた。写真は恥ずかしいので、飲んでいたココアのコップで顔を半分隠しておいた。

「もっと！　それじゃあ恋人っぽく見えないじゃん」

　さらに顔を近づけないといけないみたいだ。もう一歩距離を詰めると、頬ほおと頬がくっつきそうな近さになってしまった。

　やはり麗奈とここまで接近するとドキドキしてしまうな。麗奈特有の甘くて良い匂いが漂うし、上から見下ろすと大きな谷間も見えてしまう。

　せっかく意識しないようにと距離を空けていたのに詰められてしまった。
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「はいオッケー」

　写真を撮り終え満足げな表情を浮かべる麗奈。普通に楽しんでいるな。

「この写真をＳＮＳに載っければ、多くの人が勝手に勘違いするんじゃないかな」

「そうなってくれればいいけど」

　上手うまく行けばいいのだが、果たしてどうなることか……

「七渡はあたしと付き合ってるのかもって噂うわさされて嫌じゃない？」

「嫌じゃないよ。一樹とは違うから」

「なら良かった」

　麗奈が恋人なんて自慢にしかならないだろう。いや、むしろ周りから嫉妬されて嫌われてしまうかもしれない。

　ヤバいな……そのデメリットをまったく考えていなかった。

「責任取ってくれよな」

「えっ、何のこと？　七渡との責任なら何でも取るし、めっちゃ背負うよ。だいじょーぶだいじょーぶ」

　麗奈は俺の言葉を理解せずに大丈夫と言ってくれる。まっ、何か嫌なことがあってもそれで麗奈が助かるなら、受け入れるしかない──




　　　◇翼◇




　麗奈さんの悩みも解決したのでみんなとカフェを出た。

　私も麗奈さんも七渡君に少し距離を置かれていたんだけど、麗奈さんは恋人アピールという名目で七渡君との距離をまたぐいぐいと詰めていた。

　七渡君を放さないという麗奈さんの強い意志を感じて、私は少し焦っちゃう。

　ただ、変に焦って七渡君へ歩み寄ろうとしても、より警戒されてしまうだけかもしれない。慎重にチャンスを窺うかがわないと……

　やっぱり、急に私から許嫁いいなずけだと思っていると伝えられたら七渡君も混乱しちゃうよね。

　少し距離を置かれる理由もわかるし、もっとじっくり行けば良かったと後悔している。

　でも、もう伝えてしまったものは仕方ないので、何とか麗奈さんみたいに策を模索して距離を詰めるしかないや。

　みんなでショッピングモールを歩いていると、七渡君が急に立ち止まった。

「おっ、こんなところにクレープ屋ができてる」

　七渡君は甘い物が大好きなので、新しくオープンしたクレープ屋に釘くぎ付づけになっているようだ。

「みんなで食べようぜ」

　七渡君は振り向いてみんなに食べようと声をかけるが、誰も頷うなずかなかった。

「い、一緒に食べよう七渡君」

「翼……ありがとう」

　明らかに気を使う形になってしまったが、七渡君は嬉うれしそうにしているので私も嬉しくなってしまう。

　そこまでお腹なかは空すいていなかったけど、七渡君が美味おいしそうにクレープを食べる姿を見たいな。

「ストロベリーチョコレート生クリームにトッピングでアイスクリームお願いします」

　キラキラした目で注文をしている七渡君。子供の時みたいに無邪気だから、思わずキュンとしてしまった。

「ウチも同じメニューでお願いします」

　七渡君が好きな物を私も食べたかったので同じメニューを注文した。

「もしかして翼はクレープ初めてか？」

「うん、田舎には無かったから」

「だよな。先に言っておくが、めっちゃ美味うまくて幸せな気持ちになれるぞ」

「た、楽しみだよ」

　まるで自慢の息子を紹介するように、クレープを誇らしげに語る七渡君。

「七渡君は昔から甘い物が好きだよね。ウチとかお姉ちゃんの誕生日にも家来てホールケーキのおこぼれをもらってたこともあったし」

「懐かしいな。翼はお姉ちゃんいるからケーキ食える日が多くてズルいって思ってた」

　七渡君との思い出話に花を咲かせる。これは麗奈さんには味わえない、私だけの特別な時間。凄すごく心が満たされていく。

「指、怪我けがしたのか？」

　七渡君は私の指を見ていたので、慌てて背中に隠した。

　今朝、七渡君と許嫁になったことを記念して、両親が買ってきてくれたペアリングを久しぶりに付けたのだが、その指輪が取れなくなってしまったのだ。

　誰かに気づかれないようにと絆ばん創そう膏こうで隠していたので、七渡君は怪我をしたのかと心配してくれたみたいだ。

「たいしたことないから大丈夫だよ」

「そっか、ならいいんだけど」

　七渡君にペアリングを見られたら、七渡君は自分のペアリングの在あり処かを思い出すはず。

　その時に捨てたなんて言われちゃったら本当に嫌だから、今は見せたくない。

「七渡、バイト募集しているみたいだぞ」

「あっ、本当だ。スタッフ募集のチラシが張ってある」

　廣瀬君はクレープ屋さんがアルバイトを募集していることを七渡君に伝えている。

「前にクレープ屋でバイトしたいって言ってただろ？」

「うん、応募してみようかな」

　七渡君はアルバイトをする気があるみたいだ。私も近い内にアルバイトをしたいので、一緒に応募しようかな……

　いやいや、アルバイトまで一緒だとストーカーみたいになっちゃうし、七渡君にも嫌がられちゃうかもしれない。別のお店を探さないと。

　注文したクレープができたので、受け取ってみんなでベンチに座り、食べ始める。

　初めて食べたクレープは想像以上に甘くて、なんだか幸せな気持ちになった。

「美味しいね七渡君」

「うん、生きててよかった」

　七渡君も幸せそうなので嬉しい。今度二人で遊ぶ約束をしてあるので、その時のために美味しいスイーツのお店いっぱい調べておかないと。

「ねぇ城しろ木き、しばゆーが一口欲しそうにしてるよ。あたしはダイエット中だからいらんけどさ」

「ちょ、ちょっと麗奈ん」

　麗奈さんは柚癒ちゃんの背中を押している。どうやら柚癒ちゃんも一口味わってみたいようだ。

「遠慮しないで言ってくれればいいのに」

「翼ちゃんが買ったクレープだからさ」

　何故なぜか少し遠慮がちな柚癒ちゃん。麗奈さんがそんな柚癒ちゃんを見て気を使ってあげたみたいだ。

「柚癒ちゃん、あーん」

「あはん」

　何故か変にうっとりとした声を出しながらクレープを食べた柚癒ちゃん。

「どう？」

「幸せです。とろけちゃいそうです」

　凄いなクレープは……食べた人みんなを幸せにしている。七渡君から愛されていて、食べ物にまで嫉妬してしまう。

「はぁ……ウチもクレープになりたいよ」

「えっ!?　それはつまり柚に食べられたいってこと？」

「いや、ウチもこのクレープみたいに、七渡君に好かれて幸せにしてあげられたらなぁ～なんて」

「……大丈夫？」

　急にドライな態度になり、頭おかしいと言わんばかりな目で見てくる柚癒ちゃん。

「ご、ごめんね。ちょっとバカなとこ出とった」

「もー可愛かわいいから許すけどさ～」

　七渡君のことを考えていると周りが見えなくなってしまうことがある。

　気をつけないと、また似たような恥ずかしい思いをしてしまいそうだ──




　　　＋七渡＋




　クレープを食べ終え幸せな気持ちに浸っていると、一樹から肩を叩たたかれた。

「おい、あれを見ろ」

　一樹の視線の先には、別の高校の制服を着た男子四人と女子二人のグループが見えた。

　そして、その女子二人は見覚えのある二人だった。

「まじかっ」

　須す々す木きと大おお塚つか。中学二年の冬まで俺達と仲良しだった二人。しかも俺は須々木と三日間だけだが付き合ってもいた。

　中学を卒業してもう顔を合わせることはないだろうと思っていたが、同じ街に住んでいることもあり、遭遇してしまうことはあるみたいだ。

「見つかったら嫌だし、別のところ行こうぜ」

「そうだな」

　せっかくクレープを食べて幸せな気持ちになれたのに、その気分を害された。

　何故か俺は理由もわからず須々木に一方的に振られ、嫌われてしまったからな。思い出したくない過去というかトラウマになっている。

　二人のことを目で追っているが、仲良しグループということではなくどことなく男四人と微妙に距離が保たれている。

「気になるのか？」

「別に」

　もう終わってしまったことだ。元カノとはいえ、繋つながりは既に絶たれている。

　気になることなどないし、気にすることなど無意味だ。

「前にも言ったけど、大塚からたまに連絡が来るんだよ」

「ドンキでそんなこと言ってたな」

　大塚は髪を明るい金髪に染めていて目立つ雰囲気になっている。

「駒こま馬ば高校でも七渡と楽しくやってるのって聞かれたから楽しくやってるよと伝えたら、それ以降は連絡が一切来なくなったけどな」

「相変わらず何を考えているかわからんな大塚は」

　大塚は何も言わずに俺達と黙って行動を共にすることが多かった。決してノリは悪くないのだが、自分から何かを提案することとかは少なかった。

「まっ、別の高校でも楽しくやれてるならそれでいいじゃん」

「そうだな」

　どこで何をしていようが、もう俺とは関係無いんだ。須々木だって俺達のことは忘れ去っているはずだしな。

「どったの七渡？　珍しく険しい顔して」

「うわっ、ビックリしたな」

　いつの間にか麗奈が俺の懐に入っていて、顔を覗のぞかせてきた。

「てーか近いって」

「いいじゃん、恋人アピールしてくれるんでしょ？」

　そう言いながら一歩下がった俺に一歩距離を詰めてきた麗奈。

　だが、須々木を見て少し物悲しい気持ちになっていたので、麗奈が近くに来てくれたおかげで心は温かくなった。

「あ、ありがとな」

「なんでかわかんないけど、どーいたしまして」

　助かったので感謝を告げたのだが、麗奈は不思議に思っているようだ。

「麗奈は俺のこと嫌いになったりしないか？」

「なるわけないじゃん」

　即答した麗奈の言葉を聞いて、ついつい抱きしめたくなる衝動に駆られた。

　そんなことしてしまったら大切な友人関係が壊れてしまうので、理性を保たないと。

　いや恋人アピール作戦をしているなら、今は俺がそういうアクションをしても問題無い期間でもあるのか。

　まぁ流石さすがに人前で俺から恋人アピールをする勇気はないのだが……

「七渡、ここから離れるぞ」

「そうだな一樹」

　俺達は用事を終えたので須々木達と鉢合わせしないようにショッピングモールを出て、そのまま解散となった。




　　　∞麗奈∞




　みんなと一旦解散した後、あたしは公園でしばゆーと落ち合った。

「計画通り──」

　しばゆーは顎に手を当てて、にたっと笑みを見せている。

　恋人アピールという名目で七渡との距離を詰められることになった。作戦は大成功であり全てが上手うまくいった形だ。

「しばゆーの絶妙なフォローのおかげで違和感なく七渡が承諾してくれたね」

「柚にかかればこの世界も手のひらの中なんだよね」

「その割には城木に近づこうとして、離れる素振りが多かったけど」

「柚の話はおいといて。まじで翼ちゃんのことになると頭が上手く回転しないから」

　今までは気にならなかったけど、しばゆーの城木への想おもいを聞いてからは行動が見ていてけっこう面白い。

　城木に近づこうとあたふたしている姿を見ていると、つい背中を押したくなってしまう。

「あたしのおかげでクレープの時に間接キスできたじゃん」

「ほんと余計なお世話だよ、そんなお節介はいらないって。クレープの甘さと翼ちゃんの間接キスの甘さで胃もたれしてるから」

「めっちゃ満足してんじゃん」

　両りよう頬ほおに手を当てて幸せそうに味を占めているしばゆー。可愛いので頭を撫なでた。

「それより今は麗奈んの話だよ」

「そーだね。これで満足しないで、この状況でやれそうなことやっておかないと」

　あたしはスマホを手に取って、今日撮った七渡とのツーショット写真を表示させる。

　頬をくっつけて撮った七渡とラブラブに見える写真。見ていると思わず顔がにやけてしまう。

「この写真をミンスタに投稿したら、彼氏いるんだなって思ってくれるよね？」

「だねだね。でも仲良いだけに見えなくもないから、何か文章で少し補ってあげたら」

「うん、そーする」

　あたしは写真を投稿する時に添える文章を考える。

　そういえば最近、匂わせ投稿というやり方をよく聞く。写真にこっそりと彼氏の情報を写り込ませたり、文章に彼氏へのメッセージを忍ばせたりと色んなパターンがある。

　あたしもそれを見て羨ましいなと思っていたので、せっかくだしあたしも投稿に七渡へのメッセージを忍ばせてみよう。

　なんか最近ね、なんとなくだけどね、トルコのね、だいとーりょーの名前がね、いかんせんね、すっごくね、気になるんだよね。

　読点ごとに改行していき、無理やりだけど意味のある文にした。

　行頭の文字を縦に読むと【ななとだいすき】という言葉が浮かびあがる仕組みだ。

　こんなの説明しないと誰も気づかないだろうけど、この文を添えて画像を投稿しよう。

「アップかんりょーう」

　写真の投稿を終えると、満足感に満たされる。匂わせ投稿って話題になるだけあってやっぱり楽しいな。普段は言えないような言葉も暗号みたいに書けるわけだし。

「しばゆーってミンスタやってないんだっけ？」

　投稿の確認をしてもらおうかと思ったが、しばゆーはミンスタなどのＳＮＳをやっていないんだっけかな。

「やってないよ。人間関係とか面倒になりそうだし、柚は可愛くなくてオシャレでもないから載せる写真も無いし」

「しばゆーは可愛いよ。あたしとはジャンル違うけど、小動物系というかそういうカテゴリーだし」

「いやいや、麗奈んや翼ちゃんの傍そばにいると自信とか喪失するんだよ」

「可愛いってのは自分じゃなくて他人が決めることだから、あたしが可愛いって言えばしばゆーは可愛いんだよ」

　そういえば今日、七渡にめっちゃ可愛いって言われてヤバかったな。ヤバババ。

　大好きな人に可愛いって言われるのは本当に嬉うれしいし、そういう目で見てくれているんだと安心もした。

「今度また化粧とか教えてあげるから。もっと可愛くなれるって」

「麗奈たん……」

　しばゆーに抱き着かれる。七渡にも勢いあまって抱き着かれてみたいけど、そういうことするような人じゃないんだよな……

　というかそんなことされたら、それはもうあたしのこと好きってことだし。

　でもでも、一時は七渡に距離を置かれて心折れかけたけど、しばゆーの協力もあってどうにかまた七渡と恋人になる可能性を見み出いだせてきている。

　このまま城木に傾きかけている七渡の心を、あたしの方に引き寄せないとね──




　　　＋七渡＋




「さて、そろそろ時間か」

　登校する準備を終えて、玄関を出る。

　今日は前日に翼から一緒に登校しようと連絡が来ていたので、提示した時間に合わせて外へ出た。

「おはよう七渡君」

「おはよー」

　翼はアパートの前で待っていた。小学校の時も同じようにアパートの前に立って毎日待ってくれていたな。

　歩き始めると、翼は少し距離を空けて隣を歩いてくれる。

　前は肩がぶつかるような近い距離で歩いていたが、俺の心境を察してくれたのか適度な距離を保ってくれている。

「わざわざ連絡しなくても俺は決まって四十分に外出るから、一緒に来たい時はその時間に待っててくれれば大丈夫だよ」

「いいの？」

「うん。もう一ヶ月は経たつし、麗奈とも気まずくないだろ？」

「そうだね。少しは心開いてくれたと思っとるんやけど」

　翼と麗奈は最初はよそよそしかったが、毎日一緒に行動していることもあって今では二人きりで会話をしている時もある。

　しばゆーという仲介役もいてくれるおかげで、グループの人間関係は良好なはずだ。

「七渡おはよー」

　集合場所である公園の前には麗奈が待っていた。俺と目が合うと、パッと表情を明るくしていた。

「城木も一緒なんだ、おはよう」

「おはよう麗奈さん」

　そういえば翼は麗奈のこと名前で呼んでいるのに、麗奈は苗みよう字じで呼んでいるな。

　やっぱり上手くいってないのかなと一瞬思ったが、麗奈は一樹のこともずっと苗字の廣瀬と呼んでいるので、麗奈は苗字で人を呼ぶタイプなのだろう。

　俺のことを名前で呼び始めた時も慣れるのに時間がかかっていたし、麗奈にとって名前呼びは特別なのかもしれない。

「さっ、行こ行こ」

　俺の腕を手に取って歩き始める麗奈。いきなり触れてきてビックリしてしまう。

「お、おい、近いって」

「恋人アピールしてくれるんでしょ？」

　麗奈は恋人アピールという名目を使い、強引に距離を詰めてくる。

「ここじゃあ生徒の目もほとんどないし、効果が薄くないかな麗奈さん？」

「……確かに」

　翼の言葉を聞いて俺の腕を放した麗奈。その様子を見て翼はホッとした表情を見せる。

「じゃあ、学校に近づいたら実行するね」

「ほどほどにな」

「ちゃんとやらないとみんな察してくれなくない？」

　麗奈の力になりたいため拒否はしないが、やはり密着して麗奈と触れ合うことになると理性が揺さぶられてしまうな。

　これはもう覚悟を決めて慣れていくしかない。悟りでも開くかな……




　校舎に入り靴から上履きに履き替えていると、クラスメイトの女子が俺達の方をチラチラと見ていることに気づく。その視線が気味悪かったので早めにこの場から離れたい。

「待ってよ七渡」

　背後から麗奈に腕を引っ張られ、周りが見ている中で抱き寄せられる。

「麗奈のことは置いてかないぞ」

「少しでも離れたくないの～」

　麗奈には似合わない、あざとい声を発している。可愛かわいいけど、ちょっと背中がかゆくなる気分だ。

「よくそんな恥ずかしいこと言えるな」

「あ、アピールだって、本気じゃないし」

　周りに聞こえないような小さな声で言い訳をする麗奈。あまりアピールをやり過ぎると察してもらう以前に、周りからからかわれてしまう結果にもなりそうだな。

　教室へ入ると、普段よりも少し雰囲気が異なっている。

　ざわざわとしていて、クラスメイト達からの視線が俺達の方へ注がれている。先ほど下げ駄た箱ばこにいた時にも見られていたが、何故なぜか注目を浴びているようだ。

　そんな異様な状況に気づかず、麗奈はみんなが見ている教室内でも距離を詰めてきた。

「昨日は楽しかったね」

　周りが聞いたら勘違いしそうな言い方で話す麗奈。これも恋人アピールの一環なのだろうが、今は止やめてほしいと思った。

「そうだな」

「あ、あたし今日も大丈夫な日だから」

　恋人アピールとはいえ、赤面しながらとんでもないことを口走っている麗奈。

「……何が？」

「え？　今日の放課後も遊べるってことだけど」

「そっちか」

　麗奈が思わせぶりなのか、俺が勘違いしていただけなのか……明らかに後者だが、それもこれも恋人アピールという奇異な状況が勘違いさせるのだ。

「昨日の投稿見たよ地葉さん。おめでとう」

「朝から見せつけるねー地葉さん」

　何故か周りにいたクラスの女子から祝福されている麗奈。昨日の投稿とはいったい何のことなのだろうか……

「え？　えええ？」

　周りの様子に麗奈本人も驚いている。本人も予想外の状況みたいだな。

「みんなもう二人のこと噂うわさしてるよ。地葉さん元々注目度は高かったし、あっという間に広まったみたい」

「天海君と仲良いように見せかけて本命は廣瀬君だと思っていたけど、本当に天海君の方だったんだね」

　どうやら俺達が注目を浴びていたのは、何か噂されていたことが原因のようだ。

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　青ざめた表情の麗奈。フォローを求める目で見てくるが、俺は状況をいまいち把握できていない。

「頑張ってね～地葉さん。応援してるよ」

「は、はい、頑張ります」

　祝福もされて応援までされてしまっている麗奈は、反論もできずに素直に頑張りますと答えてしまった。

「どういうことだ麗奈？」

　周りの生徒が離れていったので、麗奈に何が起きているのか説明を求めた。

「あたしもよくわかんないけど、どうだろう……恋人アピールが早くも効果を発揮してみんな何かを察しているのかな？」

「ガチで恋人になったと思われてるってこと？」

「たぶんね……」

　麗奈もはっきりとしていない様子だ。昨日撮った写真を麗奈がＳＮＳに載せたことで、周りが察したのか……いや、あの写真だけでは流石さすがにこうはならないはずだ。

「羨ましいな天海よぉお」

「何でお前なんかが地葉と付き合えんだよ」

　クラスメイトの男子たちから今度は俺が絡まれてしまった。そして、俺の不安が的中しており、麗奈と付き合っていることになっているみたいだ。

　まだそこまで恋人アピールはしていないのだが、何故かアピールどころかカップルが誕生した空気になっている。

「困ったなぁ……」

　俺は溜ため息いきをついて、どうしたものかと考え込む。

　冷静に考えれば、麗奈は派手で可愛くてクラスでも目立つ存在であり、その麗奈が誰かと付き合い始めたとなれば、噂は瞬く間に広まってしまうことも理解できる。

「ごめん、七渡は不快だよね？」

「そんなことないよ。色々注目を浴びて大変だなとは思うけど」

　不安そうに見つめる麗奈の頭を撫なでたが、周りから「おぉ」という感嘆の声が漏れている。これはやり辛づらいったらありゃしないな。

「あたしも二日目からこんなになるとは思わなかった。どうしてだろう……」

「そういえば、昨日の写真を載せたりしたのか？」

「うん。でも特に付き合っているとは明記してなくて、ただ写真を載せただけだよ」

　密着したツーショット写真だったとはいえ、あの写真だけでは明確に付き合っているとは断言できないはずだ。

　何かもっと別の理由がありそうでちょっと恐こわい状況だな──




　　　∞麗奈∞




　何故かクラスメイトから恋人ができたと思われ祝福されている不思議な状況。

　元々、恋人アピールを少しして、みんなに察してもらおうという作戦だったのだが、もうあからさまな状態になってる。

　けど、個人的には都合の良い状態でもあるな。七渡ともいっそのこと、このまま本当に恋人ってことになってもいい。

　だけど、それは自分本位の話。七渡の気持ちとか友達との関係とか、色々考慮しないといけない問題がある。

「ちょっとしばゆー、これどういうこと？」

　あたしは既に教室へ来ていたしばゆーに事情を尋ねた。共に作戦を計画した仲なので、何か理由を知っているかもしれない。

「柚もこの状況に焦ってるよ」

「しばゆーもわかんないか……」

　いったいどうしてこんな状況に陥ってしまったのか……少し胸騒ぎがしてきちゃう。

「もしかしてだけど、あたしらの中に誰か裏切り者がいるってこと？　そいつが裏でこの状況を作り上げたとか」

「そんなことする人がみんなの中にいるわけないでしょ」

　しばゆーはそんなことないといった様子だが、何かが起きていなければこの状況は生まれないはずだ。

「そういえばＳＮＳで写真載せるとか言ったけど、それ見せてよ。そこに何か問題があったのかも」

「ミンスタのやつ？　別にいいけど、ただ写真載せただけだよ」

　あたしはスマホを取り出して、しばゆーに自分のミンスタのマイページを見せた。

「なんじゃこりゃ!?」

　何故か文字通り驚きよう愕がくしているしばゆー。あれれれ？

「どうしたの？」

「何このゴミみたいな匂わせ投稿は？　ツーショット写真と共に、こんなあからさまに七渡大好きなんて書いたらみんな付き合ってると思うに決まってるじゃん！」

「ちょ、ちょっとしばゆー声が大きいって」

　ふむ……どうやらあたしが写真と共に載せた匂わせ文章に問題があったみたいだぞ。

「いやいや、言わなきゃ一部の人しか気づかないでしょ？」

「んなわけないって、これは流石に九割の人が気づくよ。麗奈ん馬鹿なの？」

「まじで？」

　改めてあたしの投稿を客観視してみる。普通に意味不明な文章だが、各行の一文字目を縦に読むと明らかに七渡大好きという文言が浮かび上がる。

「何が裏切り者がいるさ、犯人は自分じゃん」

「ぴえん」

「ぴえんじゃないって、これじゃあ恋人アピールどころか恋人宣言だよ」

　しばゆーは呆あきれている。せっかく作戦通りに進んでいたのに、自分でやらかしちゃうなんて。もぅ～上手うまく行かないもんだな。

「どうしよう？」

「もうどうしようもないよ、今は周りにカップルと思わせるしかない。今から投稿消したり口で違うよと否定しても本末転倒だしね」

　噂を否定しては、結局あたしは誰とも付き合っていないんだなと、また男子が寄ってくるかもしれない。

「ちょっと柚も麗奈んの注目度とか舐なめてたかも。柚達のグループってイケメンの廣瀬君もいるし、宇宙一可愛い翼ちゃんもいるしで、元々みんなの話題にされてたのかも」

「でもさでもさ、これで七渡と合法的に密着できるわけじゃん？」

　あたしはどうにかプラスに考えようと、メリットを提示した。

「いやいや、もっと恐ろしいことになるよ」

　まだ少し呑のん気きなあたしと異なり、しばゆーは不安な行く先を見ている。

「麗奈んと天海っちが付き合ってるってことになったら、反対に翼ちゃんは学校で七渡君に近づき辛くなるわけだし、相当追い込むことになるよ」

「それはそうだけど……」

「翼ちゃんはどう思うだろう……天海っちだって聞いてた話と違うってなるよ」

　城木とはライバルだけど、できるならグループのために仲良くはやっていたい。

　でも、このままだと城木からしたら、あたしが無理やり七渡を自分のものにしようとしていると感じられるかもしれないな。

「ヤバい、あたし嫌われる？」

「まぁ柚も協力していた身だからできる限りフォローするけど、今はあまり調子に乗らずに控え目にしていた方がいいかもしれない」

「う、うん……」

　後で七渡にちゃんと謝っておかないと。七渡に嫌われたらそれはもうワールドエンド。

　先生が教室に入ってきてクラスメイト達はそれぞれの椅子に座り始める。

　七渡は悩ましそうな顔をしており、城木は黙ってあたしの方を見ていた。




　休み時間になり、あたしは七渡の元に向かった。

　その様子を周りの女子達に見られているのが自業自得とはいえ気まずくなっている。

「ごめん。何か恋人アピールやり過ぎちゃってたみたいで、こんなことに」

　あたしは小声で七渡に話すが、こういうやり取りでさらに周りからの注目が集まる。

「まっ、しょうがねーだろ。でも、ここだとちょっと目立つな」

　七渡と一緒に人通りの少ない別の階の廊下へと移った。

　もしかしたら怒っているかもしれないと不安になっていたけど、七渡の落ち着いた声を聞いて安心する。でも七渡って優しいから、怒らないだけでストレスは抱えているのかもしれないな。

「怒ってないの？」

「ちょっと嫌な感じになっちゃったけど、これでより麗奈が男子から変に絡まれなくなってくれれば俺は満足だよ」

「七渡……」

　なんて良い男なの？　優しいし、ぜんぜん怒らないし、あたしのことちゃんと考えてくれるし、欲しい言葉くれるし。

　また好きになっちゃった。既に大好きだってのに、まだまだ好きになっちゃう。

「七渡？」

　あたしは恥ずかしくて自然に距離を空けていたが、逆に七渡が詰めてきてくれた。

「不自然に距離空けてて、もう振られたんだって勘違いされたら惨めになるだろ？」

　そうだ、七渡には中二の時に元カノに三日で振られたというトラウマがあるんだ。

　だから恋人アピールを止やめて七渡と別れたとかになったら、古傷を抉えぐってしまうことになる。

　慎重に行動しないと七渡を傷つけることになっちゃうな……

「そうだよね、今は特に近くにいないとね」

　てーか、七渡と付き合えて三日で振るとかまじで元カノうざいんだけど！

　あたしが付き合うまでにどんだけ大変な道のりを進んでいるかわかってんの？　こちとらタイミング逃している内に幼おさな馴な染じみが現れて大ピンチだっていうのによ！

「麗奈」

「えっ!?」

　七渡が急にあたしの腕を掴つかんできたので、ビックリしてしまった。

「あっ……ごめん、昔の嫌なこと思い出しちゃって」

　どうやら七渡も先ほどの流れで、元カノとのトラウマを思い出しちゃったみたいだ。

　それが辛かったからか、あたしの腕に触れてくれた。いつもはあたしから触れているので、七渡から求められるのは本当に嬉うれしい。

「思い出しちゃってどうしたの？」

「寂しくなった……」

「ふふっ、あたしはどこにも行かないよ」

　珍しく弱気なところを見せてきたので、七渡の腕を抱き返して安心させてあげた。

　でも、ここまで七渡に傷跡を残すってことは、その元カノはきっと七渡から大事にされていたのだろう。それが伝わってきてしまって、少しムカついた。あんにゃろ。

「二人とも何しとるの？」

　背後から声が聞こえたので慌てて振り向くと、城木がこっちを見て立っていた。

「あっ」

　城木に気づいた七渡は慌ててあたしから離れようとしたけど、あたしは七渡の腕を放さなかった。

「何って、ただの恋人アピールだけど」

「朝も言ったけど、こんな人ひと気けのないところでしてても意味無いと思うな」

　ちょっと後ろめたい気持ちが芽生えたけど、城木だって前に七渡と抱き合っていたこともあった。あたしが遠慮する必要はないんだ。

「じゃあ、みんなの前でしてた方が良かった？」

「それは……」

「まっ、そんなこと流石さすがにあたしもできないから、こうして人気の少ないところで慣らしているわけ。別に変な意味は無いから安心して」

　あたしの言葉を聞いて安あん堵どしている七渡。それが少し嫌だった。

「戻ろ、次の授業も始まるし」

「そうだな」

　七渡と仮の恋人となっている不思議な期間。

　七渡にあたしが恋人だったらという状況を具体的に見せることができるので、ここで頑張ればあたしのことを本当に恋人にしたいと思ってくれるかもしれない。

　もしかしたらこの状況は、七渡と恋人になれる千載一遇のチャンスなのかも──







第２章　ディスタンス







　　　◇翼つばさ◇




　目覚まし時計の音で目が覚めて、朝のストレッチを始める。

　七なな渡と君は身体からだが柔らかい人が好きと言っていたことがあるので、それを聞いてからは柔軟体操で身体を柔らかくする努力をしている。

　相変わらず指輪が取れなくて付けたままだ。お姉ちゃんには壊すしかないと言われたけど、七渡君とのペアリングを壊すわけにはいかない。

「起きてお姉ちゃん」

　お姉ちゃんの部屋へ行き、熟睡しているお姉ちゃんを起こす。

　福岡の田舎町からお姉ちゃんと二人で東京へ引っ越したため、今はマンションでお姉ちゃんと二人で暮らしている。

　だから、お母さんに代わって私がお姉ちゃんを起こさないといけない。家事もほとんど自分が行っているので、お母さんの苦労が今の歳としで身に染みている。

「あと四年寝かせて」

「それは寝過ぎだって」

　お姉ちゃんは常にぐーたらしているだらしない人だ。でも、何故なぜか勉強だけは得意で、日本一とも呼ばれている東とう応おう大学に通っている。

　放置していると本当に四年間寝ていそうだと思えるレベルだ。実際に四年間も寝てる人なんて今まで一人しか見たことないけど。

「じゃあせめてあと四分」

「も～」

　お姉ちゃんの大学進学と共に上京することとなり、私は七渡君に会いたいがために、お姉ちゃんに無理を言って同居させてもらっている形だ。

　そのため、お姉ちゃんの我わが儘ままはできるだけ聞いている。お姉ちゃんのおかげで、今再び七渡君との幸せな日々を過ごせているのだから──




　家を出て七渡君の住むアパートの前に立った。

　今日も七渡君と一緒に登校しようかと思っていたのだが、麗れい奈なさんと七渡君が恋人になったという話が広まってしまっていることを思い出す。

　別に約束はしていないので、諦めて一人で学校へと向かった。

「参っちゃうなこれは……」

　麗奈さんは恋人のフリをするというやり方で距離を詰めることに成功していた。

　先手を取られてしまい、もう同じ手は使えない。私は私で七渡君との距離を詰める方法を模索しなければならない。

　空けられた距離を即座に詰めてくるという麗奈さんの行動力。私があたふたしている間に、もう三歩も先に進んでいってしまった。

　このままじゃ絶対に駄目だ。でも、必死にどうしようか考えても状況を打開できる策は浮かばないし、ただ焦るだけだ。

「城しろ木き～」

「あっ、麗奈さんおはよう」

　いつも七渡君が麗奈さんと合流している公園で麗奈さんに話しかけられた。

「おはよう。ここで一緒に七渡を待って、三人で登校しない？」

「……いいの？」

「別に大丈夫だけど」

　何故か私に気を使ってくれた麗奈さん。余裕を見せているのか、それとも私に同情しているのかはわからないけど、今はその言葉に甘えることにした。

「ありがとね麗奈さん」

「あたしのミスで今みたいな状況になっちゃってるからね……これから城木にも迷惑かけるだろうし」

「やっぱり優しいね、麗奈さんは」

　後ろめたい気持ちを抱いている様子の麗奈さん。その姿勢を見て少しホッとした。

「ぜんぜん優しくないから」

　髪を弄いじりながら視線を外した麗奈さん。本当に酷ひどい人だったら何がなんでも私を遠ざけていただろうから、麗奈さんが少し優しい人で私は助かっている。

　その後は七渡君と合流して、三人で登校した。

　学校以外では私達の関係にそこまで変化は生じていない。でも、校舎に入れば周りからの視線が注がれることになってしまう……




　休み時間になったので、不安を抱えた私は七渡君へ話しかけた。

「あ、あの七渡君」

「どうした？」

「この前、話してた二人で遊ぼうってことなんやけど……」

「あー、今週の日曜日って話になってるよな」

「うん……ちゃんと遊べるよね？」

「もちろんだよ」

　よかった、この状況になっても話は無くならなかったみたい。

　クラスメイトから見られていたので、予定の確認を終えた私は早々に席へ戻った。

　すると、たまにお話する谷たに川がわさん達が私の元にやってきた。

「城木さん、今はお熱い状態だからあんまり邪魔しない方がいいと思うよ」

「そうそう空気読もうよ」

　先ほど七渡君に話しかけたのを見ていたのか、それについて注意をされてしまう。

「城木さんって廣ひろ瀬せ君のこと狙ってるの？」

「えっ、ぜんぜんそんなことないよ」

「いいよ隠さなくて、廣瀬君が本命だから天海あまみ君を譲ったんでしょ？」

　そう言って私の元から離れていった谷川さん達。変な勘違いをされているみたいだ。

　きっと私達のグループの恋愛事情を勝手にあれこれ想像して楽しんでいるのだろう。

　でも七渡君と少し話しただけで、色々言われちゃうなんてなぁ……

　今は耐えの時間だな。この雰囲気が風化するまでは大人しくしてないと。

　でも待って、この状況で七渡君と二人で遊んだとして、同じ学校の人に見つかっちゃったら私も七渡君も何て言われてしまうことか……

　今の状況じゃ、迂う闊かつに二人で遊びに行けない。誰もいないような遠くの場所へ行くお金もないし、不安を抱えた状態じゃ心から楽しめない。

「うぅ……」

　ヤバい、かなり追い込まれている。いつの間にか二人で遊ぶ約束も潰されかけている。

　麗奈さんは自分の距離を詰めつつ、さらに私を七渡君からガードしているのかもしれない。だとしたら、なんという完璧なやり方なのだろうか……ＩＱとかめっちゃ高そう。

　そんな人を相手にして、私は七渡君ともう一度恋人になることができるのだろうか。

　いやいや、どんなことがあろうと私は七渡君を諦めないって決めているもん。困難な状況の時ほど、前を向いていかないとね。

「そうだっ！」

　私は閃ひらめき過ぎて、思わず一人でそうだと口にしてしまった。恥ずかしい……

　でも、この状況をあえて利用するやり方を思いついた。

　麗奈さんが本気なら、私も本気で挑まないと！

「どうしたの翼ちゃん、ちょっと顔がにやけてるよ」

　赤面していた私の元に来てくれた柚ゆず癒ゆちゃん。

「柚癒ちゃん、あのねあのね、良いこと思いつけたの」

「そーなの？　やったじゃん」

「うん。これで七渡君と一緒に寝れるよ」

　私の言葉を聞いた柚癒ちゃんは、何故か固まってしまった。

「ゆ、柚癒ちゃん？」

　肩を揺さぶっても白目をむいたまま動かない柚癒ちゃん。

「……なんやて!?」

「うわっ、ビックリした」

　急に意識を取り戻した柚癒ちゃんが、大きな声でツッコミを入れてきた。

「いったいどういうことなの翼ちゃん」

「え～まだ秘密だよ。終わったら色々と報告するね」

「それじゃあ手遅れになるって！　ちゃんと教えてよ！」

「成功するまで秘密ね」

「性交するまで!?　それはもう事後じゃん!?」

　私の考えを知りたそうにしているけど、秘密の計画なので今はまだ内緒なの。

　そのまま休み時間は終わり、柚癒ちゃんは頭を抱えながら席へ戻っていった。




　　　∞麗奈∞




　休み時間になり、スマホでＳＮＳのミンスタをチェックする。

　七渡とのツーショット写真を投稿してからは、同じ学校の男子からは変に絡まれなくなっている。早速、効果が表れており、だいぶ気が楽になっている。

　三万でどう？　というダイレクトメッセージを送ってきた謎の成人男性は、無視して通報しておいた。こういう奴やつらは何をしてもいなくならないだろう。

「地ち葉ばさん、廣瀬君の連絡先教えてよ」

　クラスメイトの小こ峯みねさんがあたしの席にやってきて、廣瀬について聞いてきた。

「直接聞けば？」

「恥ずかしくて聞けないよ～」

　きっと恥ずかしさより、直接聞いて断られるのが嫌なのだろう。断られたらそれまでの女って烙らく印いんが押されちゃうからね。

　女は男と違って意中の人の眼中に入らないことを過度に恐れるから、遠回しに男子へ近づくことが多い。

　あたしが聞いて断られれば、直接聞かなかったからだとか理由付けができて自分のプライドを保つことができるって算段だ。

「まっ、一応聞いてみるけど」

　クラスメイトの人とはできるだけ仲良くしておきたい。変な奴らと無理やり仲良くするつもりはないけど、普通の人とは普通に話せるようにしたいしね。

「ありがとう地葉さん」

「廣瀬って変わってるとこあるからあんまり期待しないでね」

　前に七渡の母親とか学校の先生が好きとか言ってたこともあって、七渡から熟女好きとか言われている廣瀬。

　実際、モテるのに彼女を作っていないので色々と拗こじらせているのだろう。

「でも地葉さんが天海君と付き合い始めたおかげで、みんな廣瀬君に近づけるって話題になってるよ。今まで地葉さんが目をつけているから手を出せない空気だったからさ」

「ふーん、そうなの」

　みんな廣瀬のことを良いと思っているんだな。悪い奴ではないし、顔もそこそこ良いと思うけど、七渡の良さには勝てないと思う。七渡はあたしにとってレベチですから。

「でも、どうして天海君なの？　地葉さんみたいに可愛かわいい人なら、廣瀬君とも付き合えそうだと思うけど」

「……あんさ、あんまり失礼なこと言ってると怒るよ」

「ご、ごめんっ」

　小峯さんを睨にらむと慌ててあたしの傍そばから離れていった。

　どうして七渡かって？　そんなの大好きだからに決まってんじゃんかよ～。

「ねぇ、小峯さんが連絡先教えてだって」

　廣瀬の元へ行き、先ほどの約束を早速果たす。

「別にいいけど」

「じゃあ教えとく」

　意外にも素直にいいと答えた廣瀬。相手に少し興味があるのだろうか……

「実は狙ってたとか？」

「まったく。というかクラスメイトと連絡先交換するぐらいは普通だろ」

「そういうもんか」

　明らかに小峯さんは廣瀬を意識していたけど、悲しいことに廣瀬は無関心。ただの付き合いで連絡先を交換するみたいだ。

「告白とかされたらどーすんの？」

「断るけど」

「ふーん、そうなんだ」

　相変わらず何を考えているのか分かり辛づらい男ね。モテるから女は寄ってくるのに、いつも素そっ気けないからすぐに離れていってしまう傾向があるように見える。

「高校生にもなったし、彼女欲しいとか思わないの？」

「地葉みたいに本気になれる人が現れるのを待っているんだよ」

「そっか……その時が来たら応援させてよね」

　たまには良いこと言うじゃん廣瀬の奴。そう、七渡はあたしにとって運命の人なの。

「地葉に応援されたら逆効果になりそうだから遠慮しとく」

「何よそれ！　せっかくのあたしのご好意を！」

　これだから廣瀬の奴は好きじゃないんだよなぁ……いっつも、あたしのこと馬鹿にしてくるし。こんにゃろ。

「そーだ、あたしに怒ってる？」

「何のことについてだ？」

「七渡と恋人アピールどころか、付き合っている感じになっちゃったこと」

　あたしの言葉を聞いて首を横に振る廣瀬。

「いや、俺としたら少し安心したよ。ここだけの話だが、七渡は城木さんと二人きりで遊ぶ予定だった。下手したらそこで二人の関係が変化するかもしれないと思っていたが、今の状況になれば現状維持に落ち着くだろうしな」

「な、何よそれ、聞いてないんだけど」

「七渡から聞いた話だ」

　くそぅ……城木も城木で、裏で何やら色々と企てていたみたいだ。

　油断も隙も無い。廣瀬は安心しきっていたけど、念には念を入れておかないとね。

「七渡～」

　あたしは七渡の元に駆け寄った。七渡と話すと周りから見られて恥ずかしいけど、今はそれよりも大事なことがある。

「今ってあたしと付き合っていることになっている状況じゃん？」

「そうだな」

「だから別の誰かと付き合ったりとかしちゃ駄目だよ。七渡があたしを捨てたって責められちゃうからさ」

「そんなことしないって」

　七渡と結ばれることが夢だけど、今はとりあえずみんなとの関係を壊したくない。この状況で何かが起これば、埋めようのない亀裂が生じてしまいそうだ。

「ならいいんだけど。でもごめんね、なんか色々制限されることになっちゃって」

「それは麗奈もだろ？　別の男と付き合ったら俺を捨てたことになっちゃうし」

「そーだね。でも大丈夫、誰かと付き合うより現状維持の方が今のグループでずっと仲良くできるし」

　城木とは告白しない協定を結んでいるし、七渡から求められるのを待つだけだ。

「俺も同じ考えだ。高校生にもなったし彼女が欲しくなったりするかもしれないけど、できれば、みんなでずっと楽しく過ごしていたい」

「だよね。これからも我慢できる？」

「う～ん、どうだろう」

　あれ？　意外と悩ましい顔をしている七渡。みんなとの関係性を壊してまで手に入れたいものがあるってこと？　それがあたしならいいんだけどなぁ……

「あたしだってみんなといたいから我慢していることもあるし、あたしだけじゃなくて、しばゆーや廣瀬だって我慢してることもあるんだからさ」

　遠回しにみんな我慢しているから七渡も我慢してねという同調圧力をかけ、現状維持の期間をできるだけ長くさせたい。しばゆーは城木への想いを隠しているし、廣瀬も無駄に恋人を作ったりしていないから、七渡が変わらなければ大丈夫なはず。

「へぇ～やっぱり、しばゆーって一いつ樹きのことが好きなんだな」

「いや、そんなわけないでしょ」

　七渡が変な勘違いをしていたので否定をしておく。誰かが言わなければしばゆーの好きな人を当てることはできないだろう。

「まっ、みんながそういう考えなら俺も安心できるし大丈夫なはずだよ」

「だよねん」

　大丈夫とは言っているが、不安げな顔を見せている七渡。

　それが、あたしのことでどうしようもなくなっている不安なら嬉しいけど……




　　　　▲




「ちょっと、ヤバいよ麗奈ん」

　放課後になってしばゆーに呼び出されたが、どうやら緊迫した状況のようだ。

「どーしたの？」

　あたしはしばゆーの両肩を掴つかんで問いかける。七渡があたしを落ち着かせる時にしてくれることを真似まねしてみた。

「何か翼ちゃんが企ててるみたい……翼ちゃんの純情な感情が弄ばれちゃうよ～」

「らしいわね」

　どうやらしばゆーも、城木と七渡が二人で一緒に遊ぶことを企てていると知っているみたいだ。

「あれ？　麗奈んも知ってるの？」

「廣瀬から聞いた。でも安心して、あたしが念には念を入れておいたから」

「流石は麗奈ん、もう手を打っているなんて」

　別に七渡が二人きりで遊びたいと思ったのなら、それを止める理由はあたしにはない。

　でも、その時に告白とか何か間違いを起こすのは防ぎたい。七渡はそんなことしないと思うけど、人間ってのはたまに思いもよらないことをしちゃうからなぁ……

　カラオケ店で七渡にキスを迫ったことを思い出して、身体からだが熱くなっちゃった。

「それに二人で遊ぶ約束をしていたみたいだけど、今の状況じゃそんなことしているのを誰かに見られるわけにはいかないだろうから、けっこう先の話になると思う」

「確かに。まさか柚達の作戦がそこでも抑止力になっていたなんて……」

　先週は七渡に距離を置かれてしまい、さらには七渡の翼を見る目も明らかに変わっているのを見てしまい、絶体絶命のピンチを迎えていた。

　けど、しばゆーの作戦のおかげで今では距離を詰められるようになり、七渡の気持ちも一旦は封じることができた。攻めも守りも同時にできて、あたしにもまたチャンスが巡ってきている。

「でも城木にはちょっと申し訳ないかな。あたしが邪魔しなければ、勝っていたかもしれないし」

「それが勝負ってもんじゃないの？　それでも後ろめたさを感じるってことは麗奈んが優しい証拠だよ。最低な人はそういうことをしても何も感じないしね」

　しばゆーはあたしを肯定してくれる。やっぱり味方がいるのは心強いな。

「むしろ麗奈んにそんなこと言っている余裕はないと思うけど。勝負ってのは必ず敗者が出るんだから、甘いこと言ってられないよ」

　しばゆーに釘くぎを刺される。確かにその通りで、人のことを気遣い遠慮ばかりしていたら、置いてかれて負けてしまう。

　勝負の世界なんだから、もっと強気に我わが儘ままにならないとね。負けてから後悔しても遅いし、勝つためには何でもするつもりでいかないと。

　城木にとってあたしは敵だし、あたしにとっては城木が敵なんだ。

　友達だけど、好きな人を巡る戦いに容赦はないんだ──




　　　＋七渡＋




　今日は日曜日であり、学校は休みとなっている。

　翼と二人で遊ぶ約束がある。高校生になって再会してから、常にみんなと一緒にいることもあり、意外にも二人きりで遊ぶことはなかった。

　普段もみんなと一緒に話しているので、今まで二人だけの思い出を語ることがあまりできていなかったな。

　だから個人的にも二人で遊ぶことは楽しみでもあった。たまには二人だけで、二人にしかわからないことを話し合いたいからな。

　出かける準備を終え外へ出ると、翼が待ってくれていた。

「おはよう翼、待っててくれてありがとう」

「七渡君おはよう」

　私服姿の翼は普段とは雰囲気が異なり、大人びて見える。それが俺にとって刺激となっており、ただの仲の良い幼おさな馴な染じみとして見ることができなくなってしまう。

「どこへ遊びに行く？」

　翼が行きたいところへ連れていきたい気持ちがあるので、まずは翼に意見を聞いてみないとな。

「ウチの家に来てほしいんやけど……」

「翼の家!?」

　翼のまさかの回答に少し眠かった目がはっきりと覚めた。

「そ、それは流石さすがに……」

　前にまだ許嫁いいなずけだと思っていることを打ち明けてきた翼。そんなこと言われてしまったら俺も翼のことを意識せざるを得ない。

　こんなに可愛かわいくて俺のことを好きでいてくれる翼。今の状態で家に向かったらヤバい。

「何で？　前はいつも家で遊んでたよね？」

「もう俺達も高校生の男女だしな、子供じゃないんだから」

　翼の言う通り、東京へ引っ越し離れ離れになる小五の時まではお互いの家に行ったり来たりする仲だった。

　あの時は許嫁の仲だとしても、恋人らしいことはせずに一緒にいるだけだった。

　今は翼をはっきり異性として見ているので、家で遊ぶなんて刺激が強過ぎる。

「でも、今は七渡君と麗奈さんが恋人って噂うわさが広まっとるから、外で遊んで誰かに見られるわけにはいかないでしょ？」

　確かに麗奈との件があるからどこかへ行って遊ぶのは難しいな……

　むしろ近所の翼の家で遊ぶのは今の俺達にとってかなり都合が良くもある。

「だから、ウチの家がちょうどいいと思うんやけど……お姉ちゃんもいるし」

「お姉さんいるんだ、挨拶はしておきたいと思ってたけど」

　二人きりはちょっと危ないと思っていたが、家にお姉さんがいるのは朗報であり、少しだが安心できるな。

「まぁ翼が家でいいんなら……」

「むしろ家がいいの。七渡君とゆっくりしたいん」

「お、おう」

　家で遊ぶ流れになり、翼が嬉うれしそうな目で見てくる。

　冷静さを保つためにも、幼馴染だった頃の感覚を思い出そう。あの時は何も気にせず翼と家で遊ぶことができたはずだ。

　そのまま翼に連れられ、翼とお姉さんが二人で住むマンションへと向かった。

「お邪魔しまーす」

　玄関を開けて中へ入るが、やっぱり緊張するって。女の子の家へ遊びに行くなんて数年ぶりだし、今となれば滅めつ多たにないことだからな。

「お姉ちゃーん」

　翼はお姉さんを呼ぶが返事は無い。どこかへ出かけてしまったのだろうか……

「あれ？　寝ちゃってるのかな？　七渡君が来るって言っとったのに」

　どうやら翼の中では家で遊ぶことが初めから決まっていたようだ。きっと俺と違って心の準備とかもできているのだろう。

「お姉さんって俺の記憶の中だと変わっている人ってイメージなんだけど。何か子供の頃から難しいこと言ってて、一人でボーっとしていることも多かったり」

「今もそのまんまだよ」

「そうなんだ。変わっていないのは俺としては嬉しいけど」

　お姉さんに可愛がられてはいたからな。俺との再会を喜んでくれれば嬉しいのだが……

「部屋にいるかも」

　翼の家はリビングともう一部屋があり、１ＤＫの間取りとなっている。お姉さんと二人で住むには少し窮屈そうだな。

　翼と一緒に部屋へ入ったが、お姉さんは翼の予想通りスヤスヤと寝ていた。

　だが、大変なことになっている。何故なぜなら、下着姿で寝ているからだ。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん！」

　巨乳と評せる大きな胸や柔らかそうな太ももが大胆に露出しているため、肌色全開の光景となっている。

　ムチムチとした身体に思わず釘くぎ付づけとなっていたが、冷静になり慌てて目を逸そらした。

「んへぇ？　翼ちゃん？」

「今日は七渡君来るって言っとったよね」

「うん、だからお着替えしておこうと思ったんだけどぉ……あれ、そのまま服脱いで寝ちゃってたみたい」

「早く服着て！」

　刺激の強過ぎる光景だったため、身体が熱くなってしまっているな。

「ごめんね七渡君、相変わらずお姉ちゃんがだらしなくて」

「いや大丈夫だよ」

[image: ]

　別に謝る必要は一切無い。俺としては運良く素晴らしいものが見れちゃったからな。

「んあ、本当に七渡君だ」

　着替えを終えたお姉さんが部屋から出てきた。

　長い黒髪に眼鏡姿。やはり姉妹なだけあって翼がイメチェンする前の姿に似ているな。

「お久しぶりです深海みうさん」

「ぶりぶりだね～触ってもいい？」

　俺が返事をする前に、身体からだに触れてくるお姉さん。

「おぉ……本当に七渡君がここに。しかも凄い成長してる」

　成長しているのはお姉さんもだ。目下に見える胸の谷間が凄いことになっている。

　翼も姉妹なら、お姉さんみたいに胸が大きくなる可能性もあるのかな。

「今後ともよろしくお願いいたします」

「あらま、しっかりしちゃって。子供の時は落ち着きがなくて手のかかる子だったのに」

「その節はすみません」

　お姉さんの言う通り、俺は田舎の退屈な暮らしが嫌で常に何か行動していた。

　お姉さんにも無む茶ちや言って、ペットボトルロケット作ってとお願いして実験に付き合ってもらったこともあった。

　結局そのペットボトルロケットは暴発してしまい、俺の股間を直撃して激痛に襲われた記憶がある。あれのせいで、右曲がりから左曲がりになったんだよな……

「翼ちゃんったら、七渡君が引っ越しちゃった後もずーっと七渡君大好き、七渡君会いたいって言ってて大変だったんだよ」

「ちょっとお姉ちゃん！　恥ずかしいからっ！」

　顔を真っ赤にしながらお姉さんの口を封じようとする翼。聞いている俺も恥ずかしいんだが。

　でも本当に翼は俺のことをずっと想おもい続けてくれていたようだ。それがたまらなく嬉しくもあり、同時に寂しい思いをさせてしまって申し訳ないという気持ちも芽生える。

「翼ちゃんほど純情で一いち途ずで真まっ直すぐな子はいないと思うよ。私だったら四回ぐらい寝れば忘れちゃうと思うし」

「だ～か～ら～」

　翼だったらずっと傍そばにいてくれる気がする。それが、俺にとって翼をより魅力的に感じる要素となっている。

「えい、捕まえた」

「うわっ」

　急にお姉さんの胸の中へ顔を引きずり込まれる。相変わらず行動が読めない人だな。

「でも、それは危険でもあるから七渡君も判断は慎重にね」

　小さな声で耳打ちしてきたお姉さん。何か忠告してくれたようだが、大きな胸の中が心地良過ぎたこともあり聞き逃してしまった。

「もういい加減にしてよっ！」

　お姉さんを無理やり引き剥がす翼。まだもう少し胸の中にいたかったな。

「ごめんって翼ちゃん。もう何もしないから乱暴しないで」

「約束だよ。じっとしてて」

「うん。私はリビングで本読んでいるから、後は二人でごゆっくり～」

　お姉さんはリビングのソファーで横になり、手を振ってくる。

「すみません、気を使ってもらって」

「いいのいいの。イヤホンで音楽も聴くから声出しても大丈夫だよ」

「それは何の気遣いですか？」

　むふふと笑っているお姉さん。別に大きな声を出すことはしないので余計な心配だっての。

「七渡君、部屋行こ」

　ふくれっ面の翼に招かれて部屋へ入る。あのお姉さんと共同なんて疲れそうだな……

「ゆっくりしようね、話したいことたくさんあるし」

「う、うん」

　座布団が二つあったので、二人でそれぞれに座った。

「七渡君と同じ家にいると昔のことを思い出すね」

「そうだな」

「昔はウチの方が身長高かったから、ウチの膝の上に座ってたりしとったよね」

「あったあった、今は逆にならないとキツイだろうな」

　昔の翼は妹みたいな存在だったため、一緒に座ったりとかお昼寝したりとか普通にしていたからな。

　ずっと一緒だったからドキドキすることもなかったし、気を使うこともなかった。

「あの時みたいに一緒に座ろうよ」

「えっ、流石に今は無理だろ」

「そっか……」

　めっちゃ悲しそうな顔を見せてくる翼。まるで俺が嫌がっているみたいに思われたかもしれないが、友達の関係を保つためには致し方ないことだ。

「七渡君にずっと聞きたかったんだけど、ウチが会いに来て迷惑やなかった？」

「そんなわけないだろ」

「なら嬉しいな」

　翼には何もしてやれなかった心残りがあるため、再会できたのは素直に嬉しい。

　だが、同じ高校で会えるとは微み塵じんも思っていなかったので、心の準備とかがまったくできていなかった。

「ウチは会いたかったけど、七渡君はそうじゃなかったかもしれんなーって思っとったん」

「俺もまた会いたいなって思ってたよ。でも翼はもう俺のこと忘れてるかと思ってた」

「ずーっと七渡君のこと想ってたよ」

「……考えてみれば、あの田舎町じゃ何の刺激も無いし、忘れられそうにないかも」

　俺は都会に来て、様々なものを見て多くの刺激があって、過去のことはどんどん忘れていった。だけど、翼はいつもと変わらない景色や日常の中で過ごしていたんだ。

「七渡君はウチのこと忘れてたん？」

「正直なところ、あんまり考えないようにしてた。翼を思い出すと寂しい気持ちになっちゃうから、できるだけ忘れようともしていた。でも、何かあるたびに思い出してて、きっと一生忘れられないんだろうなって思ってたよ」

「そっか……」

　もし俺も四六時中考えていたと答えていたら翼も喜んでいたのだろうが、俺は正直に答えた。

　中学の時は部活や受験勉強に必死だったし、新しい友達もできて翼のことを考えるのは日に日に少なくなっていたからな。

「悪いな、薄情な奴やつで」

「うーうん、ウチも忘れようとしてた時期あるし。でもね、どれだけ忘れようとしても無理やったから、七渡君を忘れることを諦めたの」

　どうやら翼の中では、俺が思っている以上に強く想われているみたいだ。

「俺ってそこまでの男だったか？　自分で言うのも悲しいけど、別に良い男でもなかったからそこまで想ってもらえていると申し訳ない気持ちにもなる」

「七渡君はね、凄い人なんだよ」

　両手を広げており、俺が大きい存在であることを表現しているみたいだ。

「優しいし、清潔感あるし、カッコイイし、面白いし。関係性の薄い人には上手うまく伝わらんかもしれないけど、ウチには全部伝わっとるから安心してね」

「そこまで言われると恥ずかしいんだが……それに俺よりももっと良い男とかいるだろ」

「他の人のことは知らないけど、ウチは七渡君じゃないとダメなの」

　上目遣いで見つめられながらそんなことを言われてしまえば、普通の男だったら強く抱きしめていることだろう。

　だが、俺は臆病者だから、翼の足を指で突つつくことしかできない。

「どーしたの七渡君？」

「なんとなく触れたかっただけ。気にしないで」

「わかった。気にしないよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえみかけてくれる翼。その包容力にもっと包んでもらいたくなるな。

「何かして遊ぶか？　ゲームとか？」

　俺は居ても立っても居られなくなったので、話題を無理やり変えた。

「七渡君はしたいことある？」

　翼の家にゲーム機は見当たらない。今はスマホでトランプの大富豪とかオセロとかも無料でできる時代だから、ちょっとしたことならできそうだが……

「やっぱり、リアルでできるやつがいい」

　スマホゲーム作戦を封じてくる翼。リアルでできる遊びなんて何かあるかな……

「昔は翼と積木とかおままごととかしてたな」

　昔遊んでいたものは高校生にもなった俺達にはできそうにない。じゃんけんやしりとりなんかを今しても微妙だしな。

「そーだね。七渡君が作ったスゴロクで遊んだりもしてたよ」

「あったなそれ」

　翼は懐かしいことを思い出させてくれる。

　もう翼とは会うことはできないだろうと色んな記憶に蓋をしていたのだが、翼から会いに来てくれて今ではその蓋を次々と開けていってくれている。

　だから、楽しかった思い出や記憶が次々と溢あふれてくるな。

「乳首当てゲームとかも一時期してたよね」

「ぎくっ」

　だが、翼は思い出させてほしくなかった記憶までをも蘇よみがえらせてしまう。

「テレビでお笑い芸人さんがやっとるのを見て、七渡君が俺達もやろうって言って巻き込まれたの」

「……ごめんな、子供の時は本当にデリカシーが無くて。友達も翼しかいなかったから、変な遊びに付き合わせることも多かった気がする」

　昔は翼のことを男友達に近い関係に思っていたから、失礼なことも平気でしていたな。

「大丈夫だよ、あの時はウチも楽しく遊んでたしね。今やるのは流石さすがにちょっと恥ずかしいから難しいけど」

　今の翼にやったら、それはもう前戯だろ。できるわけないって。

「でも、七渡君がどうしてもって言うんなら……」

「やらないから安心してくれ。あの頃の俺とは違うんだ」

「うん、わかった」

　何故なぜか少し残念そうな顔を見せる翼。そんなことをするのは、カップルにでもなってからじゃないとな。

「そうだ七渡君、お茶持ってくるね」

「ありがとう、助かるよ」

　翼は立ち上がって部屋から出ようとする。

「三段目の引き出しに昔の写真があるけん、もしよかったら見とってね」

「ほーい」

　翼が部屋を出ていったので、先ほどスマホがポケットの中で震えていたことを思い出して誰かから連絡が来てないか調べたが、ゲームアプリの通知だった。

　三段目の引き出しに写真があるとか言っていたのでそっちも見てみるか……ここかな。

　タンスの三段目の引き出しを見てみると、そこには翼の物と思われる下着がたくさん出てきた。

　あれれ？　写真があると聞いていたんだが、ここにあるのはブラやらパンツやらの見てはいけないものばかりだぞ。

　もしかしたら、この奥に写真があるのかもしれない。下着群をずっと見つめているとただの変態になってしまうので、慌てて下着の中を掻かき分けて写真を探す。

　だが、出てくるのはやっぱり下着だけで写真は出てこない。おいおい罠わなかよ、こんなところを見られたらヤバいだろ。女友達の家に行って下着を掻き分ける男とか、絶対に嫌われちゃうだろ。

　翼が戻ってくる前に、何事も無かったかのように元通りにしないと……

「七渡君、何しとるの？」

　終わった。天海七渡、終了のお知らせ──
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　飲み物を持って部屋に戻ると、何故か七渡君が私の使っているタンスを開けて下着を漁あさっていた。

　下着を掻き分けて何かを探しているみたいだ。もしかしたら、私が昔穿はいていたパンツを見たくて探しているのかな？

　でも小学生の時に着ていた物は全て捨ててしまったので、七渡君の願いを叶かなえられそうにない。困ったなぁ……

「七渡君、何しとるの？」

「えっ、あああ、えぅあって」

　明らかにテンパっている七渡君。見なかったことにしてあげた方が良かったかな。

「これは違うぞ、その、あれだ、俺は悪くない」

「大丈夫だよ落ち着いて。七渡君は悪くないよ。昔から七渡君って、ちょっぴりエッチなところあるもんね。そういうところも含めて七渡君だから」

　七渡君は男の子なので、多少の欲はあるはずだ。拒絶しないでちゃんと受け入れてあげないと。

「何か見たい下着あったのかな？　一緒に探そうね」

「違うって、勘違いしてるって！　俺はそんな奴じゃないって！」

「大丈夫だよ、七渡君は男の子だもん」

「そういう意味じゃなくて！　とりあえず落ち着いてくれ」

「ウチは落ち着いとるよ」

　深呼吸をしている七渡君。ちゃんと落ち着こうとしていて可愛かわいい。

「翼が三段目の引き出しに写真が入ってるって言ったから、開けただけなんだよ」

「あっ、ごめんごめん。こっちの机の三段目の引き出しだったの」

「そういうことか……」

　どうやら七渡君は三段目の引き出しと聞いて、タンスの方を開けてしまったみたいだ。

　でも、普通間違えたらそのまま閉めると思うのに、そのまま下着を掻き分けていたのは何故なんだろう……やっぱり、下着を見て興奮しちゃったのかなぁ……

「ほら、みてみて」

　私はアルバムを取り出して、七渡君との写真を見せる。

「懐かしいな……」

「この頃はまだ純情な七渡君だよね」

　一緒に夏祭りに行った時の写真や、お揃そろいの服を着てキャッチボールをしている写真など、何度も見返した写真が何十枚も残っている。

「まるで今が不純みたいな言い方だな。あれだぞ？　さっきのは事故だぞ？」

「う、うん……」

「信じてくれよ～」

　七渡君の困った顔が面白い。その顔が見たくて、ちょっと意地悪になっちゃった。

「そろそろ三時か」

　七渡君は時計を確認して、もう三時になってしまったことを伝える。充実した時間は過ぎるのが早いなぁ……実家で一人だった時は一日が長く感じて苦痛だったのに、七渡君が傍そばにいるだけで毎日が幸せだ。

「お昼寝する？」

「えっ？　せっかく久しぶりに二人で遊んでるのに、寝るわけにいかないだろ？」

　私の突然の提案に戸惑っている七渡君。何とかして寝させたい。

「子供の時は七渡君って遊び疲れてウチのベッドでよく寝てたよね？」

「そんなこともあったけど……」

「ウチね、七渡君の寝顔が大好きなの。だから今はどんな寝顔なのか見たいなって」

　先日学校で、麗奈さんが七渡君の仮の彼女になっちゃった今の状況なら、むしろ七渡君を家に誘うことができると閃ひらめいた。

　そしたら七渡君の寝顔も見られるかもしれないとワクワクもした。嬉しくてその時に傍にいた柚癒ちゃんに、七渡君が寝てくれるかもと伝えてしまった。

「寝顔とか恥ずかしいよ、きっと情けない顔してるに違いないし」

「大丈夫だよ。ウチの布団敷くから横になって」

「いやいや、そんなの翼が退屈だろ？」

　何故か顔を赤くしている七渡君。何か恥ずかしいことでもあったのだろうか……

「そんなことないんよ、それでウチは幸せなの」

「とはいっても、今はもうあんまり眠くないしな」

「じゃあせめて一緒に寝よーよ七渡君。いつも一緒にお昼寝してたよね？」

「それはそれでヤバいだろ。考えただけでも、もうな……とにかく俺は寝ません」

　七渡君は何故か部屋の隅まで離れて、何かを隠すように背を向けてきた。

「むぅ～」

　せっかく七渡君の寝顔をまた見られると思ったのに、七渡君は嫌みたいだ。がっかり。

　いつかお泊り会みたいなのを開催して、絶対に寝てもらうしかないのかも。

「戻ってきて七渡君」

　私が隅に行った七渡君を呼び戻すと、背を向けたまま戻ってきた。

「捕まえた」

　あの頃とは違う七渡君の大きくなった背中をそのまま抱きしめてあげた。

「……あのな、もう俺達は子供じゃないんだぞ」

「知っとるよ」

「いや自覚はしてない。子供じゃないから、こうして密着するのも駄目なんだ」

　七渡君は離れて一定の距離を空けてしまう。

「そんなん悲しいよ……」

「そういうのは恋人の距離感なんだよ、友達がするものじゃないの」

　七渡君にはっきりと線引きをされてしまう。それがたまらなく寂しくて、どうにかしたいと策を巡らせるんだけど、何も思い浮かばないや……

「翼、それ」

「あっ」

　七渡君の視線は私の指に注がれている。そしてその右手の薬指には指輪が見えてしまっている。

　今日は休みだったので、絆ばん創そう膏こうで隠すのを忘れていた。どうしよう……

「こ、これはその……」

　慌てて隠すが七渡君にはっきりと見られちゃった。これはもう思い出しちゃうに決まってる。捨てられたり失なくされたりしてたらどうしよう……

「それって、許嫁いいなずけになった時に買ってもらったやつだろ？」

「うん、それを久しぶりに付けてみたら外せなくなっちゃって」

　やっぱり指輪の話題になってしまった。もう逃げられない。

「俺なんか成長し過ぎて付けることすら無理だよ」

「……ということはまだ持ってくれとるの？」

「当たり前だろ？」

　七渡君の言葉を聞いて、ホッと胸を撫でおろす。

「持っていてくれたんだね……嬉うれしい。捨てちゃったかなと思ってたん」

「大切な物なんだから捨てるわけないだろ」

　どうしよう、本当に嬉しい。心の中が一気に温かくなって、幸せだなって感じる。

　七渡君も持っててくれたんだね……しかも大切だって言ってくれてる。

　私の大切な物は、七渡君にとっても大切な物だったんだね。

「でも、取れないなんて困ったな」

「そうなん、色々試してみたけど駄目やった」

　困ったことに指輪は外せない。お姉ちゃんにも協力してもらったけど、無理だった。

　でも大切で常に身に付けていたいとは思っていたから、どうにかしないとと切羽詰まっているわけではない。ずっとこのままでもいいくらい。

「日常生活にも支障ないし、心配しなくても大丈夫だよ」

「そうはいってもな……体育の時間とか、外さなきゃいけない時間もあるだろうし」

　私のことを真剣に考えてくれている七渡君。やっぱり優しいし、頼れる人だ。きっと何があっても絶対に助けてくれる、そんなことを思える人は七渡君しかいない。

「俺も俺で時間がある時にどうすれば取れるか調べておくよ」

「うん、ありがと」

　私のことを考えてくれるのは嬉しいな。迷惑もかけることになるけど、七渡君にもっと私のこと考えていてほしいもん。

「ちょっと、お手洗い行ってくるね」

「わかった待ってる」

　七渡君と一緒にいると、お手洗いへ行く回数が多くなる気がする。好き過ぎて身体からだが熱くなっちゃうし、緊張しちゃうことも多いからなぁ……

「変なところ開けたりしちゃ駄目だよ」

「だからあれは事故だって～」

「ふふっ」

　七渡君の情けない声を聞いてから部屋を出た。七渡君も家で遊ぶことになってリラックスしているのか、普段は見られない表情をたくさん見せてくれる。

　それが楽しくて、ついつい鼻歌を口ずさみながら軽快な足取りで歩いていた。

「あら、上手うまくいってそうじゃない」

　そうだ、お姉ちゃんがいたんだった。とんでもなく浮かれてて恥ずかしいところを見られちゃったかも。

「うん、七渡君とまた家で遊べるのは楽しいもん」

「そか、翼ちゃんが幸せそうでなによりだ」

　全てが思い通りに進んでいるわけではないけど、プラスになる出来事ばかりだ。

「それで空けられてしまった距離を埋めることはできたの？」

　お姉ちゃんの問いに私は首を横に振って答えた。

「七渡君と家で遊べば、幼おさな馴な染じみで仲良しだった頃を思い出してウチが近づいても平気になると思ったんだけどなぁ……」

　麗奈さんに追いつくため、今日の約束を生かしたいと思っていた。でも、楽しい時間を過ごせてはいるが、目的は果たせていない。

「それだけ意識されてるってことじゃんか」

「そうだといいんやけど、やっぱり、もっと七渡君に触れたいもん」

　せっかく七渡君が近くにいるのに触れられないのはもどかしいなぁ……

「困った時は、お姉ちゃんに任せなさい」

「……余計なことはしないでよ」

　お姉ちゃんが胸を張っているが、申し訳ないけど嫌な予感しかしない。

「七渡君とのことで余計なことなんてないでしょ？」

「そうだけどさ～」

「離されるのなら密着すればいいんだよ。さっ、七渡君を待たせるわけにはいかないんだから、早く早く」

　無理やり何かをしようとしているお姉ちゃん。もう止められそうにないや……




　　　＋七渡＋




「ちょっと翼を脅かして楽しむか。翼のリアクションは面白いしな」

　俺は子供の時のように何か悪戯いたずらできないかと部屋を見回す。先ほどは翼にからかわれてしまったので、やり返して驚かせたい気分だな。

　俺は窓を開けてカモフラージュしつつ、部屋のドアの脇にすっぽりと隠れた。

「七渡君お待たせ～って、あれれ？」

　翼がドアを開けて入ってきたが、俺はその開いたドアの裏側に隠れており、振り返らないと見つからない位置にいる。

「七渡君がいなくなっちゃった」

　翼のしょんぼりした声が聞こえてくる。

「窓が開いてる……嫌になって出てっちゃったのかな」

　俺のカモフラージュにまんまと引っかかっている翼。

「でもここ三階だから、足に深手を負っているはず。まだ追いかければ間に合うかも」

　流石は翼だ……天然なだけあり、俺が本当に三階から飛び降りて出ていったと考えている。このままでは外へ出て探しに行きそうなので、背中から声をかけて驚かせよう。

「オヴァンピィ！」

「きゃっ!?」

　背後から奇声をあげると、翼は高い声をあげて驚いた。

　だが、驚きのあまりそのまま腰を抜かして倒れそうになっており、俺は慌てて手を伸ばして支えた。

　しかし、倒れる勢いがついていたので俺は踏ん張りきれず、一緒に倒れてしまった。

「いたたた……」

「ごめん、大丈夫か翼」

　目の前には水色のパンツが見えている。これはいったい!?

　おいおい、どうやら俺は倒れた翼の股の間にいるみたいだな。スカートが捲めくれてしまっており、両脇には太ももが見える。

　ほんのり温かさを感じる空間。例えるのなら、露天風呂から室内に戻ってきた時のもわっとした感覚があるな。

　少し甘酸っぱい匂いも漂ってくる。これはあれだな、じゃがバターに近い匂いだ。

「ちょ、ちょっと七渡君!?」

　自分の置かれている状況に気づいた翼は、慌てて股を閉じてパンツを隠しに入る。

　だが、俺は太ももに挟まれ潰される形になった。

「挟まってる、挟まってるって！」

「あわわわ、どうしよう」

「落ち着いて、股を開くんだ」

　冷静に手順を説明したが、とんでもなくエッチな言葉にも聞こえてきちゃうな。

「それじゃあパンツが見えちゃうよぉ～」

「もう目を閉じてるから大丈夫だ」

　翼は恐る恐る股を開いてくれたので、俺は転がるようにして翼から離れた。

「もぅ、ビックリさせないでよ」

「悪い悪い、さっき翼にからかわれたから驚かせようと思って……でも、やり過ぎちゃったな」

　とんでもないことが起きてしまった。ただでさえ翼の可愛かわいさに刺激を受けていたのに、あんなことが起きてしまえば、もう冷静ではいられない。

　翼の顔も真っ赤だが、きっと俺も似たようなことになっているだろう。

「ウチの方こそ、ドジでごめんね」

「翼は何にも悪くないよ」

「……また七渡君にパンツ見られちゃった」

　前にも通学中に翼が転んでしまい、パンツが見えてしまったことがあったな。

「すぐに目を閉じたから安心してくれ」

　思わずガン見してしまったが、翼の恥ずかしさを軽減させてあげたいのでそれは黙っておこう。

「でも、子供の頃はあんまり気にしてなかったから、けっこう見られちゃってたよね」

「子供の時は俺もあんまり意識してなかったしな。小学校低学年までは一緒にお風呂だって入ってたし」

「そ、そうやね……」

　お風呂の記憶を思い出すと、翼の裸が頭に浮かび上がってきてしまった。

「だめだめだめだめ」

　顔をさらに真っ赤にさせて悶もだえだした翼。もしかしたら、翼も俺の裸を思い出しちゃったのかもしれない。

　お互い成長したから、思い出の頃とは大きく異なっていることだろう。

「お姉ちゃんも交ぜてよ～」

　突然、ノックもしないでお姉さんが部屋に入ってきた。

　気まずい空気になっていたので、このタイミングでの登場は本当に助かる。

「じゃあ三人で何かします？　翼も問題無いだろ？」

　俺はお姉さんに乗っかり、三人で遊ぶことで場の空気を変えさせる。

「うん、お姉ちゃん寂しそうだし」

　翼も気まずかったからか、お姉さんの参加を受け入れてくれる。

「じゃあ、みんなでかくれんぼをしましょう。子供の時も三人でしてたよね？」

「深海さん、流石さすがにそれは……」

　まさかの提案に俺は渋る。いきなり何を言ってるんだこの人は……

　かくれんぼなんて小学生じゃあるまいし、しかもこのマンションの一室じゃ狭過ぎる。

「じゃあ私が探す人やるから、二人は五十秒の間に隠れてね。三分以内に誰も見つけられなかったら私の負けで」

「無理やり始めないでください」

「最初に見つかった人は母親に感謝の手紙を書いて渡さなければなりません」

「問答無用ですかっ!?」

　地味に超絶面倒な仕打ちを用意してくるお姉さん。これは絶対に見つけられるわけにはいかない。

　結局、リビングに戻って時間を数え始めてしまうお姉さん。手に負えない人だな。

「隠れるっていっても、この部屋しかないよな？」

「そうだね」

　俺達がいる部屋で隠れるしかない。この部屋じゃなければ、後はトイレかお風呂になってしまう。

「こっち来て、良いところがあるよ」

　翼が押入れを開けると、そこにはお布団等が仕し舞まってある。

「ほら、ここの隙間とか良いでしょ？」

　押し入れにもタンスが入っていたが、奥行きがあるのでタンスの奥がちょうど隠れられるように空いていた。

「こんな最適な場所があるとは……」

「むしろここしかないから、一緒に隠れよ」

「そうだな」

　俺は先にタンス裏に入ると、翼は押入れの襖ふすまを閉めてこっちに向かってきた。

　押入れの中は真っ暗となり、目が慣れるまでは何も見えなそうだ。

「ウチが入って、さらに布団をこっち側に引けば見つけ辛づらくなるよ」

　思いのほか狭かったため、翼と身体からだが密着し始める。子供の時も翼が恐こわがりだったから、一緒に隠れることが多かったな。

「ごめん七渡君、ちょっと体勢キツいかも」

「わかった、足を伸ばすからその上に座っていいよ」

　足を伸ばすと翼が足に乗っかって俺の上半身に抱き着いてきた。暗くて翼の顔ははっきりと見えないが、吐息が首筋にかかるので大体の位置はわかる。

「七渡君はキツくない？」

「俺は大丈夫だ」

　体勢はキツくないのだが、平静さを保つのが大変だ。翼が少し動くたびに柔らかい胸の感触が伝わってくるし、翼の足が俺の股間を押さえつけている形になっている。

「もうそろそろ数え終わったかなぁ？　見つからないかドキドキするね」

　小声で話しかけてくる翼。俺は別の意味でドキドキしてしまう。

　手を動かすと翼の身体のどこかしらに当たってしまい、女の子特有の柔らかい感触が伝わってくる。腕も足もお腹なかも胸も全てそれぞれの柔らかさがあるからな。

「あんっ」

　痒かゆいところに手を伸ばそうとしたら、翼の身体のもにっとした柔らかい部分に当たってしまい甘い声が漏れ聞こえてきた。

「ごめん翼、わざと胸に触ったわけじゃないぞ」

「わかっとるよ。それに胸じゃなかった」

　えっ、逆に胸じゃなかったのかよ。変なところ触ってなきゃいいけど……

　こんな密室で、しかも翼のような可愛い女の子と密着している状況に耐えられるわけがない。限界はあっという間に訪れてしまい、俺は我慢できずに放棄を宣言する。

「ごめん耐えられない、俺もう出る」

「えええ？　どうして？　見つかっちゃうよ？」

「翼とこんなに密着しているのが無理なんだ。俺も男だから、理性が働かなくなって抑えきれないものもある」

　俺はこの場から出ようとするが、翼に押さえつけられてしまう。

「逃げないで七渡君。ウチは何があっても七渡君を受け入れるから」

　許してくれない翼。昔から頑固なところはあったが、それは今も変わらないみたいだ。

「これが二人にとって当たり前なの。だから慣れてほしい」

　離れるどころか、力強く抱きしめてくる翼。

　目が暗闇に慣れてきたので、翼の俺を見つめる瞳がはっきりと見える。

「七渡君に距離を空けられるのは辛いん、離れていかないで」

　そうか……何で翼がこんなにくっつきたがるのか、ようやく理解できた。

　俺が引っ越したことで、翼とは下手したら二度と会えないような距離まで離れ離れになってしまった。だからその分、今はできるだけ近くにいたいのだろう。
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　離れることの辛さを知っているから、できるだけ俺と距離を詰めたいのだろう。

　翼にそんな想おもいを背負わせてしまったのは俺が原因でもある。なら俺は、逃げないで受け入れてあげなきゃ駄目だ。

「……わかった。もう少し頑張る」

「ありがとう七渡君。そうしてくれると安心できる」

　俺を強く抱きしめてくれている翼を優しく抱きしめ返す。

　すると翼から優しい吐息が漏れて、首筋にかかった。

「恐がらないでいいからね」

　全てを優しく包み込んでくれるかのような翼の温かい言葉。

　でも、そんなことを言うから俺の欲情は掻かき立てられてしまう。

　その言葉に甘えてしまったら、今の関係は壊れてしまう。

　翼という宝物を手に入れられるが、代わりに失うものもある。その天てん秤びんは均衡を保っているのだが、翼の強い想いに惹ひかれて前者に傾くことがある。

　告白したら互いに幸せになれる。でも、今は麗奈と恋人のフリをしているため、翼と付き合うわけにはいかない。

　贅ぜい沢たくな悩みだな。好きな人もいて、放っておけない人もいて、仲の良い友達もいて……

　正直、麗奈との恋人のフリをしていることが心の救いにもなっているな。決断を先延ばしにできるし、俺が踏み出さないように止とどめてくれている。

　でも、それは現状維持なだけで、決断しなければならない日は必ずやってくる──

「お姉ちゃん遅くない？」

「確かに。もう三分経たつよな」

　お姉さんに見つかるどころか、探される気配もない。

「もう俺達の勝ちってことで出るか」

「そうだね、ウチらの勝ち。勝ち勝ち～」

　勝利の余韻に酔いしれてご機嫌になる翼。俺達が凄かったというよりかは、お姉さんが雑魚過ぎたという印象だが、翼と小さくハイタッチをした。

　押し入れから出るがお姉さんの姿は無い。リビングの様子を見てみると、お姉さんがソファーで横になっていた。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

「え？　あぁ、う～ん……」

　手を伸ばして欠伸あくびをしているお姉さん。探す気あったのかこの人……

「あっ、ごめん、秒数を数えてる途中で寝ちゃってたかも」

「も～」

　寝ぼけた顔で両手を合わせ謝ってくるお姉さん。服もはだけていておへそや胸元が見えてしまっている。

「じゃあ深海さんは負けということで、これから一週間無人島生活です」

「罰ゲーム重くなってないかな!?　島流しになってるよね!?」

　自分からかくれんぼを提案しておいて寝るとか流石に呆あきれる。

「七渡君が怒ってる、翼ちゃん助けて」

「滅めつ多たに怒らない七渡君を怒らせるなんて、お姉ちゃん逆に凄いよ」

　翼はお姉さんに慣れているからかあまり怒っていないが、俺は勘弁してほしい気分だ。

「ごめんなさい」

　お姉さんは両手で自分の両耳を引っ張りながら謝ってきた。

「……何してんですか？」

「インド式の土下座」

「言われなきゃわかりませんよ。相変わらず博識ですね……」

　土下座をしたみたいだが、ふざけているようにしか見えなかった。

「翼ちゃんもごめんよ～」

　お姉さんは謝りながら翼の額にキスをし始める。

「何してんすか!?」

　お姉さんの突然の奇行に俺は驚くが、翼はいつものことなのか動じていない。

「アラブ首長国連邦式の土下座だけど」

「文化の違い凄っ！」

　世界には色んな謝罪の仕方があるんだな……額にキスなんて男の俺がやったら許されるどころか逆に捕まってしまうレベルだ。

「もういい加減にしてよ～」

　翼でも手に負えないお姉さん。それにしても姉妹でキスとか、凄い光景だな。

　二人とも可愛かわいいから見ていて癒いやされるけど。どこか尊さも感じるな……




　夜が近づいてきたので、俺は家へ帰る準備を始めた。

　出歩いたりはせずに家で遊んでいただけなのに、遠出したかのような疲れがある。

　翼との濃厚な一日に、俺の心が激しく揺さぶられて疲弊したのだろう。楽しく充実した時間だったのは間違いないのだが……

「そろそろ帰る」

「うん、今日は本当にありがとう。楽しかった」

　翼は満面の笑みを見せてくれる。今日という日を満喫したみたいだ。

「俺の方こそありがとう。翼と再び遊べる日が来るなんて、去年までは夢のように思っていたしな」

「ウチもだよ。だから、本当に幸せなの」

　翼の揺るぎのない真まっ直すぐな言葉。それが胸の奥にまで届いて、温かい気持ちになる。

「七渡君……また遊びに来てくれる？」

「もちろんだよ。家も近所なんだしさ」

　翼を拒否する理由がない。むしろ俺の方から遊びに行きたいくらいだ。

「約束だよ！」

「ああ、約束する」

　子供の時のように翼の頭を撫でると、嬉うれしそうな目で見つめてきた。

「じゃあ、またね」

「うん、ばいばい」

　俺は翼の家を出て、自分の家へと帰った。

　再会した翼は大きくなっていたが、性格は何にも変わっていない。それが今までの日々や、今日遊んだことで伝わってきた。

　だが、俺はどうだろうか……

　翼が好きだった俺とは大きく異なっているかもしれない。翼が俺の傍そばで過ごすことでそれを実感していけば、俺への気持ちが色いろ褪あせてしまうことだってある。

　世の中には絶対なんてない。

　相手を想えば想うほど、その不安が強くなってしまうな──




　　　　▲




「おっす天海」

　教室へ入ると、クラスメイトの男子からおはようと挨拶をされた。

　五月も下旬になり、高校生活にも少しずつ慣れ始めてきたな。日常は中学校の時と大きく変わらないが、部活動に所属してないので少し物足りなさは感じている。

　やはりそろそろアルバイトを始めるべきだな。夏休みまでには所持金を確保して、みんなと楽しく遊べる準備をしておきたい。

「地葉とはどうなんだよ」

「ぼちぼちだけど」

「まじで羨ましいなぁ、でも天海でもあんな可愛い彼女ができるなんて男子にとって希望が湧くな」

　まるで俺と麗奈が釣り合わないかのような言い方だな。でもギャル寄りの麗奈の彼氏はちょっと不良っぽい男が似合うのかもしれない。

　麗奈の姿を見ると、俺はちょっとした疑問を思い出してしまった。

　前に麗奈が、誰かがグループ内で告白したりとか付き合ったりすると、みんなの間に亀裂が生じちゃうよねということを話していた。

　その時に、麗奈はしばゆーも我慢しているとさりげなく言っていた。

　俺はやっぱり一樹のことが好きなんだなと問いかけると、そんなわけないじゃんと答えた麗奈。

　そうなると、必然的にしばゆーが好きな人はグループ内のもう一人の男である俺になるのではないだろうか。

　もちろん、グループ外の俺達と関わりの薄い男を好きな可能性も否定できない。ただ、あの流れだとグループ内での話にも受け取れてしまう。

　しばゆーは俺との距離感も近いので、それを考慮しても、もしかしたらという思いが込み上げてしまう。

　正直、五分五分といったところだが、少しでも俺のことが好きなのかなと思うと、意識はしてしまうわけであって……

「天海っちおはよ～」

　噂うわさをすればしばゆーが教室に入ってきて、声をかけてきた。

「おっす」

「あんさあんさ、中間テストも終わったじゃん？　だからみんなでお疲れ様的な感じでリズニーランド行こうよ」

　出会って早々にテーマパークへ行こうと提案される。やはりしばゆーが俺に気があっても不思議ではないな。

「俺はいいけど、他のみんなはどうだろうか……」

「やったやった、天海っちまじナイース」

「みんなも行けるならな。一樹にも聞いてみるから」

「翼ちゃんも行きたいって言ってたし、麗奈んは天海っちが行くなら行くっしょ」

　どうやら事前に女子達には提案していたようだな。翼とは仲が良く、最近は麗奈とも打ち解けているみたいだしな。

「楽しそうだな」

「うんうん。天海っちが乗り気で助かったよ」

　嬉しそうな表情を見せながら、俺のブレザーのポケットへ手を突っ込んだり抜いたりしているしばゆー。いつも通り落ち着きがなく、変なことをしている。

「しばゆーって俺のことどう思ってるんだ？」

　単刀直入に聞いてしまった。気になり過ぎて我慢できなかった。

「良い奴やつだとは思うけど、翼ちゃんと麗奈んの二人に好かれててムカつきますね」

「まじで悪いな……ごめん」

　そうか、しばゆーが俺のことを好きと仮定すると、幼おさな馴な染じみの翼や恋人のフリをしている麗奈に囲まれている俺の現状にはムカつくわけだ。

　そうなると、しばゆーには知らないところで辛つらい思いをさせてしまっているのかもしれないな。

「いや、そんな深刻そうに謝られても……というか、ムカつくとかは冗談で普通に仲の良い友達だと思ってるよ」

「そっか、そう言ってくれると助かるけど」

　ムカつくけど好きだから嫌いになれないというやつだろうか。意外とツンデレなのかもしれない。

「しばゆーって、平気そうに見えてけっこう辛い思いしてるんじゃないか？」

「さっきから、まるで何かを察しているような言い草だね。もしかして……柚が誰をどう思っているのかわかっちゃったの？」

「まぁ、そんなとこだ」

　俺の答えを聞いて戸惑っているしばゆー。俺だってしばゆーの気持ちに気づいて困惑している。

「流石さすがに身近にいる七渡君にはわかっちゃうか。でも、変に気を使わなくていいから」

「いいのか？」

「うん。できるならそっとしておいてほしい」

「しばゆーがそう言うならわかったよ」

　きっと変に態度を変えられるのも嫌なのだろう。しばゆーがそっとしておいてほしいと望むなら俺も気にしないようにしよう。

「柚のこと知って引いた？」

「そんなわけないだろ。でも、みんなの立場もあるからな」

「それもわかってる。柚は別に報われなくてもいいから」

「いいのかよ」

「当たり前じゃん。別に仲良い友達でずっといられる方が良いから」

　俺と同じ思いを抱いているしばゆー。そう、関係に変化を与えて壊れるよりも、ずっと仲良く一緒の方が幸せなこともある。

「もうこの話はお終しまい。みんなには秘密だよ」

「言わないよ」

「ありがと。天海っちなら信じられるし、知っててもらえて良かったかも」

　あれ？　何か少し会話が噛かみ合っていなかった気もしてきたな……




　午前中の授業が終了して昼休みになり、俺は翼と一緒に校内に設置されている自販機へ飲み物を求めに向かった。

　麗奈と恋人のフリをしていることもあり、二人で並んで歩くわけにはいかず、俺は翼から五歩ほど遅れて後ろを歩いている。

　そのまま飲み物を買い終え、再び来た道を引き返そうとするが翼は逆方向の道に進んで他の人にバレないように手招きをしてくる。

　武道場へと続く廊下は、昼休みで人通りがない。その角の死角となっている場所で翼は俺を待っていた。

「どうしたんだ翼？」

「せっかく一緒なのに、近づけないのは寂しいから」

　そう言いながら俺を抱きしめてくる翼。避けようとする前に捕まってしまった。

　学校では常に一定以上の距離を空けるようにしていたが、その状況に堪こらえ切れない寂しさを感じていたようだ。

「おいおい、学校で誰かに見られたら危ないから」

「ちゃんと誰もここへ近づかないことを事前に確認しとるから大丈夫だよ。ちょっとだけ甘えさせてほしいん」

　そんなこと言われたら突き返せるわけもなく、俺はただ周囲への警戒に専念していた。

「……なんだかいけないことをしている気分だね」

　悪戯いたずらな笑みを見せる翼。別に俺と翼がスキンシップしようが悪いことではないのだが、俺と麗奈が置かれている状況がこの行為を禁忌にしてしまっている。

　誰かに見られたらヤバい。そんなハラハラするような状況が、感じたことの無いドキドキを感じさせる。

「七渡君の温ぬくもりを補充中……なんちゃって」

　なんなん？　可愛かわい過ぎじゃないかこの人？　そんなん言われたら誰だって大好きになっちゃうよな。

「翼さん、そろそろ戻らないと」

「うん。満足できた、付き合ってくれてありがと」

　翼は先を歩きだして教室に向かっていくので俺もその後を追って歩く。

　前を歩く翼からは鼻歌が聞こえてきたので、心の底から満足したみたいだ──




　　　◇翼◇




　七渡君と教室に戻り、みんなと昼食を食べる。

　さっきはどうしても七渡君に触れたくて大胆なことしちゃったな。

　誰にも見つかっちゃいけないっていう状況が、むしろ私を大胆にさせてくる。

　何でだろう、普通は逆だよね？　いけないことだから萎縮するのに、いけないことだから大胆になってしまう。

　あの時に誰かに見つかっていたらどうなっていたんだろう……今考えるとぞっとするので、あの時の私はきっとどうかしていた。

　そんな私の苦労も知らずに、麗奈さんは堂々と七渡君の隣で肩が触れ合うような距離で昼食を食べている。本当に羨ましい……

　今は苦しい状況だけど、そんな状況だからこそできることをしていかないと。

　堂々と遊べない分、この前のように家に七渡君を誘ったりもできる。

　堂々と話せない分、今は頻繁に七渡君と家で通話をしている。

　堂々と近づけない分、先ほどのように二人きりの時に七渡君へ大胆になれる。

　逆境を少しでも跳ね返していかないと。ここで立ち止まっていたら麗奈さんに置いてかれちゃう。私は必死にもがいて食らいついていくしかない。

　状況は変化していくものだから、私のターンが来るまでは虎こ視し眈たん々たんと準備しておこう。

「俺さぁ、やっぱりあのクレープ屋でバイトしようと思うんだけど」

　七渡君がアルバイトの話をしている。私もそろそろ始めなきゃと思っていたけど、やっぱり七渡君と一緒のお店がいいな。でも迷惑かなぁ……

「いいじゃん。あたしもそこにする」

　ヤバいっ！　麗奈さんに先手を取られた！

　一考もせずに、迷いなく七渡君と同じ道を選ぶ麗奈さん。きっと考えるよりも先に言葉が出るのだろう。

　ここで私もと言ったら七渡君も困っちゃうだろうし、同時に三人も採用しないだろうから七渡君が落ちちゃう可能性もある。

　油断していると全部麗奈さんに持ってかれちゃう。私も考えるより先に行動しないと。

「真剣に美味おいしいクレープを作らなきゃ駄目だぞ」

「わかってるって、真ま面じ目めだなぁ七渡は。あたしにかかれば今のメニューよりも二倍美味しくできるから」

　七渡君も麗奈さんを突き放すことはせず、一緒でも構わないという姿勢だ。

　どうしよう……私も何か手を打たないと。

「どうせなら、みんなであのショッピングモール内のアルバイトしようよ。そしたらアルバイト後も軽く会ったり、放課後一緒に行けたりするじゃん」

　柚癒ちゃんがみんなに提案をしている。

「いいね柚癒ちゃん、ウチもそうする」

　そうだよ、別に一緒のお店じゃなくても同じショッピングモール内の店なら、七渡君とも近くにいられる。

　むしろ遠過ぎず近過ぎずで、嫌がられない適度な距離感を保てるかもしれない。

「そうだな、俺も良いアイデアだと思うぞ」

　廣瀬君も同意してくれる。私にもアルバイトできるか不安だったけど、みんなが傍そばにいるって考えると私でもできそうな気がしてくる。

「じゃあみんなで夏休みまでにショッピングモールでアルバイト始めるぞ」

「おー」

　七渡君の掛け声と共に、みんなは一致団結した。みんなで渡れば恐こわくないってやつ。

「あれ？　翼ちゃん、指輪付けてるの？」

　手を挙げた時に目に入ったのか、柚癒ちゃんが私の指輪に気づいたみたいだ。

　七渡君と家で遊んだ時に見られてしまってからは隠す必要が無くなり、絆ばん創そう膏こうをつけるのも止やめた。でも、周りの人から見ればやっぱり目立っちゃうか。

「うん。子供の時に親から買ってもらった指輪なんだけど、付けたら外せなくなっちゃってね」

「そりゃ困ったちゃんだね」

　柚癒ちゃんは私の指に触れて外そうと試みてくれるが、やはり簡単には外れない。

「ローションとかでヌルヌルにすれば外せそうじゃないかな？　後は細い糸とかあれば」

「そうやね、でもウチ持ってなくて」

　真剣に外そうと考えてくれる柚癒ちゃん。指輪が外せないからか、私の手をスリスリしながら話している。

「あたし持ってるから、今度持ってきてあげるよ」

「麗奈さんありがとう、助かるよ」

　意外にも麗奈さんが助け舟を出してくれた。誰よりも女子力が高いから、きっと化粧水のローションとかを持っているのだろう。

　やっぱり麗奈さんって優しいな。七渡君を好きになっていなければ、きっと心から打ち解けられたと思うのに……

　七渡君を見ると何故なぜか顔を赤くしている。何を考えているのか気になっちゃうな。

「そうだそうだ、今度の休みにリズニーランド行くからね」

　柚癒ちゃんが前に話していたリズニーの話を持ち上げる。

「え～リズニーとかめっちゃ混みそうじゃん」

「今は特に大きなイベントも無いから、そんなに混んでないみたいだよ」

　乗り気じゃない麗奈さんを口説いている柚癒ちゃん。

「一樹も行くって。麗奈も一緒に行こうぜ」

「行くに決まってんじゃん」

　七渡君の言葉を聞いて、さっきとは百三十五度ぐらい態度を変えた麗奈さん。七渡君が行くのなら絶対に行くみたいだ。私もそれは同じ考えだけど。

「やった！　じゃあ日曜日にみんなで行こう」

　福岡の田舎町に住んでいた時は遠い存在過ぎて、夢のような場所だったリズニーランドへ行けるみたいだ。しかも七渡君と一緒に。

　忘れられない思い出になりそうだ──







第３章　ドリームランド







　　　＋七なな渡と＋




　休日の今日は、みんなと大規模なテーマパークであるリズニーランドで遊ぶ約束となっている。

　集合場所の駅前へ辿たどり着く。少し早い時間帯なので人通りはまだ少ない。

　終電を逃して朝帰りになってしまったのか、千鳥足でフラフラとしているおじさんもいれば、頭に変な耳の被かぶり物を付けた関わりたくない人もいる。

　やはり駅前には変な人が多いなと思っていると、駅の謎のオブジェの前で待っている麗れい奈なの姿が見えた。

　しかし、大学生に見える知らない男から話しかけられている。麗奈はスマホを弄いじっており、男の方には見向きすらしていない。

「おっす麗奈。その人は？」

「あっ彼氏来た！」

　俺の姿を見た麗奈は駆け寄って来て、右腕に抱き着いてきた。

「なんだよ彼氏持ちかよ～」

　その光景を見てガッカリした声で嘆いている男。どうやら麗奈にナンパでもしていたみたいだ。

「でも幸せならＯＫです」

　そう言って満足げに立ち去っていった男。爽やかで後腐れないナンパ男に、ちょっと好感を覚えた。

「ナンパされてたのか？」

「そう。無視してるのに、全然どっか行ってくれなくて早くみんな来て～って思ってたら七渡が来てくれた」

　まだ集合時間の二十分前であり、一番乗りだと思っていたのだが麗奈が一番だった。

　あんまり乗り気じゃなかったように見えたが、実は一番楽しみにしていてくれたのかもしれないな。

「制服着てないと大人っぽく見えるのか知らんけど、けっこう声をかけられるんだよね」

　麗奈の言う通り、見た目だけなら二十代前半のように大人びて見える。

　袖がレースになっている白のトップスを着ている。ぴっちりとした服なので、麗奈の大きな胸が強調されている。

　黒のサイドカットミニスカートで足も大胆に見えている。こんなエチエチな服を着ていたらそりゃナンパもされるな。

「今日の服装最高だな。ナンパされる理由もわかる」

「本当に？　七渡が好きそうな服を選んでみたんだけど……」

　どうやら俺は露出が多い服とか好きそうだと勝手に思われているみたいだ。まぁ実際に好きだから何も言えないけど。

「でも少し露出が多過ぎないか？」

「今日ちょっと暑いって聞いてたし、いっぱい動くと思ったからさ」

　改めて見ると女の子としての魅力が全て詰まっている麗奈。最近は恋人のフリという体でベッタリしてくるので、毎日のようにエッチな夢を見てしまう。現代のサキュバスとはこのことか。

「おまたまたまた、また合わせ」

「七渡君、麗奈さんおはよー」

　聞いたことの無い独特な挨拶をしてくるしばゆーと、しっかり挨拶をしてくる翼つばさ。

　どうやら二人で一緒に来たみたいだ。相変わらず二人は仲が良いな。

　翼はオフショルダーの白いトップスを着ていて美しいデコルテが露あらわになっている。こんなん、前まえ屈かがみになったら胸チラ不可避じゃん。

　この大胆な翼の私服は、きっとしばゆーがコーデしているのだろう。

　しばゆーはフリフリの付いたワンピースを着ている。制服姿よりも女の子らしさが出ており、髪も下ろしていて普段とは異なる可愛かわいさがある。

「二人とも可愛い服装だね」

「ありがとう七渡君」

　頬ほおを赤く染めて嬉うれしそうにする翼。何故か翼を見ていると無性に頭を撫なでたくなるな。

「翼ちゃんマジで可愛いよね。あまりの可愛さに泣きそうになった」

「しばゆーも可愛いぞ」

「ううう、うっせーな。柚ゆずのことはどーでもいいんだよ。その分、翼ちゃんをもっと褒めてあげてよ」

　しばゆーも褒めたのだが、翼ちゃんに注目してと謙遜しているようだ。

「後は廣ひろ瀬せだけだね」

　麗奈の言う通り、廣瀬が来れば出発となっている。

「なんかあいつドタキャンしそうだな。一緒にテーマパークみたいなところ行ったことないし、もしかしたら好きじゃないのかも」

　一いつ樹きへ連絡を取るためスマホを取り出した。何も連絡は来ていないので、寝坊でもしているのだろうか……

「いるよ！」

　怒鳴り声が聞こえたので背後を振り向くと、一樹が間近に立っていた。

「一番最初に来てたっつーの！」

　早くもリズニーキャラクターの耳の被り物を付け、俺の後ろに立っている一樹。

　耳を付けたヤバい人がいるなとは駅へ着いた時に思っていたが、まさかあのヤバい人が一樹だったとは……

「なんか罰ゲームでも与えられてんのか？　そういうのは普通に現地からだろ」

「テンション高まって我慢できなかったんだよ」

　普段はクールなのに、こんなイかれたギャップもあるなんてやっぱり一樹は面白い奴やつだな。年上の女性だったらキュン死していたかもしれない。同い年のみんなはちょっと引いちゃってるけど。

　全員揃ったというか、既に揃っていたので俺達はみんなで電車に乗り込んだ。




「ちょっと寒いかも」

　電車の中は冷房が効いているので、隣に座っている露出の多い格好の麗奈が寒そうにしている。

　何か上着でも貸してあげればいいのだが、俺も薄着で貸せるものがないな。

　麗奈は温まるためか、隣に座る俺に寄り添ってくる。男には醸し出せない女性特有のフローラルな良い匂いが漂ってくる。

「寒いから七渡の大きい手で太ももをスリスリしてもいいけど」

「……痴女かよ」

「ちょ、ちょっとしたスキンシップじゃんか」

　こんな電車の中という公の場でできる行為ではない。もっとプライベートな場で言ってくれればできたかもしれないが。

「翼ちゃん、指輪取れたんだ」

「うん、麗奈さんから貸してもらったローションのおかげで取れた」

　正面に座っているしばゆーが翼の指輪の行方を聞いていた。前に昼休みに指輪が外せないという話題になった時に、しばゆーはローションがあればねと言った。

　その時に麗奈が持ってるよと答えていた。みんなは何もリアクションしていなかったが、俺はその発言に驚いていた。

　ローションってのはヌルヌルする液体であり、何で麗奈は持ってるの？　という疑問が生じた。変な使用用途を想像しては、まさかなと思っているのだが……

　ギャルはローションを持ちがちなのかもしれないと考え、ネットで「ギャル　ローション」と検索をかけたのだが、エッチな画像で埋め尽くされていた。

　やはり、麗奈もあの画像に出てくるような目的で使用しているのだろうか……

「あ、あの、麗奈さ」

「なになに」

「ローションって何で持ってたの？」

　聞かなければ答えは得られない。麗奈が変なことをしている可能性もあるので逃げるわけにはいかない。

「そりゃ女の子だから化粧水とか使うじゃん。若い内からケアしておかないと大人になってから後悔しそうだし、あたしは意識高くして今の内から使ってるの」

「あーなるほどね、化粧水とかね」

　どうやら俺の想像していたローションとは違っていたみたいだ。考えてみればスキンケアローションとかヘアローションとか聞いたことあるな。

「もしかして七渡、変なこと想像してた？」

　見抜かれたのか、俺をからかうような目で見てくる麗奈。

「エッチなこと想像してたんじゃないの？　七渡に使う用にあたしが買ってたとかさ？」

　俺を辱めようとしてくる麗奈。恥ずかしくなって下を向くが、麗奈の谷間が見えてより恥ずかしくなってしまう。

「違うよ。麗奈もローション水着相撲とかすんのかなって」

「どんな用途!?　お笑い芸人じゃないんだから……」

　危うくバレかけたが、極限にまで追い込まれた俺の思考が現状を打開する最強の言い訳を導き出した。

「まったく変な勘違いは止やめてくれよ。俺は変態じゃないからな」

「ごめんごめん。でもあたしは七渡に変な癖があっても、何でも歓迎だからね」

　たとえ俺がどんな変態でも受け入れてくれるという麗奈の優しさ。

　変な癖か……別に俺はノーマルな男だし、変わった性癖とかは特に持ち合わせていない。

　強いて言うのなら、俺がメインとなって動いている時は頑張れとかファイトとかエールを送ってもらいたいくらいだな。

「あと電車も半分くらいか」

「そうだね、七渡となら電車に乗っているだけでも少し楽しいけど」

「俺達が出会った中三の時は受験勉強ばかりで、こういった遊びはしてこなかったこともあって今日はけっこう浮かれてるんだよ。いっぱい楽しもうな」

「七渡……あたしも同じ気持ちだった。ずっとこういう日が来るのを夢見てたんだよ」

　勉強が苦手だった麗奈に勉強を教えてと頼まれた去年の春。それから努力を重ねに重ねて今も同じ高校に通うことができている。

　そんな俺達の苦労を労ねぎらってくれるような楽しい時間が待っていればいいのだが──




　　　∞麗奈∞




「本日は休園日だってー!?」

　電車を降りてお待ちかねのリズニーランドへ辿り着いたのだが、一足先に向かっていたしばゆーが入り口で叫び始めた。

「まじかよ!?」

　その報告を聞いたみんなは驚きよう愕がくしている。ここまで来て休園日なんて……

「まじじゃないです。柚の人生最大の冗談です」

　しばゆーの言葉に七渡と廣瀬がその場でずっこけている。あたしは軽く溜ため息いきをついた。

「まだ開いてないだけだった。十分後に開園だって」

「了解。その間にお手洗い行ってくるね」

　あたしがお手洗いへ向かうと、しばゆーも一緒に付いてきた。

　お手洗いの鏡を見ながら化粧が崩れてないかチェックをする。隣にも同じことをしている人が三人いる。みんな少しでも良く見られたいのだろう。

「しばゆーさ、何かこういうテーマパーク的なところで七渡にアピールできることとかないかな？」

　あたしはしばゆーに何か良い作戦がないか尋ねてみた。

「うーん……例えばだけど、お化け屋敷みたいなところで可愛く怖がって天海あまみっちに女の子アピールするとか？」

「お化けとかまったく怖くないから無理そう」

　あたしは幽霊とかまったく信じないタイプだから、お化け屋敷とかは冷めた目で見てしまう。ホラー映画とかも楽しめない。そう考えると、あたしってつまんない女だなぁ。

「絶叫系はどうよ？」

「経験ないからなんとも……高いところはちょっと苦手だから恐そうではあるけど」

「じゃあ絶叫系の時は隣の席になれるよう協力してあげるね。その時に天海っちに恐がって女の子アピールだ」

　きゃーとかわぁーとか高い声を出せる自信が無い。お化け屋敷とか絶叫系で叫んでいる女のほとんどは、怯おびえている私可愛い～とか思ってるはずだ。

「そういうのって逆にウザがられたりしないの？」

「男ってのは頼られるの好きだから、俺がこいつを守ってやらなきゃなって思ってくれるんじゃない？」

「にゃるほどね。あたしはちょっと強気なところあるから、そういうところで女の子アピールしていかないとだ」

　あたしみたいに冷めた態度でいると、七渡につまんない女だと思われてしまうかもしれないな。ちょっと感度上げてこ。

「しばゆーは何か協力してほしいことあるの？」

「柚は特に。踏み込み過ぎても嫌われちゃうかもしれないし、楽しく過ごせればそれで満足だよ」

「そんなこと言って強がっちゃってさ。本当はぎゅっと抱きしめたいんじゃないの？　せっかくの機会なんだし、一歩踏み出しなよ。あたしにできることなら協力するしさ」

　寂しそうな表情のしばゆーの頭を撫なでる。世の中、何が起こるかわからないから何もしないで後悔するより、何かして後悔する方が良いはずだ。

「麗奈ん……そうだね、こういうみんなが浮ついている時にこそ、その勢いを利用して愛を伝えていくべきだ」

「そうそう、行動しなきゃ奇跡は起こらないって」

「だね。どうか翼ちゃんとラッキースケベ起きますように」

　両手を合わせてとんでもないことを願っているしばゆー。やっぱり変わっているなと改めて思うけど、あたしも好きな人には馬鹿になっちゃうから何にも言えないな。




　お手洗いからみんなの元に戻ると、リズニーランドが開園したので入場した。

　思っていたよりも人は少なかったが、それでも多くの人がぞろぞろと入場している。こういうテーマパークはアトラクションごとにたくさん並びそうなのでしんどそうだなぁ。

「並ぶのしんどそうとか思っているでしょ、そこの麗奈ん」

「そんなに表情に出てた？」

　しばゆーに心情を言い当てられてしまい、急いで笑顔を作った。

「今はスマホのアプリで効率よく回れる仕組みになっています。人気のアトラクションはクイックパスを取っておいたので、並ばずスムーズに楽しめます」

「へぇ～そうなんだ。並ばず済むのなら最高じゃない」

　あたしは精神的に大人になるのが早かったから、両親にこういうテーマパークとかへ連れていってもらったことがなかった。むしろ誘われても行かないって言ってたし。

　だから普通の女子高生が知っているような仕組みも常識も知らない。もうしばゆーに任せるしかないな。

「ということで、そのクイックパスが行使される時間になるまでは、ちょっとしたアトラクションを楽しみましょう」

　しばゆーのプランに異議を唱える者はおらず、みんなしばゆーについて行く。

「最初は軽めのあれにしよっか」

　しばゆーが指差したアトラクションを見ると、キャラクターの形をした乗り物がやや早めのスピードで回転している。

　確かに、最初に乗るには丁度いい緩さとなっている。

「二人ずつだし、グーチョキパー方式で誰と乗るか決めよっか」

　あたし達は五人という中途半端な人数なので、分かれるのが難しい。二人用のアトラクションでは誰かは一人になってしまう。

「グーチョキパーで分かれましょ！」

「グッチョンパーでわっかんしょ！」

　みんなで掛け声を言いながらそれぞれの手を出したのだが、明らかに城しろ木きの掛け声だけがみんなとは違っていた。

「何だ今の？　可愛かわい過ぎないか？」

「懐かしいな～久しぶりに聞くとめっちゃ可愛いな」

「翼ちゃん、萌もえ死にさせる気？」

　廣瀬も七渡もしばゆーも、城木のことを可愛いと言う。

　方言ってズルくない？　話しただけで可愛いと思ってもらえるなんてせこいっつの。

「うぅ～方言出ちゃった。恥ずかしいよぉ……」

　恥ずかしがる姿も女の子らしさが出ていて可愛い城木。おいおい、方言が可愛いからのそれを恥じらう姿も可愛いなんて、そんなのチート過ぎるでしょ！　運営に報告するレベルだっつーの！

　グループ分けの結果は七渡と廣瀬ペア、あたしと城木のペア、しばゆーのソロという形となった。

　ちょうど都合良く最初に城木とペアになれたので、色々と警告をして牽けん制せいすべきだな。

　城木と二人で乗り物に乗る。あたし達の前には七渡と廣瀬が乗っている。男二人で可愛い乗り物に乗っているのはちょっと面白いので、スマホで二人の写真を撮っておこう。

　乗り物は動き出して回転を始める。見ていた時には恐怖を感じなかったが、実際に乗るとけっこう恐いかも。

「おぉー楽しいね麗奈さん」

「そ、そうだね。意外とスリルある」

　城木は楽しそうな表情を見せている。どうやら乗り物系のアトラクションには恐怖を感じないみたいだ。

「七渡、中一の時にＳＮＳにポエム投稿しまくってて気持ち悪かったー」

「おい何言ってんだよ!?　黒歴史は封印しといてくれよ」

「ここで恥ずかしいことを叫び、周囲にギリギリ聞こえないだろうというスリルを味わうゲームだよ」

　ふざけて遊んでいる前の仲良し二人。全部聞こえてるっつーの。

「一樹、中二の時にエロサイトのワンクリック詐欺に引っかかって俺に泣きついてきたー」

「おい馬鹿っ、それ聞こえたらヤバいだろ」

　七渡と廣瀬は目の前で取っ組み合いを始めている。いつ見てもじゃれ合う二人の姿を見ていると癒いやされるな。

「ははっ、何やってんのあいつら馬鹿じゃんね」

「だね。七渡君ね、福岡の田舎町に一緒に住んでいた時は男友達ずっと欲しそうにしていたから、きっと廣瀬君と友達になれて本当に嬉うれしいんやと思う」

　あたしの知らない七渡のことを言われると少し嫉妬してしまう。むむむ。

「もしかしたら同じ学校の人が来てるかもしれないから、わかってるよね？」

　あたしは直接言わず遠回しに、学校外でも七渡へ近づくのは危険だと城木を牽制する。

「うん、七渡君に変な噂うわさを立てさせるわけにはいかないしね」

「そうそう。申し訳ないけど、そこは気遣ってくれると助かる」

　学校で近づけない分、今日の機会を生かして七渡にアピールしまくろうと考えていたかもしれないが、そうはさせないんだから。

「それに七渡君がどうとかよりも、今日は単純にみんなと楽しみたいんだ」

「……そうだね。それもそうだ」

　あたしは大事なことを忘れていた。城木や七渡を意識し過ぎて、みんなと遊ぶことを楽しむという基本的なことを疎おろそかにしてしまっていたようだ。

　それを城木に気づかされた。最初から城木はこの場で張り合うことを意識すらしていなかったんだ。

「何かごめん。あたしだけ警戒とかしてて、空気読めなかったかも」

「大丈夫だよ。今日は麗奈さんとも仲良く遊びたいから、もうこの話はお終しまいだね」

　今日は七渡を奪い合ったり、意識し過ぎたりせずに楽しむべきだ。城木もそういう気持ちで今日を楽しもうとしている。

　やっぱりあたしは自己中心的な人間だな。純粋な城木を見ていると、自分がいかに性格悪いのかが思い知らされてしまう。

「麗奈さんはリズニーで何のキャラクターが好きなの？」

　重かった空気を打ち消すように、話を変えてくれた城木。

「美女と猛獣のベルかな」

「そうなんだ。ウチはジンデレラかな」

　あたしの一番嫌いなジンデレラの名前を出した城木。やっぱりというか、分かり合うのは難しそうだな。

　互いに譲れない想おもいがあって尚なお且かつ、考え方の根本が違い過ぎるって──




　最初の軽めのアトラクションを終えたあたし達はテッドホーンペンションという、お化け屋敷風のアトラクションへと並んだ。

　少し待ち時間はあったけど、スムーズに中へ入ることができた。

　辺りは真っ暗となり、明かりが点ついたところには骸骨や怖い絵が並んでいる。

　いかにも子供向けのお化け屋敷であり、高校生にもなってこれで怖がる人はいないんじゃないかなと思う。

「キャー七渡君！」

　幽霊のような何かが前を通り、それを見た城木は悲鳴をあげながら隣にいた七渡を強く抱きしめた。

　おいおい！　今日は七渡がどうとか抜きで単純に楽しむんじゃないんかい!?

　がっつり奪いに来てんじゃねーか！　さっきのはぜんぜん怖がってなかったじゃん！

「大丈夫か翼？」

「駄目っぽい、お化け屋敷初めてだけど本当に怖い」

「じゃあ俺の傍そばから離れるな」

「うん、ありがとう」

　城木はしばゆーの言っていた女の子アピールを成功させ、七渡が頼りがいのある姿を見せている。

　羨ましいなとは思うが、あたしはあんな情けない女にはなりたくない。

「怖いよ～翼ちゃん」

　しばゆーが絶妙な演技を見せて城木にくっつきだした。絶対怖がってないよあれ。

「手を繋つないで歩こっか柚ゆず癒ゆちゃん」

「うん。泣きそう」

　城木と手を繋げて別の意味で泣きそうになっているしばゆー。

「ぜんぜん怖くないよね」

　後ろで静かに歩いていた廣瀬に、みんなの雰囲気を壊さないよう小声で話した。

「そうだな、普段の地ち葉ばの方が恐いな」

「なにそれウザ」

　減らず口を叩たたく廣瀬を睨にらむ。七渡の友達じゃなかったら絶対に関わりたくないタイプなやつだ。

「麗奈は大丈夫か？」

　前から七渡が振り向いてあたしのことを心配してくれる。

「あたしは余裕」

　ここで弱さを見せれば七渡も優しくしてくれてたのに、あたしのプライドがそれを許さなかった。

「キャッ！」

　何かが崩れるような大きな音に驚いて、あたしは少し悲鳴をあげてしまった。

「無理すんなよ」

　そう言って手を繋いでくれた七渡。別に無理はしていないが、あたしが強がっているように見えたみたいだ。

　でも、やっぱり七渡は優しいなぁ。少し怖がっているフリをして、繋いだ七渡の手から少しずつ近づいていこう。

「あっ、もう終わった」

　ようやく七渡と手が繋げたってのにもう終わりやがった！　空気読めよ！

「ペンションって名前なだけあって、規模は小さかったな」

　そう言って繋いだ手を放してしまう七渡。もっと握っていたかったなぁ……

「そろそろ、アプリで予約してたアトラクションの時間だよ」

　しばゆーはスマホを見て、予約していた人気のアトラクションの時間が迫っていることを伝えてくれる。

　大きな滝をイメージしたアトラクションが見え、猛スピードで乗り物が滝から落ちていて遠くから悲鳴が聞こえてくる。

　あれ……ちょっと恐そうだな。乗ったことないからなんともとはしばゆーに言ったけど、足が少し震えてきたぞ。

　なんとか乗り切れればいいけど、少し不安になってきちゃった──




　　　＋七渡＋




　生きてて良かった。それは大おお袈げ裟さではなく、本当に今そう思えている。

　友達とみんなでテーマパークや遊園地で遊ぶのは、俺が味わいたかった青春の一つだった。それを実感できている今は、人生で一番充実している瞬間なのかもしれない。

　一人ではこの楽しさを実感できないので、一緒に来てくれるみんなには感謝しかない。

　絶叫系のアトラクションであるスクワートマウンテンの列に並ぶ。アプリで予約していたとはいえ人気のアトラクションなので少しは並ぶみたいだな。

「どうだ翼？　こういう都会のテーマパークに来てみたかっただろ？」

「うん、リズニーで遊ぶなんて大人になるまでは無理だって諦めてたから本当に嬉うれしい」

　田舎町に住んでいた俺達には、テレビで見る関東のテーマパークが楽しそうに見えて辛つらかった。でも、今は憧れていたその場にいる。

「それに七渡君も一緒だから、本当に夢みたいだよ」

　どうやら充実を実感していたのは俺だけではなかったみたいだ。

　俺が悪いことをしたわけではないとはいえ、俺のせいで苦い思いをさせてしまっていたこともあり翼が今を楽しんでいてくれるのはホッとするな。

「ねぇねぇ」

　翼と仲良く話していると、その間に深刻そうな顔で割って入ってきた麗奈。

「なんかあたし達の後ろにスーツを着た大柄な男二人が並んでいるんだけど。遊ぶ格好じゃないし、いい歳としした大人が男二人で乗るとか怪しくない？」

　麗奈の言う通り、振り向くと明らかにおかしな人が並んでいるのが見える。

「まじじゃんか、事件の匂いがするな」

　世の中には色んな人達がいるから温かい目で見てあげないととは思うが、このアトラクションで何かが起こるのではないかと不安になる。

　みんなでグループ分けをした結果、俺と麗奈、しばゆーと翼、一樹という配置で前から座ることが決定した。

　絶叫系は得意というか、そこまで恐がらずに楽しめるタイプなのでワクワクしている。

「麗奈って絶叫系とか得意そうだけど、実際のところどうなんだ？」

　恐いもの知らずといった感じの麗奈。先ほどのお化け屋敷では少しビビっていたみたいだが、絶叫系は苦手ではなさそうだ。

「絶叫系って今まで乗ったことないんだよね。たぶん大丈夫だと思うけどさ」

「そうなんだ。月一で乗ってそうな感じではあるけど」

「どんな感じよ」

　麗奈みたいな派手めの女性はスリルを楽しみがちというのは、俺の偏見だったようだ。

「なんか顔色悪いぞ、大丈夫か？」

　少しそわそわとしていて、顔色も若干悪く見える麗奈。

「ほんのちょーっとだけ、不安になってきちゃったかも」

「あんま無理すんなよ」

　麗奈は強がる性格だから、無理していないか心配になってきたな。

「最初に乗ったやつが大丈夫だったからさ、何とかいけるはずだと思う」

「あんなんぜんぜん比にならないぞ。あれで恐がってたらヤバいって」

「うそん!?」

　最初の乗り物は少しスピードが出て回転しつつ上下に動いただけで、絶叫系とはほど遠い。

「どうしよう、今さら引き返すわけにはいかないし」

「目を閉じてれば少しは楽になるかもな」

「真っ暗だと不安になるから、ギュッとしてていい？」

　すがるような目で俺を見つめてくる麗奈。たまに見せる弱気の麗奈はギャップもあってめっちゃ可愛かわいく見えるな。

「ごめん、今の痛々しかったね。一人で乗り越えます」

　顔を真っ赤にして手で顔を隠す麗奈。また強がった。

「いや駄目だ。二人で乗り越えよう」

　俺は強がる麗奈の腕を握る。こんなに弱っている女の子を一人にさせられない。

「七渡……」

　スタッフに声をかけられ乗り物へ案内される。

　俺達は一番恐いかもしれない先頭の位置になってしまった。

　麗奈は俺の腕を抱きしめて、身をべったりと寄せている。身体からだが震えてきているのが伝わり、本当に恐いみたいだ。

　シートベルトを締めると、ゆっくりと乗り物が動き出す。静かに進み、周囲にはキャラクターたちが登場している。

「あれれ？　意外といけそう？」

　最初の緩い雰囲気に笑顔を取り戻す麗奈。

　しかし、ガタンと音がして徐々にスピードが出始める。

「やっぱりヤバい！」

　俺を強く抱きしめ、怯おびえている麗奈。大きな胸が俺の腕を挟んでいて、別の意味でヤバい。薄着だからめっちゃ胸元見えんじゃん。

　周囲のキャラクターたちが俺達を見ろよと囁ささやいているように見えるが、麗奈の身体の方に夢中になってしまう。

「どうしよう、戻れないの？」

「もう無理だ。覚悟を決めるしかない」

　麗奈が泣きそうな声を出している間も、徐々に加速していきスピードは上がっていく。

　俺も少し身体が震えてきたな。恐怖というよりかは、興奮するといった気持ちだが。

「駄目だって！　馬鹿じゃんマジで！」

　恐がり過ぎてキレ始めた麗奈。俺の腕に頭突きしている。

「来るぞ来るぞ」

　乗り物は上昇していき、外の光が見え始める。急降下まであと少しだ。

「一生来ないで！　もうなんとかしてよ～」

　ここまで取り乱している麗奈は初めて見たな。こんな状況で俺にできることは、優しく手を握ってあげることだけだ。

「ちょっと七渡、本当にヤバいって！　死んじゃうかもしれないよ！」

　あと少しで落下というところで、麗奈は泣き始めてしまう。

「最後に何か言い残したことはないか？」

　俺は麗奈を落ち着かせるため、冷静に言葉を返した。

「七渡のことずっと大好きだった！」

　その言葉と共に、俺達を乗せた乗り物は真っ逆さまに落ちていった。

　身体が浮く感覚の中で、まるで死ぬ間際かのように麗奈との思い出が走そう馬ま燈とうのごとく蘇よみがえった。

　俺はギャルが苦手で、麗奈は男が苦手だった。互いが苦手だった俺達は、受験勉強を通して協力し、苦手なことも大変なことも一緒に乗り越えていった。

　一緒に笑ったり、一緒に怒ったり、苦楽を共にしていた。プレゼントを貰もらったり、トラウマを克服するために神社の裏で麗奈のスカートの中へ入ったこともあった。

　須す々す木きや大おお塚つかと縁が切れて寂しくなっていた俺の心の隙間を埋めてくれていて、気づけばいつも一緒にいる親友になっていた。

　俺のことを好いていてくれるのは、高校生になり積極的に近づいてくるようになった姿を見て実感していた。

　そして、ずっと大好きだとはっきりと言われたことで、心の中でうやむやにしていた麗奈への想おもいを形にされてしまった。

　これは困ったな。俺は翼のことも好きなのに……

「冷たっ」

　乗り物が落下を終えると、水しぶきが飛んで上半身に少しかかった。

　隣にいる麗奈を見ると、心ここにあらずの放心状態となっている。

「大丈夫か麗奈？」

「えっ、あっうん、終わったんだ……」

　俺が声をかけると、心を取り戻してくれた麗奈。

「一番前だったから少し水しぶきが飛んできたな」

「うん、上も下もびしゃびしゃだよ……」

　見た感じ服はそんなに濡ぬれていないようだが、本人はびしゃびしゃになっていると嘆いている。

　その後の麗奈は、俺のことをあまり見ずに口数も少なくなっていた。

　勢い余って俺への想いを口にしてしまったことで、明らかに動揺している様子が見てとれる。

　俺だって動揺しているが、好きでいてくれて良かったなという安心した気持ちが勝っている。

　乗り物から降りるが、色々とあったために浮足立っており、地に足がつかないような感覚となっている。

「落下の時に写真を撮られてて、ここで買えるんだよ」

　しばゆーの言葉を聞いたみんなは自分たちの写真を確認している。

「ごめん、さっきは勢い余って変なこと言っちゃった。気にしないでね」

　麗奈は俺の肩を叩たたき、周りに聞こえないよう耳元で話してきた。

「お、おう」

　気にしないでと言われても無理がある。あれは冗談というよりかは、ずっと抱えていた想いがあの瞬間にこぼれてしまったように見えた。

　だが、あの瞬間のことをはっきりとさせてしまえば、もう俺達は前の関係には戻れなくなってしまうかもしれない。

　撮られていた写真をチラッと見ると、そこには俺を愛いとおしそうに見ている麗奈の姿が写っていた。

　麗奈は俺のことが好きらしい。しかもずっとと言っていたので、きっと中学の頃からなのだろう。

　流石さすがにあそこまではっきり言われてしまうと、意識せざるを得ない。

　もちろん、今までも麗奈のことは女の子として意識はしてきた。でも、麗奈は俺が好きで恋人になりたいと思っている。それを知った上では、流石に今までのように接するのは難しい。

　はて、どうしたものか……このまま親友を続けて、麗奈の想いをスルーしていては駄目なはずだ。

　麗奈と付き合えたらそれは幸せでしかない。でも俺は……翼も好きになっている。

　どちらかを選ぶなんてできそうにないのが、自分でも情けないと思うところだ。でもこれからも中途半端でいるのは二人に悪い。

　贅ぜい沢たくで幸せな悩みだが、先のことを考えると息が詰まるな。

　どれだけ考えても出ないであろう答えをどうやって導き出せばいいのか……

　どちらかを選んだら、きっとこのグループに大きな亀裂が生じること間違いなしだ。このままだと大きなものを手に入れて、大きなものを失ってしまいそうだな。

　みんなの元に戻ると麗奈はいつもの表情に戻ってしばゆーと話していた。

　俺は動揺を隠せないが、今日を楽しむために平常心に戻さないとな──




　　　∞麗奈∞




　やってしまった……やっちゃったよ、ド派手に。しかも自爆。

　終わったよまじで！　何言ってんのあたし！　どうかしてるって！

　絶叫系のアトラクションだったスクワートマウンテン。そこで恐怖のあまり信じられないくらいに取り乱してしまった。

　だって、本当に恐こわかったんだもん。誰だよあんなの作ったやつ！

　しかも情けない姿を見せるだけならまだしも、七渡に最後に言い残したことはないかと言われ、本当に死ぬかもと思ったあたしはとんでもないことを口走ってしまった。

　大好きという言葉。今まで友達とか人として好きとは口にしたことあったけど、あれはもう異性としての好きになっていた。

　きっと七渡にもそれが伝わってしまったはず。付き合ってとは言わないだけで、告白したようなものだ。

　七渡には気にしないでと言ったけど、明らかに動揺していたのが伝わってきた。

　でも嫌がられてなかったのは安心した。好きって伝えたってことは、拒絶される可能性だってあったわけだから。

　あ～まじ、どうしてこうなった！　ちょっと七渡と接し辛くなっちゃうじゃんか。

　みんなから少し離れて頭を抱えるあたしを城木がチラッと見ていた……




　お昼の時間になり、みんなでテーマパーク内にあるレストランへと入った。

　みんなはお手洗いに向かい、あたしとしばゆーは荷物を見ているということでテーブル席で待機している。

「ねぇー麗奈ん」

「なーに～？」

　色々と起き過ぎて疲れがたまっているので、声に力が入らなくて情けない感じになった。

「馬鹿なん？」

　やっぱり後ろにいたしばゆーにも聞こえていたか……ということは城木に聞かれているということだ。これは面倒なことになってしまった。

「やっちゃった！　まじで何してんのあたし!?」

「やり過ぎでしょ！　後ろで別の意味でハラハラドキドキさせられたからね。血迷ったのか、急に告白してんだもん」

「告白じゃないから、想いがこぼれちゃっただけだから」

　そう、あれは告白ではない。大好きだよという報告である。

「翼ちゃんも複雑な表情してたよ」

　城木と告白は駄目という協定を結んでいる。城木からしたら何してんねんコイツといった感じだろう。

「ぴえん、もう絶叫系はトラウマだわ」

「そんなこと言わないでよ。信じられないくらいビビってた麗奈んは、それはそれで可愛かったよ」

「あんなん情けないだけだもん。七渡の中のあたしのイメージが崩れちゃったはず」

　あの時のあたしを客観視すると、自分で自分のことがウザいと思う。お化け屋敷で怖がってた城木と同じだったし。

「でも、冷静に考えれば麗奈んの気持ちを伝えられたのは別に悪くないかもね。これで天海っちは麗奈んを意識せざるを得ないわけだしさ」

「逆に恋人としては無理って拒絶されるかもしれないデメリットもあるから」

「いや、天海っちは麗奈んのこと好きだと思うよ。だからその心配は無い」

　しばゆーの言葉に胸を打たれる。嬉うれしいこと言ってくれんじゃん。

「本当に!?」

「うん。でもその好きが翼ちゃんより勝っているかは柚にもわからないけど」

　現実を突きつけられてしまい、浮かれた気持ちを一気に潰された気分だ。

「そんなこと言わないでよ」

「いや、危機感は持った方がいいよ。麗奈んが気持ちを吐露しちゃったことで、戦いのゴングは鳴ったようなものだからね。様子見なんてしてたら追いつけなくなる」

「絶対に負けられない戦いじゃん」

「それに、もう翼ちゃんも麗奈んも自分のこと好きってはっきりわかった天海っちは、選択を迫られると思うの。そこで選ばれなきゃ終わりだよ。もう導火線に火が点ついちゃって、後戻りはできなくなってる感じ」

　しばゆーの言う通り、七渡はあたしに異性として好かれていると知ったので、じゃあどうするかと考えるはずだ。もうどうにかして七渡にあたしを選んでもらうしかない。

　改めて何であんなことしてしまったのかと自分の行動を後悔すると、みんながぞろぞろと戻ってきた。

　七渡は廣瀬と話していつもの調子を取り戻したのか、動揺が消えている。

　だが、城木はやっぱり何か言いたげな目であたしを見ていた……




　昼食を終え、みんなで次のアトラクションへと向かう。

　七渡と廣瀬が道にいた着ぐるみと写真を撮りに行ったので、あたしは城木の肩を叩いた。

　先ほどから何か言いたげな目であたしを見ていた城木。その視線にムカムカしていたので、直接話すことにした。

「言いたいことあるなら今の内に言いなよ」

「でも、今は遊びに来とるから」

「言った方がスッキリして楽しめるでしょ？」

　あたしも自分の過ちから解放されたいので、言ってもらった方が楽ではある。

「さっきのスクワートマウンテンの時に七渡君に好きって言ってなかった？」

　やはり城木の耳にも届いていたみたいだ。あたしも目の前で城木が七渡にずっと大好きだったとか言ってたら、なんじゃこいつはとなるからな。

「言ったけどあれは別に告白じゃないから。付き合ってとは言ってないし」

「そうなんだ、よかった……」

　あたしの返答を聞いて安あん堵どしている城木。

「でも、好きって言っちゃったことは謝る。あれだけはっきり言っちゃうと、七渡も意識しちゃうだろうし」

「自分の意思表示は仕方ないよ。ウチもまだ七渡君のこと許嫁いいなずけだと思っているとは伝えたから、似たようなものだし」

「……え？」

　それは七渡と結婚する意思があると言ってるようなもんじゃん。告白どころかプロポーズのレベルだぞ。天然だから気づいてないかもしれないけど、相手に私は結婚したいですと言っているようなものだ。

　ちゃっかりあたしより大胆なことしてんじゃねーか！　あたしが謝る必要とかぜんぜんなかったじゃんか！

　どうしよう……城木の考えを聞いた七渡はどう思ったのだろう。

　でも、それは諸もろ刃はの剣でもあるな。まだ高校生なのに結婚とか言われると、七渡も重いと感じて気軽に付き合うことができなくなる可能性がある。

　城木はかなり思い切ったことをしているようだが、きっとその自覚もないのだろう。

「それはズルいでしょ」

「でも別に付き合ってとは言ってないよ」

　こんにゃろ、あたしと同じ言い訳しやがって。同じこと言われたら、あたしが何かを言い返すことはできないじゃねーか！

「それに、七渡君に恋人のフリをしてもらって、自分の悩みを解消しつつウチが近づけないようにしたのもズルくないかな？」

「……そうね。あたしがズルいとか言える立場じゃなかったね」

　ここぞとばかりに追い込んでくる城木。あたしもやることやっているので、城木も本気で七渡にアプローチをしているのだろう。

「お互い七渡君のために何かするのはもう歯止めが利かなくなっていると思うから、そこに関しては目を瞑つぶるしかなさそうやね」

「そうだね、埒らちが明かないと思うし」

　城木の気持ちもわかるし、城木もあたしの気持ちをわかってくれているはず。

　お互い同じ人を好きになるくらいだから、理解できることはある。分かり合えないところもあるんだけどさ。

「でも、告白をしちゃ駄目なのだけは守ってね」

「うん、七渡君から告白してもらうまでアプローチするだけだから」

　七渡がどちらかを好きになってしまえば、アプローチに我慢できず付き合いたいと口にしてくれるはず。

　その日が来るまで諦めちゃ駄目だし、どうしようもないくらい好きになってもらうために自分をより魅せなきゃならない。

　自分を選んでもらえたら幸福だけど、城木を選ばれたら絶望に襲われる。

　失恋なんて誰しもが一度は経験することなのだろうけど、本気だからこそ失恋が恐ろしくもある。

　でもそれはきっと城木も同じはずだ。

　ビビって逃げたら負け。恐怖を乗り越えて挑むしかない。

　どんな結果が待っていても、受け入れられるように覚悟しておかないとな──
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　ずっと行きたかったリズニーランドに来ることができて、今日は本当に幸せだな。

　七渡君も一緒にいるし、友達のみんなもいる。夢に見ていた日々の中にいるようで、現実感があまりない。

　私一人ではここへ辿たどり着くことはなかった。七渡君を追いかけて環境も変わって、七渡君のおかげでみんなと巡り合えた。

　七渡君の傍そばにいられるだけで幸せになれるし、良いことも次々と起きていく。七渡君はまるで私にとってのパワースポット的な存在だ。

「翼ちゃん、一緒に写真撮ろう」

　写真に映えそうな壁がある場所へ辿り着き、柚癒ちゃんが私の手を取って写真を撮ろうと誘ってくれる。

「あたしが撮るよ」

「ありがと麗奈ん」

　柚癒ちゃんのスマホを受け取って写真を自ら撮ってくれる麗奈さん。最近、麗奈さんが柚癒ちゃんと打ち解けているみたいで、一緒にいるところをよく見るな。

「翼ちゃ～ん」

　甘い声を出しながら私の腕に抱き着いて密着する柚癒ちゃん。やはり、こういう人懐っこいところがあるから、あの麗奈さんとも簡単に打ち解けられるんだろうなぁ……

「嫌じゃなかった翼ちゃん？」

　写真を撮り終えると、柚癒ちゃんが少し離れて私の気持ちを尋ねてくる。私のノリがちょっと悪かったのかな？

「ぜんぜんそんなことないよ、おいで」

　私が両手を広げると、柚癒ちゃんが嬉うれしそうに胸に飛び込んできた。

「神様はいたんだね」

「大おお袈げ裟さ過ぎない!?」

　まるで世界が悲劇から救われたかのように喜んでいる柚癒ちゃん。同い年だけど柚癒ちゃんみたいな可愛かわいい妹が欲しかったなぁ。

「二人の抱擁も写真に撮っといたよ」

　麗奈さんが写真を撮った報告をしながら、柚癒ちゃんにスマホを返していた。

「ありがと麗奈ん、後でお礼として七千円渡すね」

「そんなにお礼いらんから」

　柚癒ちゃんの感謝っぷりを見て呆あきれている麗奈さん。

「そうだ、二人で写真撮る？」

「「えっ」」

　柚癒ちゃんの言葉に、私と麗奈さんは同じタイミングで困惑の声を出しちゃった。

「「まぁ……」」

　互いに嫌とは言えなければ、良いねとも言えなかった。

　微妙に距離を空けて隣に立つ麗奈さん。視覚的には腕一つ分しか空いていないけど、感覚的には底の深い崖が間にある感覚だ。

　立場的にこの間を埋めるのは困難だと思う。どちらかが折れて寄り添わない限り、近づくことはないのだろう。

「はい、チーズ」

　柚癒ちゃんの掛け声に合わせて笑顔を作ろうとしたが、少しぎこちなくなってしまった。

「二人ともぜんぜん違うけど、可愛いってところは一緒だね」

　柚癒ちゃんが撮った写真をあたし達に見せると、そっくりな表情をしている二人の姿が写っていた。

　見た目は大きく異なるのに、同じ表情をしている。それがちょっと面白いなと思っていたら、麗奈さんも少し笑っていた。

　先ほどは少し言い合いをしたが、今日は遊びに来ていることもあって互いに熱量は控え目だった。

　でもスクワートマウンテンの時は、本当に気が気じゃなかった。

　お化け屋敷ではまったく怖がっていなかった麗奈さんが、絶叫系であんなに恐がるのはどう見ても不自然だった。

　七渡君に信じられないくらいベッタリとしていたので、きっと演技をして七渡君を自慢のボディで誘惑しようという作戦だったのだろう。

　終しまいには大好きだったと告げていた麗奈さん。わざわざ後ろにいる私に聞こえる場面で言ったのは、私への宣戦布告か何かなのだろうか……

　あのアトラクション以降、七渡君が麗奈さんを見る目が少し変わっていた。いつも私は七渡君を目で追っているので、少しの変化もわかってしまう。

　このままじゃ危ない。先週の休日に七渡君と一緒に家で遊んだことで少し満足していたけど、もっと貪欲に七渡君を求めないと麗奈さんに強引に持ってかれちゃう。

　今はこのテーマパークの雰囲気に気分を高揚させられ、七渡君を求める気持ちが強くなっている。非日常のような時間が、私の背中を押してくれている。

　胸が熱いな……七渡君に早く触れたい。

　パレードが始まるからか多くの客が私達の元に集まってきており、人だかりが多くなっている。

　大きなＢＧＭや歓声が聞こえてきて、柚癒ちゃんがあっちの辺でパレードを見ていこうと指差して話している。

「こっち来て七渡君」

「なっ」

　七渡君を見つけた私はそのまま腕を掴つかみ、パレードに向かうみんなとは逆方向に連れ出した。

「どうしたんだ？　みんなとはぐれちゃうぞ」

「ごめんね、人混みがけっこう辛つらくて」

「そっか、じゃあこっちだ」

　私の言葉を聞いた七渡君は、私を人通りが少ない場所へ連れていってくれる。

　七渡君に対する言い訳として人混みが辛いことを口にしたけど、実際にちょっと疲れてしまっていた。楽しいから今までは我慢していたが、少しゆっくりしたい。できれば大好きな七渡君と。

「悪いな気遣えなくて。翼は都会へ来たばかりで人混みとかにまだ慣れてないもんな」

「こっちこそごめん、パレードが始まる時やったのに」

「大丈夫だよ、パレードより翼の方が大事だから」

　嬉うれしい言葉をかけてくれる七渡君。楽しいことより私のことを優先してくれるのは、子供の時と変わらない。

　七渡君と人通りの少ない道へ出て、休憩できそうなベンチに腰掛けた。

「良い位置に翼と紛れ込めたから、パレードを見終えた後で合流するってみんなにメッセージを送っておいた。ここで少しゆっくりしてよう」

「うん、ありがと」

　私が落ち着けるように根回ししてくれる七渡君。私のことを大切にしてくれているのが実感できて、胸の奥から温かい気持ちが湧き出てくる。

「ちょっと疲れちゃった」

　私は七渡君の肩に頭を乗せて体重を預ける。普段はこんなことできないだろうけど、周りの賑にぎやかな雰囲気が背中を押してくれている。

「いっぱい歩いて、いっぱい楽しんでるからな」

「そうだね。こんなに楽しいのも、今日という日が来たのも全部七渡君のおかげだよ」

「翼が勇気出して上京して来たからだろ？」

「勇気を出させてくれたのは七渡君の存在なの」

　七渡君の腕にそっと触れると、優しい体温を感じることができる。それが心地よくて、そのまま話さず静かに休んでいた。

　七渡君と良い雰囲気になっていたが、斜め前のベンチに座っていたカップルが人目をはばからず熱烈なキスをし始めた。

　七渡君もそれを見ていたのか、気まずそうにカップルから視線を逸そらしている。

　私も七渡君と付き合うことができたら、あのカップルのようにキスをする時が来ちゃうのかもしれない。

　その時はきっと、七渡君を好きな気持ちが溢あふれ出しちゃって大変なことになりそうだ。

　その日の夜はきっと寝れなくなっちゃう。

「そういえば七渡君って麗奈さんとキスしたことあるの？」

　キスで思い出してしまった。前にカラオケで麗奈さんと七渡君がキスをしているところを私は見てしまったんだ……

「ないよ。麗奈とはまだ別にそういう関係じゃないし」

　私はこの目で見たのに、何故なぜかないと嘘うそをつく七渡君。しかも、まだ別にってことはこれから関係性が変化する前提なのかな？

　私も七渡君とキスがしたい。付き合っていない麗奈さんとしているんだから、私にもしてほしい。

「……ごめんね。ウチ見ちゃったんだ、七渡君と麗奈さんがキスしているとこ」

「えっ!?　それは何かの勘違いじゃないか？」

　素で驚いている七渡君。七渡君はあんまり演技が上手い方ではなく顔に出てしまう性格なので、このリアクションを見ると本当に勘違いだったのかなと思えてくる。

「カラオケ店でしてたよね？　実はあれ見とってて……」

「あ～あの時はその、指令カードで遊んでて麗奈の頬ほおにキスしなきゃいけなくなって」

　頬にキスしただけだったんだ……ホッとしたけど、でも七渡君からキスしたことには変わりない。

「七渡君は友達だからといって女の子の頬にキスができる人なん？」

「えっと、それは何でもかんでもってわけじゃなくて……」

　麗奈さんを信頼してるからこそできたんだよね。それもわかってるけど、意地悪になって困らせるようなことを聞いちゃった。

「ごめん。友達だからとかゲームだからとか理由つけたけど、よくないことだよな」

「ふふっ、ウチの方こそごめんね。追い詰めたりしちゃって」

　だめだ……好きな気持ちが抑えきれない。身体からだ中じゆうが七渡君を求めていて、言うことを聞いてくれそうにない。

「ウチも一緒に反省してあげるね」

　七渡君を支えなきゃ。間違えたことをしちゃったなら、一緒に解決していかないと。

「えっ」

「こんな感じ？」

　目の前に見えていた七渡君の頬へ吸い込まれるようにキスをしてしまった。

　花火が夜空に広がるように一瞬で満たされていく心。キスというものは、こんなにも人を幸せにしてくれるなんて知らなかったな。

「な、何してんだ翼!?」

　七渡君の言う通り、何しちゃってんだろ私……

　あまりにも大胆なことをしてしまったと、冷静になって猛烈な恥ずかしさに襲われる。

「麗奈さんは良くてウチはダメなん？」

「えっ、いや、その……ギリギリセーフな」

　七渡君も七渡君で顔を真っ赤にしてあたふたとしている。

「でも、よくないことだから一緒に反省しようね」

「お、おう。そうだな」
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　頬にキスしたことで満たされたはずなのに、今はもっと先へという気持ちが湧き出ている。早く恋人になって、本当のキスをしてみたい。

「七渡君……」

「そろそろみんなの元に戻るぞ」

「そ、そうやね」

　そうだ、今はみんなと遊びに来ているんだ。

　七渡君との刺激的な時間に、自分だけの世界に入ってしまっていた。

　もっとという気持ちが湧き上がっていたが、首を横に振ってその想おもいを振り払う。

　今日はこれで満足だ。これ以上はおかしくなっちゃう──




　　　＋七渡＋




　翼にキスをされてしまった。

　麗奈の時は俺からキスをしたが、さっきのは翼からだった。するのとされるのでは、こんなにも違うものなのか……

　翼は熱い吐息を漏らしていて、恍こう惚こつとした表情で見つめていた。その姿を見て、強く求められているのが伝わってきた。

　麗奈といい翼といい、一緒にいると刺激が強過ぎる。二人とも好きな気持ちをさらけ出してきているが、それを受け止める準備が俺にはまだできていない。

　俺も鈍感ではないので、二人が俺を好きなことは今となればはっきりと確信を持てる。

　二人の可愛かわいい女の子に好きになってもらえるのは幸せだが、どちらかを選ばなければいけないのは辛過ぎる。

　どちらかを切り捨てるなんて、そんな偉そうなことをできる人間でもなければ、そういうことをしていい人間だとも思っていない。

　どうして俺なんだろう……一樹が二人に好かれるとかは想像できるが、俺は別にそっち側の人間じゃないからな。

　翼は田舎町で暮らしていて、あまり歳としの近い異性と出会ってこなかったから俺のことをまだ意識しているのかもしれない。

　これから都会で暮らしていき、俺よりも良い男を見つける可能性だってある。

　一いち途ずでいてくれた人ほど、他の誰かの元に行ってしまう時にショックが大きいかもな。

　それに最近ではしばゆーの気持ちも気になるし、どうしたもんかなこれは……

「みんなどこかな？」

　パレードが終わり、翼と二人でみんなの元に向かう。

「あのお城の入り口付近にいるって連絡来たぞ」

　集合場所までまだ少し距離があったので、まだ翼と話せることはあるな。

「あのさ翼」

「なーに七渡君？」

「もしさ、凄いカッコよくて優しくて誠実で翼の理想通りの男と、偶然この先の未来で出会ったらどーする？」

　俺は聞いてしまった。後になって傷つきたくないから、先に聞いてしまうスタイルだ。

「……ウチにとってそれは七渡君のことだよ」

　いやいや、いや……まさかの俺かよ。そんなこと言われたら嬉うれし過ぎるだろ。

　予想していなかった答えに何も言えなくなってしまう。そんな俺を翼は温かい目で見守っている。

「ウチは七渡君と子供の頃の十年間も一緒で、今の七渡君も知っている上でそう思っとるから、きっとこの先、七渡君以上の人も代わりになる人もいないと思うよ」

「……流石さすがにその評価は大おお袈げ裟さだろ」

「自分から見た七渡君の評価は自分だけが決められるから、他の人にも七渡君にさえもなんにも言われる筋合いはないよ。ウチがそう思ってるなら、それはもう覆りません」

　翼の言葉を聞いて安心できたな。きっと俺が何かやらかさなければ、翼はずっと味方でいてくれるはずだ。

　お城の前に着くとみんなが待っており、予約していたアトラクションを楽しんだ。




　あっという間に時間は過ぎていってしまい、お土産売り場に寄ってからリズニーランドを出た。

　帰りが寂しいからか、疲れているからなのか、帰宅時は皆テンションが低く口数も少なくなっていた。

　みんなで少し混雑している電車に乗り、最初に集合した駅まで戻ることに。

「帰りしんど」

　麗奈はぐったりとしていて、手すりを掴つかんでいる俺に身体を預けている。

「楽しかったけど疲れたな」

「うん、今日は帰ったらすぐ寝ちゃいそう」

　口元を手で隠して小さく欠伸あくびをしている麗奈。普段は見せない仕草だが、疲れているのか堪こらえ切れなかったみたいだ。

「あんっ」

　電車が揺れて倒れそうになる麗奈を慌てて支えたが、思い切り麗奈の大きな胸を掴んでしまっていた。

「ちょっと七渡、いきなりどうしたの？」

「ご、ごめん、支えようとして」

　麗奈の大きな胸はリアルにモニっとした音が聞こえてきそうな感触だった。それぐらい弾力もあった。反動で手が押し返されたレベル。

「眠いから許す」

「そんな簡単に許すなよ」

　麗奈が適当に俺を許してきた。怒られてもおかしくはない状況だったが、それ以上に疲れているみたいだ。

「あれ？　ジンデレラ城？　まだリズニーからぜんぜん進んでないの？」

　麗奈は電車の窓から見える城を見て、まだリズニーが見えていると思っているみたいだ。

「あれは城の外観をしたラブホテルだろ」

「なーんだ」

　無駄に外装が豪華なラブホテルは多い。この前も宮殿みたいな外装のホテルを見たな。

「ああいうとこ、いつか行ってみたいな。楽しそう」

「えっ……」

　麗奈のまさかな大胆発言に俺は戸惑う。

「あっ、その変な意味じゃなくて、好きな人と行ったら楽しそう的なね」

　言い訳をしているが、あまり弁解にはなっていない。

「あんまりそういうことを男に言わない方がいいぞ」

「疲れてて眠いから頭回転しなくて思ったこと言っちゃったの！」

　顔を赤くして怒ってきた麗奈。冗談でもなく思ったことをそのまま言ってんのかよ。

　麗奈とあんな場所へ行ったら……いや、それは考えたらあかんやつだった。

　しばらく電車に揺られ、最初に集合した駅へ辿たどり着いた。

　俺は麗奈と翼と歩いて帰ったが、翼も麗奈も疲れが限界に近かったのか、ほとんど話すことはなかった。

　家に着きシャワーを浴びてから横になると、疲れていたからか一瞬で寝てしまった──







第４章　アルバイト




「おっし！」

　朝起きてスマホをチェックすると、アルバイトの採用通知のメールが届いていた。

　先週末に面接を受けていたが、スムーズに合格できたな。

【おはよ～ん】

【七なな渡と君おはよ】

　スマホを見ていると通知が連続で表示され、麗れい奈なと翼つばさのメッセージが流れてくる。

　二週間前くらいから翼は挨拶メッセージを送ってきていたのだが、麗奈も三日前辺りから毎日送るようになってきている。

　二人からメッセージが届くと朝から元気になれるので嬉うれしいのだが、どうせ学校で挨拶するのになとも思ってしまう。

　家を出て麗奈と待ち合わせているいつもの公園へ向かう。

　麗奈と恋人のフリをするようになってからは、翼は一人で先に登校するようになってしまった。それが少し寂しいなとも感じる。

「おはよん」

　麗奈は俺の背中に触れながら朝の挨拶をしてくる。

　六月になり気温も高くなってきたので、麗奈の制服が夏服に変化している。

　他の生徒よりもボタンを多く開けているので胸元は開放的になっている。

　元々目のやり場に困っていたのだが、シャツ一枚という薄着になってさらに刺激が強くなってしまっているな。

「おはよう麗奈」

　挨拶を返すと猫のように俺の左右を行ったり来たりしている麗奈。これでは進めないので両肩を掴んで制止する。

「何で毎朝ここでおはようって挨拶するのに、スマホのメッセージでもおはようって送ってくるんだ？」

「だ、だって、七渡と少しでも早く繋つながりたいから……」

　今まで麗奈は寂さみしがり屋だから、俺へ積極的に絡んでくるのだと思っていたが、リズニーで大好きだったと言われてからは、好きだからそうしているのかと納得できてしまう。

「しばゆーとかにも送ってたりするのか？」

「いや、まったく」

　最近、仲睦まじいしばゆーに送らず、俺には送っている。それはやはり好意があるからなのだろう。

「一いつ樹きにも送ってたりするのか？」

「んなわけないでしょ。そんなことするの七渡だけだもん」

　誰かから特別に思われるのは嬉しいことだ。同じことをしている翼もきっと同じ理由で朝のメッセージを送ってくれているのだろう。

　そう考えると、幸せな溜ため息いきが漏れた……
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　午前中の授業が終了し、昼休みが始まる。

　みんなで昼食タイムとなったので、俺はアルバイトの話題を出した。

「そういえば俺、クレープ屋のアルバイト決まったわ」

　みんなにクレープ屋でアルバイトを始めることを伝える。

「はぁ？　あたし不採用だったんだけど何で？」

　麗奈が半ギレ状態で不採用だったことを報告してくる。麗奈と一緒にバイトできれば楽しそうだったが、そう都合良くはいかないみたいだ。

「面接の態度が悪かったんじゃないか？」

「いや、めっちゃ良かったから。絶対にここで働きたいですって、なにがなんでも働きたいですって意欲盛り盛りでアピールしてたから」

　一樹の容赦ない言葉に反論する麗奈。ちょっと麗奈のどうしてもという姿勢が必死過ぎて引かれてしまったのだろうか……

「俺がクレープ屋の面接官だったら地ち葉ばみたいな恐こわい女は採用しないけどな」

「あたしみたいなオシャレで可愛かわいい女の子を採用しないで誰採用すんのよ」

　一樹と麗奈は言い争っている。麗奈なら洋服屋とかでは引っ張りだこではないのだろうか。クレープ屋は少し合わなかったのかもしれない。

「ウチと柚ゆず癒ゆちゃんは一緒のところ受かりそう。まだ結果来てないけど、面接の時に採用するつもりで考えてるって言われたの」

　翼としばゆーは俺が働くクレープ屋の近くのジュース屋に応募していた。フルーツジュースやタピオカドリンクなどを販売している飲食店だった。

「一緒だね翼ちゃん」

「ね。柚癒ちゃんが一緒だと心強いよ」

　相変わらず仲の良い二人は、アルバイトでも同じ職場で働くみたいだ。しばゆーが一緒なら翼も安心だな。

「一樹はどーなんだよ」

「ペットショップは落ちたよ」

　一樹は同じショッピングモール内のペットショップに応募していたようだが、不採用だったみたいだ。

「採用したいけど、条件が大学生以上で高校生以下は不可なんだって言われて落とされた」

「事前に確認しなかったのか？」

「高校生が不可なのは知っていたが、俺という存在が現れたことでその条件を撤廃してもらおうと立ち向かったわけだ」

「参加条件を満たしていなくても、その条件を自分で塗り替えればいいという発想は流石だな。やっぱり一樹はすげーや」

　普通の男なら、高校生は駄目なんだなと諦める。だが、一樹は駄目なら俺が変えてやればいいという姿勢だ。素直に尊敬する。

「ただのアホでしょ」

　だが、麗奈は俺と異なり一樹の発言に呆あきれている。

「自分の理解を超えた相手をアホ呼ばわりするなんて、それこそアホのすることだぞ」

「ウザ過ぎる……」

　一樹をがるると睨にらんでいる麗奈。二人は中学の頃からの仲なのに、一向に打ち解ける気配がないな。
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　放課後になり、俺はアルバイト先のクレープ屋へ向かった。

　すぐにでも働けると嬉うれしいと言われたので、今日から職場へ足を運ぶことになった。

「天海あまみ七渡です。よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いします。オーナーの田た中なかです」

　大学生かと思っていたが、まさかのオーナーさんだった綺き麗れいな女性。手を可愛く動かしながら話しており、仕草が可愛く声もおっとりとしている。

　こんな美しい人にクレープの作り方を教えてもらえるなんて、テンションも上がってくるな。

「天海君は初めての男性からの応募だったんですよ」

「そうだったんですか」

　やはりクレープ屋なだけあって、女性の従業員が多いみたいだ。

「男手が一人欲しかったから大歓迎なんだけど、真ま面じ目めに働いてくれなきゃ駄目ですよ」

「クレープを愛しているので、クレープの名に恥じることは絶対にしません。クレープのために全力を尽くします」

「ナイスな心意気ね。天海君って見た目はすっごく真面目そうなので、けっこう期待しているんですよ」

　この人は褒めて伸ばすタイプの人みたいだな。優しい人がオーナーで助かった。

「天海君は今、お腹なか空すいていますか？」

「そこそこ減ってますね」

「では、今から教えながら作りますので、完成したクレープを食べてもらえますか？」

　働きながら大好物を食べられるなんて天職だなこれは……

「三つくらいまでなら大丈夫そうです」

「一つだけなので安心してくださいね」

　田中さんが作り方を俺に教えながらクレープを作っていく。難しいのは最初の生地作りだけであり、中身は決められた箇所に載せていくといった形式だった。

「アイスクリームはいつ入れるんですか？」

「それはトッピングだから、最後の仕上げ前に加えるって感じですよ」

「そうなんですか……」

　アイスクリームのトッピングをしてほしかったので、悲しい顔で訴えかける。

「せっかくですし、トッピングもどうするか試してみましょうか」

「ありがたき幸せです」

　俺の視線に負けた田中さんが、トッピングのアイスクリームも追加してくれる。

「はい完成です。どうぞ召し上がれ」

「生きてて良かったです」

「本当にクレープが大好きなんですね」

　田中さんが作ってくれたクレープを食べる。外側の生地は温かく、内側の生クリームやフルーツはトッピングのアイスクリームのおかげで冷たくなっている。

　とにかく甘くて優しい味がする。きっと作ってくれた田中さんの優しさがこのクレープにも染み渡っているのだろう。

「今まで食べたクレープの中で一番美味おいしいです」

「あら、嬉しいことを言ってくれますね」

「強いて言うならチョコソースが欲しかったですね」

「クレープに関しては妥協しない姿勢が見え隠れしていますよ」

　言ってはいけないことだと自覚していたが、我慢できずに言ってしまった。だが、田中さんはプラスに解釈してくれたようだ。

「でも、クレープを食べると笑顔になるのはみんな一緒なんですね」

「そりゃ幸せな味ですし」

「最近入った新人さんがもう一人いて、優しい女の子なんですけど真面目過ぎて表情が少し硬いんですよね。でも、クレープを食べたら笑顔になっていて、可愛い姿を拝むことができました」

「クレープが好きな人に悪い人はいません」

　どうやら俺と同じタイミングで、このクレープ屋でアルバイトを始めた女性がいるらしい。近い内に一緒に仕事をすることになりそうだな。

「では、次は天海君が作ってみましょうか」

「また食べられるんですか？」

「いいえ、食べるのは私ですよ。私もクレープが大好きなので」

「これは失敗できませんね……」

「お客様へ提供する時もそれぐらいプレッシャーがかかるんですよ。さっき教えたので問題無くできますよね？」

　優しさの中に厳しさあり。どうやら俺は試されているようだ。

「この身たとえ朽ち果てようと、成し遂げてみせます」

「力が入り過ぎていますよ。リラックスリラックス」

　そう言って肩を揉もんでくれる田中さん。いつもここで女性にばかり指導しているためか、先ほどから接し方が男性への距離感ではない。恥ずかしくなってしまう。

　実際にクレープを作ってみると、意外とスムーズにできた。生地が少し綺麗な丸にならなかっただけで、他は完璧に作ることができた。

「できました」

「器用ですね。最初にしては上出来かと。あと勝手にアイスクリームをトッピングしては駄目ですよ」

　田中さんに美味しいクレープを食べてもらいたいがために、無意識にアイスクリームをトッピングしてしまっていた。

「どうですか？」

　小さな口で少しずつ俺の作ったクレープを食べ始める田中さん。

「とっても美味しいですよ。天海君の気持ちがしっかりとこもっていますね」

「将来はパティシエにでもなろうかな……パリで修業している未来が見えましたね」

「想像力が豊かなんですね」

　さっきから場を和ませようとツッコミ待ちの冗談を何度か言っているのだが、一度も反応してもらえず受け入れられてしまう。

　これじゃ俺がけっこうヤバい奴やつだって思われてしまうじゃないか。

「いらっしゃいませ」

　お客さんがようやく現れた。緊張してくるな……

「すみません、チョコバナナホイップクレープ一つください」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　田中さんが対応してくれてクレープを作り始める。生地は田中さんが作ってくれて、盛り付けは俺が行った。

　やはりお客さん相手だと失敗できないプレッシャーがえぐいな。これがきっと働いてお金を稼ぐということなのだろう。

「ありがとうございました」

　無事クレープを手渡すことができ、お客さんを見送った。

「お客様を前にしても声がしっかりと出ていて素晴らしいですね」

「ありがとうございます」

　バスケ部だったこともあって声を出すのは慣れているからな。先輩には必ず挨拶していたし、コートにだって挨拶するのがバスケ部だ。

　その後は田中さんからレジの操作を教えてもらった。

「金額を入力して、ここの客層ボタンを押します」

「お客さんの年齢とかを押すボタンがあるんですね」

　六十代以上の男性や十代以下の女性など、レジに客層を入力するボタンがあったなんて知らなかった。俺も買う時にコイツは十代男性だなとボタンを押されていたのか……

　田中さんから教えてもらっているレジの打ち方を自前のメモ帳に記していく。

　俺は視線を感じたので周りを見渡すと、翼としばゆーが少し離れた位置でチラチラとこちらを見ているのが見えた。

　どうやら俺がちゃんと働けているかが心配になって見に来てくれたみたいだな。

　俺は田中さんに気づかれないように背後から二人に向けて手を振ると、翼は嬉しそうに手を振り返してくれた。




「ふぅ～」

「お疲れ様です天海君」

　あっという間に三時間のアルバイトが終了し、田中さんから労ねぎらいの言葉を貰もらった。

「お疲れ様です。今日は一日ご指導ありがとうございました」

「いえいえ。天海君とお仕事ができて楽しかったですよ」

　なんだこの天使みたいなお姉さんオーナーは……一樹がここで働いていたら田中さんにベタ惚ぼれしていたことだろう。

「仕事の飲み込みも早いですし、クレープ作りも初日から器用にできていました。接客もしっかりとできていて頼れる新人さんが入ってきてくれたなと嬉うれしい気持ちです」

「いやいや、そんな」

　褒めて褒めてとにかく褒めて伸ばしまくるタイプの人だ。褒められ続けてのびのびとやれて本当に伸びている感じがする。鼻の下も伸びている気がする。

「ではまた、次のシフトの日に」

「はい。お先に失礼します」

　田中さんに頭を下げて店を出た。家へ帰る足取りも軽快になる。

　初めてのアルバイトということで不安しかなかったが、その不安は全て解消された。

　どうやら、このまま楽しく平穏にアルバイトできそうだな。田中さんも優しいし、居心地が良い職場でもある。

　さらに俺の好きなクレープに囲まれているなんて、俺にとっての理想郷だな。

　本当に俺は運が良いな。こんな完璧な職場に巡り合うなんてな……
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　アルバイトを始めてから一週間が経たち、研修期間が早くも終了した。

　本来なら三週間はかかるはずが、俺の飲み込みが早くて短縮してもらう結果になった。

　学校では翼と麗奈の二人のアプローチが強烈になってきており、どうしたものかと思っていた。だが、アルバイトを始めたおかげで放課後に集まることも減り、その熱も落ち着き始めている。冷静になる時間が欲しかったので、アルバイトを始めて正解だったな。

　とはいえ何も問題は解決しておらず選択を先送りにしているだけなので、答えを出さなければならないことには変わりないのだが……

「麗奈はアルバイト決まったのか？」

　学校の昼休み。俺はアルバイトの話題を出して近況を聞くことにした。

「また落ちたんだけど！　ドーナツ屋受けてたのに意味わかんない！」

　麗奈は積極的に面接へ行っているようだが、まだ採用までに至っていないみたいだ。

「何でだろうな……麗奈みたいな可愛かわいい女の子雇えば、集客も増えそうなのに」

「だよね七渡。あたしのことわかってくれるのは七渡だけだわ」

　口では開き直っているように見えるが、最近は明らかに元気が無いので不採用が続いているのを本人は気にしているのだろう。

「一樹はどうだ？」

「スポーツ用品店でアルバイトすることにしたよ。親戚の人が店長やっているみたいで、コネで採用してもらった」

「おっ、遂ついに決まったか」

　一樹も同じショッピングモール内のスポーツ用品店でアルバイトを始めるみたいだ。一樹はスポーツが好きなので向いていそうだな。

「ズルっ、裏口採用じゃん」

　親戚のコネで採用が決まった一樹に皮肉を言う麗奈。

「人生を上手うまく生きていくためには使えるものは使った方がいい」

「じゃああたしもそのコネで採用してよ」

「しょうがねーな。一応聞いてみるよ」

　一樹の返答が意外だったのか、麗奈は目をパチパチとしている。

「いいの？　あたしと同じ職場になるかもしれないんだよ？」

「知らない奴と働くよりはましだろ。恐こわいからクレーマーも撃退してくれそうだし」

「なによそれ。まぁ、採用してもらえるなら助かるけど」

　一樹と同じ職場なら麗奈も安心だな。何か問題を起こしそうな気配もあったが、一樹と一緒なら騒動とかは起きないだろう。

「今度、七渡君の作るクレープ食べに行っていい？」

　隣に座っていた翼がクレープの話題を出してくれる。

「もちろん。研修期間も終わったから七渡スペシャル作ってあげれるぜ」

「やった、楽しみ」

　翼は嬉しそうな表情を見せる。みんな食べに来てくれたら嬉しいな。

「でもクレープ作れるなんて七渡君凄いね。女子力高い」

「クレープに留とどまらずスイーツ作り始めようかなと思ってる」

　思いのほか、クレープを作ることが楽しいのでスマホで他のスイーツ作りの記事を検索することも多くなった。

「七渡君ってパティシエとか似合いそうだよね。手先器用だし、誰かのためにお菓子を作るのとか優しいから向いてそう」

「実際、俺もパティシエになりたい欲が出てきてるんだよ。最近は俺が開く店の名前も考えているところだ」

「それはちょっと気が早過ぎないかな？」

　翼は少し引いているので、セブンシーズという店名を導き出したことは胸の内に留めておこう。

「翼の方のアルバイトはどうなんだ？」

　翼はしばゆーと一緒にアルバイトを始めていた。どんな様子なのか気になるな。

「ジュース屋さんだから、けっこう簡単だよ。レバーを引くとプシューっと中身が出てくるだけだもん。レジ操作の方が難しいよ」

「そっか、ジュース屋だからドリンクバーでジュース入れるようなものなのか」

　喫茶店のようにメニューが多いわけではないので、簡単な仕事みたいだな。

「翼ちゃん天然だからタピオカ見てカエルの卵が入ってるって驚いてた」

「だ、だって田舎にはタピオカなんて無かったから実物を見るのは初めてだったんだもん」

　しばゆーの告発に慌てて言い訳をする翼。田舎で見るカエルの卵は黒くて丸く、それなりに大きさもあったから、タピオカに見えなくもない気持ちはわかる。

「ありがとうございましたじゃなくて、お疲れ様でしたってお客様に言っちゃったこともあったよね」

「も～柚癒ちゃん恥ずかしいから言わないでよ～」

　翼のミスを嬉しそうに話すしばゆー。なんだかんだ二人で楽しそうにやっているのが伝わってくるな。

「柚癒ちゃんもお客さんと打ち解けて話し過ぎって怒られたじゃん」

「コミュ力高いからだにゃん」

　翼としばゆーの可愛い二人が店員をしていたら、よりジュースを美味おいしく感じることだろう。

「今度、カエルの卵を注文しに行くよ」

「も～七渡君まで馬鹿にして」

　翼をからかうと頬ほおを膨らませて不ふ貞て腐くされてしまう。そんな素振りも可愛い。

「みんなで給料もらって、夏休みには旅行とか行きたいな」

「いいね旅行。あたしも海とか行きたい」

　俺の提案に食いついてくれる麗奈。そういえば去年も海へ行きたがっていたが、受験勉強の夏だったので水着を着ただけだった記憶がある。

「都会の海は汚いから、遠出して綺き麗れいな海に入ろう」

「うんうん楽しみ」

　どうかこのままみんなとの関係が崩れずに夏休みを迎えることができれば嬉しいのだが、果たしてこの先どうなることやら──
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　アルバイトを始めて五回目の勤務。早くも研修期間を終えた俺は、オーナーの田中さんと一緒ではなく他のアルバイトの人と働くことになる。

　一緒に仕事をする人は俺と同時期に入ってきた女子高生とは事前に聞いているが、いったいどんな人なんだろうな……

　店に入り、控室でクレープ屋の制服に着替えようとするが、そこに一人の女性が入ってきた。

「「げっ」」

　目の前に現れたのは、何故なぜか須す々す木き育いく美みだった。

　目が合った瞬間、互いに驚きと困惑の声が出てしまう。

　中学の時に三日間だけ付き合っていた元カノであり、元親友でもある存在。

「……は？」

　状況を把握して俺を睨にらんでくる須々木。どうやら俺と同タイミングで入ってきた新人というのは須々木だったみたいだ。

　何という運の悪さというか、運命の悪戯いたずらというか……せっかく良い職場で働けたと思ったのに、絶対に会いたくない相手が働いていたなんて。

「あ？」

　俺も負けじと睨み返す。文句を言いたいのはこっちだからな。

「ふざけないで」

「こっちの台詞せりふなんだが」

　約一年半ぶりにする須々木との会話。昔は楽しく話せていたが、今は苛いら立だちしかない。

　そういえば、初めて出会った時にも須々木にこっちの台詞なんだがと言った覚えがあるな。やっぱり、顔を合わすと色々と忘れたい記憶を思い出してしまう。

「嫌がらせかしら？」

「だからそれもこっちの台詞だ。まさか同タイミングでここでバイトを始めるなんて」

「なんなのよ……さっさと辞めてほしいのだけど」

「辞めるのはそっちだろ」

　同じ街に住んでいる以上、また遭遇してしまうこともあるだろうと思っていたが、まさかこんなピンポイントに鉢合わせするとは……世間は狭いな。

「不快ね」

「右に同じ」

　久しぶりに間近に見る須々木。相変わらずクールな雰囲気で、モデル並みに可愛い。

　前よりも少し大人びて見え、可愛い上に綺麗にもなっている。空手を習っていたりスポーツも万能だったため、スリムな体形で身長も少し高い。

　きっと別の高校でもモテているのだろうな。前もショッピングモールで男子たちと歩いているところを目撃したしな。

「何見てるのよ、訴えるわよ」

「そんな簡単に訴えるなよ」

　久しぶり元気にしてた？　とでも言ってくれればこちらも温厚に接せるのだが、相手は完全に突き放しているため歩み寄ることはない。

「私には話しかけないでちょうだい」

「言われなくても」

　俺達はそっぽ向いてそれぞれのポジションで仕事の準備をする。このクレープ屋のアルバイトはペアで仕事をするため、俺達以外にスタッフはいない。ずっと二人きりで仕事をしなければならないのだ。

「…………」

　無音の時間が三分経過する。体感的には三十分は経たっていた。

　なんちゅう気まずさだこれは……心臓がキュウキュウしちゃってら。

「すみませーん」

「「いらっしゃいませ」」

　お客さんが来たので慌てて接客モードに切り替える。須々木がいたからといって仕事をないがしろにするわけにはいかないからな。

　その考えは須々木も同じだったのか、俺と同じタイミングでいらっしゃいませと口にしていた。

　俺が注文を聞いていると須々木はクレープの生地を作り始めてくれる。次に俺は必要な中身を冷蔵庫から出して準備すると、それを須々木は黙って使い、あっという間にクレープを完成させる。

「「ありがとうございました」」

　二人でお客さんに頭を下げながら接客を終わらせる。お互い黙りながら仕事を完遂した。

「はぁ……」

　お客さんがいなくなったのを見て、須々木は露骨に溜ため息いきをついてきた。

「流石さすがにこれじゃあ仕事にならんだろ」

　俺は気まずさに耐えかねて須々木に話しかける。

「…………」

　しかし、俺の言葉は無視して作業場の掃除を始める須々木。優しさの欠片かけらも持ち合わせていないみたいだ。

「そーですか」

　向こうがその気ならもうこの状態を受け入れるしかない。

　その後も無言のまま仕事を続けたが、普段よりも七倍ほど時間が長く感じた──




「お二人ともお疲れ様です」

　終了時間になると田中さんが俺達の元に来て、労ねぎらいの言葉をかけてくれる。

「たまに様子を見に来てたんですけど、二人とも黙々と作業していて凄い仕事っぷりでした。接客もスムーズでしたし、二人とも相性が良いと思いますよ」

　お互い常に気まずい空気だった。話したくもなければ目も合わせたくないので、仕事だけに集中していた。

「この二人なら安心してお仕事を任せられますので、なるべく今の二人が一緒になるようにシフトを組んでおきますね」

「いや、それはちょっと……」

　田中さんがいらぬ気遣いをしているので、俺は慌てて止めに入る。

　しかし俺の言葉に聞く耳持たず、お客さんの対応へ当たりに行ってしまう田中さん。

「最悪ね……あなたはいったいどれだけ私の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにすれば気が済むの？」

　中二の冬に付き合い、付き合うとかどういうことかわからないと言われて三日で別れ、その後は縁すら切ることになった。

　須々木が一方的に俺を突き放して、関わらなくなった。だから、そんなことを言われる筋合いはないんだが。

「勝手に言ってろ」

　俺だって文句の一つや二つ言ってやりたいが、埒らちが明かないので我慢をする。

　俺と一樹と須々木と大おお塚つかの四人で中二の冬までは仲良しグループだった。須々木との一件でそのグループは崩壊し、一樹や大塚にも迷惑をかけることになった。

　あの時は本当に悲しかったし、寂しい思いを味わった。

　今では、俺は翼や麗奈にしばゆーと友達も増えて新しいグループで仲良くやっている。過去はもう振り返らなくていいんだ。

「とっとと帰ってくれないかしら？　私着替えるから」

　クレープ屋の制服から学校の制服に着替えるためか、俺がいると帰りの準備を始められない須々木。

　俺はシャツの上からエプロンのようなクレープ屋の制服を着ているだけなので、すぐに脱げる状況だ。

「おつかれ」

　俺は一応、社交辞令として挨拶をしてから店を出た。

「……お」

　須々木もお疲れを言いかけたようだが、途中で止やめて「お」しか言ってくれなかった。

　最高の職場だったクレープ屋が、一瞬で最悪の職場へと変わってしまったな。

　どうしたもんかな……こうなってしまった以上どうにもできないし、須々木の方が嫌になって辞めてくれるだろう。

　俺は負けず嫌いでもあるし、須々木のために辞めるなんて負けた気がしてなんか嫌だ。

　今は耐えるしかない。我慢するのは得意だしな。

「七渡君、お疲れ様」

　店を出ると、何故か翼が待ってくれていた。

「おっ、どうしたんだ？」

「ウチも今日バイトやったから、ちょっと待っとったの」

「そっか」

　地獄のような空間に、まるで天国から天使が迎えにきたような感覚だな。

「何か嫌なことあったの？」

「えっ、何で？」

「けっこう疲れた表情しとるから」

　どうやら翼に気づかれるほど、先ほどの須々木との時間で精神的に疲弊したみたいだ。

「まぁ、地獄のような時間を味わっていたからな」

「大変だったんだね」

　翼が背伸びして手を伸ばし、頭をよしよしと撫なでてくれる。先ほどの須々木の冷徹な対応と比べると、本当に温かくて優しいな。

「翼って優しいな」

「えっ、七渡君にはぜんぜん及ばないよ」

「そんなことない。わざわざ待っててくれるし、おかげで元気になった」

　翼が待っていてくれたおかげで仕事の疲れが吹き飛んだ。本当に助かる。

「七渡君がそう言ってくれるとウチも嬉うれしい」

　屈託のない翼の笑顔に傷ついた心が癒いやされていく。

「ウチ、お姉ちゃんの夕飯のおかず買って帰るから」

「えっ、一緒に」

「七渡君は麗奈さんと恋人のフリしてるから、これ以上一緒にいるのは駄目なの」

　翼は俺から離れて駄目と口にする。それがちょっと寂しかった。

「じゃあね」

　そう言って翼は一人で食品売り場へと向かってしまった。

　もう少し一緒にいたいと思ったが、それぞれの立場がそれを許してはくれなかった。

「お疲れ育美ちゃん」

　背後から須々木の名前を呼ぶ声が聞こえたので振り向くと、そこには翼のように須々木を待っていた大塚の姿があった。
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　俺は気づかれると面倒だと思ったので、慌ててこの場から離れた。

　大塚はまだ須々木と仲が良いみたいだな。きっと今頃、須々木は俺の愚痴でも言っているんじゃないだろうか……

　別の高校に進学して、当初はもう会うことはないだろうと思っていた須々木と大塚。しかし、アルバイトという場所で再び繋つながってしまった。

　俺はどことなく嫌な予感がし、胸元がざわついた──




　　　◇翼◇




「ただいま」

「翼ちゃん寂しかったよ～あでっ」

　買い物を終え家に帰ると、お姉ちゃんが玄関に走ってきたが途中で転んでしまった。

「何しとっと？」

「アルバイト始めてから、ぜんぜん帰って来てくれなくて辛つらいの」

　学校へ行きアルバイトしてから買い物にも行ったので、正直お姉ちゃんの相手をするのが少し面倒になっちゃってる。

「お姉ちゃんもアルバイトするんでしょ？」

「面接が恐こわくて、やっぱり無理ですって当日にメールしちゃった」

「勇気出してよ」

　お姉ちゃんにもアルバイトしてもらいたいけど、それはそれでちゃんとやれているのか心配になって気が気じゃないかもしれない。

「夕飯作るから手伝って」

「了解です」

　お姉ちゃんと一緒に夕飯を作り始める。お姉ちゃんは料理ができないので、冷蔵庫から食材を取ってもらったり、皿を用意してもらう程度だ。

「翼ちゃん毎日ありがとう。良いお嫁さんになれるね」

　お姉ちゃんは後ろから抱き着いてくる。押しつけられている大きな胸が暑苦しい。

「お嫁さんになって七渡君を幸せにできるかな？」

「できます。というか七渡君が翼ちゃんを幸せにしないと」

「ウチはもう十分に幸せを貰もらっとるから、七渡君に幸せを与えたいの」

　七渡君が傍そばにいてくれるだけで嬉うれしいから、七渡君にも私の傍が心地良いように思ってもらえるような存在にならないと。

「というかまだ七渡君と付き合えないの？」

「うん……」

　お姉ちゃんに嫌なところを突かれる。私も今頃はもう一度恋人からやり直せていると思っていたけど、現実は未いまだに友達のままだ。

　そう、ここは都会で人も多い。私と七渡君の二人だけの世界というわけではない。

　色んな思いが交錯しているので、私の思いが真まっ直すぐに繋がって結ばれるわけではない。

「もう一度、許嫁いいなずけになろうって言えばいいじゃん」

「それができればそうしたいんやけど、七渡君にも仲の良い女友達がいるから何でもかんでも自由にってわけにはいかないの」

　最初の予定では七渡君と距離を詰めていって、これは行けると思ったら告白って算段だった。だけど麗奈さんとの協定もあって告白はできなくなってしまった。

「翼ちゃんがいるのに浮気しとんのかあいつは！」

「違うよ。中学生の頃から仲良くて、その女の子もウチと同じくらい七渡君のこと好きなの。ウチが慌てて付き合おうとして振られるわけにはいかないし、その女の子に取られちゃうわけにもいかないしで、膠こう着ちやく状態って感じかな」

　不幸中の幸いは、まだ麗奈さんが七渡君と付き合う前だったということだ。

　強力なライバルがいたけど、勝負が始まる前から終わっていた可能性もあったんだ。そう考えると運が良いとも言える。

　七渡君のことだから、私みたいに好きになっちゃう人は多いと思うし、今思えば彼女がいなかった時点で奇跡かもしれない。

「翼ちゃんは一いち途ずに想おもい続けてたのに、七渡君は翼ちゃんのこと忘れて、しれっと別の女作ってたんかい！」

「お姉ちゃん、七渡君のこと悪く言うと怒るよ」

　七渡君は決して薄情な人というわけではない。むしろ私が異常なんだ。もう会えないであろう人のことをずっと好きでい続けたわけなんだから。

　私みたいな諦めの悪い人なんて、きっと滅めつ多たにいないと思う。

「ごめん、私は翼ちゃんの想いを知ってるからさ」

「七渡君にも七渡君の事情があるの。何でも都合良くいかないし、それを望むのは我わが儘ままでしかないよ」

　全てが思い通りに動くはずないってことは五年前から知っている。七渡君と許嫁になっても理不尽に引き裂かれてしまうし、人生は試練の連続だ。

「そのお友達の女の子ってどんな人なの？」

「派手でギャルみたいな人やったから最初はあんまりイメージが良くなくてね、七渡君のことを悪い方向に進ませるような人だと思っとったの。でも、次第にウチもその女の子のことを理解していって、恐いところもあるけどぜんぜん悪い人じゃなかったなって」

「人は見かけによらないしね」

「ちゃんと七渡君のこと何よりも優先してて、一番に考えている人だった。きっと今までも七渡君のこと支えてくれていたんだなと思うと、その人のことも大切になるの」

「……優しいね翼ちゃんは。流石は我が妹」

　私の言葉を飲み込んだお姉ちゃんは、誇らしい目で私を見てくる。

「でも優しさだけじゃ生きられないんだよ。悲しいことに世の中はズルい人が得をしちゃうの。翼ちゃんも時にはズル賢く生きないと、何より大事なものを奪われちゃうよ」

「それもわかっとる。大丈夫、ウチは絶対に七渡君と結婚することを諦めないから」

　自分で言っていて恥ずかしくなっちゃうけど、絶対に七渡君と結婚したいもん。それが私の夢でもあるし。

「ウチには七渡君と離れ離れになった辛い五年間の傷がまだ心に残っとるの。少し思い通りに行かなくても、ぜんぜん耐えられる」

「粘り強さには自信ありって感じだね」

「勝てるかどうかはわからないけど、負けるつもりは一切無いもんね」

「もし私の相手が翼ちゃんだったら、めっちゃ嫌だなぁ……そのギャルの女の子も翼ちゃんの意志の強さにメンタルやられちゃうかもね」

「ウチも自分みたいな人がライバルだったら嫌やと思う」

　自分みたいな人がライバルだったらと想像すると背筋が凍ってしまった。

「もしも、もしもの話なんだけどさ、七渡君が別の女の子と付き合っちゃったらどうするの？」

「その人と別れるのを待つだけかな。その時が来るまで自分磨きだよ」

「絶対七渡君と結婚するマンじゃんか」

　今まさに七渡君が誰かと付き合おうが、その人と結婚する可能性は低いはずだ。なら、そこで諦めるのでなく別れるのを待っていればいいだけの話だ。

「何でそんなに好きなの？　こんな可愛かわいい翼ちゃんにここまで愛されている七渡君が羨ましいよ」

「冷蔵庫とかテレビとか電気が無いと動かないでしょ？　ウチにとって七渡君は電気みたいなもので、七渡君がいないと動けないし生きてる感じがしないんだよ」

「もう好きとかそういう次元じゃないんだね」

　何でとか、どこがとかじゃなくて、七渡君の全部が好きなの。

　もうなんだろう、存在自体が好きなんだよなぁ──
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　放課後になり、私はアルバイト先であるジュース屋へ向かった。

　柚癒ちゃんと一緒になる確率は50％ぐらいで、それ以外の日は別のアルバイトさんと一緒にお仕事をすることになる。今日は柚癒ちゃんではなく、別の人と仕事をする。

　大塚さんという高校は違うけど、同い年の女子高生。今日で二回目だけど、初日は挨拶ぐらいしかやり取りがなかった。

　髪が明るい金髪のショートヘアで、見た目は少し恐そう。不良みたいな感じではなく、趣味が独特そうというか個性的なオーラが出ている人だ。

　常に考え事をしているのか、ぼーっと一点を見つめていることが多い。仕事中はスマホを弄いじってはいけないんだけど、チラチラとチェックしているところを頻繁に見る。

　柚癒ちゃんはもう既に大塚さんと打ち解けているみたいで、相変わらずのコミュニケーション能力の高さだと思った。

　私も柚癒ちゃんみたいに誰とでも仲良くできればいいんだけど、人見知りだし何を話せばいいのかもわからないので一歩踏み出せずにいる。

　柚癒ちゃんによれば自分からは話しかけてはこないけど、話しかけると嬉しそうに対応してくれるらしい。最初は警戒心が強いけど、ある程度信頼されるとフレンドリーになると言っていた。

「おはようございます」

　大塚さんが時間ギリギリで控室に入って来たので挨拶をした。

「……おはようございます」

　目も合わさず挨拶をして、慌てて準備をしている大塚さん。

「ギリギリセーフだったね」

「何それ？　もっと早く来いよって嫌いや味み？」

「いやいや、ぜんぜんそんなことないよ」

　頑張って話しかけたのだが、私の言い方が悪かったのか逆に睨にらまれてしまう。やっぱり人と話すのって難しいな……

「何か文句があるならはっきり言っていいよ」

　警戒心が強いのか、言葉一つにも敏感に反応している。

「あ、あのね、仲良くなりたいなと思って話しかけたの」

「……なんだ。ごめん、強く当たっちゃって」

「ウチの方こそ、ごめんね」

　警戒心を解いてくれたのか謝ってくる大塚さん。きっと今日は機嫌の悪い日でイライラしていたのかもしれない。

　大塚さんと微妙な空気のまま仕事が始まる。お客さんが頻繁に来るお店ではないので、ただ待っているだけの時間も多い。

「あの、大塚さんはどうしてこのお店でアルバイトしようと思ったの？」

　私はちょっとした話題を見つけることができたので、早速話しかけた。

「友達がこのショッピングモールの店で働きだしたから、あたしもと思って。お店は別にどこでも良かった」

「凄い！　ウチもほとんど一緒の理由だよっ」

「そうなんだ。じゃあお互い誰かに依存しているイタい女ってことだ」

「う、うん……」

　言葉に棘とげがある大塚さん。確かに私も七渡君に依存しているところはあるけども。

「……彼氏いるの？」

　珍しく大塚さんの方から話題を出してくれた。やっぱり女子だから恋愛トークとかが好きなのかな。

「いないよ」

「彼女は？」

「彼女っ!?　いないいない、誰とも付き合ってないもん」

　変わった質問をしてくる大塚さん。やはり個性的な人だ。

「そんなに可愛いのにもったいないね」

「そんなことないよ」

「あー可愛いこと自覚してるのに、謙遜してもっと可愛いって言われたがるタイプね。見た目通りのそっち系か。あたしと同じじゃん」

　もの凄すごくひねくれた見方をしている大塚さん。しかもあたしと同じと言われてしまうと否定もし辛づらい。

「大塚さんは彼氏いるの？」

「いるよ。七人ぐらいね」

「そ、そうなんだっ」

　めっちゃいる!?　七人もいたら大変そうだけど、やっていけるのかな……

「冗談で言ったのに信じるんだね。ということはあたしのことを心の中ではクソビッチだと思ってるわけだ」

「ち、違うよっ」

　ちょっとヤバいかもこの人。めっちゃマイナス思考というか、ひねくれまくっている。いったい柚癒ちゃんは大塚さんとどうやって仲良くしてるの？

「城しろ木きさんって、きっと好きな人に依存して趣味とか服装とか相手の好みに合わせちゃいそうなタイプでしょ？」

「そ、そうなのかな……」

　悔しいけどちょっと当たってるかも。この前も七渡君が聞いていた音楽を好きになっちゃったし。

「都合の良い女って感じだね。まぁ城木さんタイプが一番モテてると思うから安心して。その分、一番捨てられるんだけど」

　ちょっと失礼な言い方をしてくる大塚さん。麗奈さんだったらきっと喧けん嘩かになっていることだろう。

「一人じゃ何もできない感じ出して、男を頼ってもらおうという気にさせるのとか好きそう」

　酷ひどい言われようだなぁ……私って嫌われているのだろうか。

「もしかして、ウチのこと嫌いなのかな？」

「そんなことないよ。ぜんぜん怒らないから好き」

　嫌われているかと思ったら、むしろ好まれていた。何考えているのかわからない人というのは、まさに大塚さんのことだな。

「おいーっす」

「あっ、七渡君と廣ひろ瀬せ君」

　お客さんが来たと思ったら七渡君と廣瀬君が様子を見に来てくれたみたいだ。

「カエルの卵ください」

「も～七渡君からかわないでよ。タピオカドリンクでしょ？」

「そうそう、タピオカドリンク」

　大塚さんとの会話でメンタルをやられていたが、七渡君が来てくれたおかげで一気に元気になれた。

「俺はとろとろマンゴージュースで」

　廣瀬君も注文をしてくれる。大塚さんに手伝ってもらおうと思ったが、何故なぜか隣にいなかった。控室にでも戻ってしまったのだろうか……

「お待たせいたしました」

　私は自分で用意したジュースを二人に渡した。

「大丈夫そうだな」

「うん、心配してくれてありがと」

　幸いなことに他にお客さんが来なかったので、時間はかかったが一人で用意することができた。

「じゃあ残り時間も頑張ってな」

「うん、二人とも来てくれてありがとね」

　七渡君と廣瀬君は仲良さそうに、二人でジュースを飲みながら去っていった。

「まじでごめん」

　二人がいなくなると大塚さんは謝りながら店に戻ってきた。どうやら悪気はなかったみたいで、何か姿を消した理由があるようだ。

「どうしたの？」

「いや、ちょっとね……というか、さっきの二人と知り合いなの？」

「同じクラスのお友達。いつも一緒に遊んでるんだ」

　私の言葉を聞いた大塚さんは、少し怒ったような顔つきになった。

「もしかして大塚さんの知り合いだった？」

「別に。友達に似てただけ」

　友達に似てただけで隠れるようなことをするのだろうか……

「七渡って人の方だけ名前で呼んでたけど、もしかして好きだったりする？」

「うん……そんな感じかな」

　大塚さんは別の高校の人だから大丈夫だろうけど、七渡君は麗奈さんと恋人のフリをしているので、あまり明確に好きと周りに言わない方がいいかもしれない。

「やめた方がいいよ」

「やめないよ」

　私は大塚さんの勝手な忠告に耳を傾けることはせず、即座に言い返した。

　その後、大塚さんは私に話しかけてくれなくなり、ずっと黙ったままだった──




　　　＋七渡＋




　今日は珍しく一樹と二人きりで放課後を過ごしている。

　翼が働いているジュース屋で買ったジュースを飲みながら、あの件について話す。

「それで、相談したいことって何だ？」

「やべぇんだよ。かなりな」

　バイト先に須々木がいたことは一樹にも言っておいた方がいいはずだ。

「不老不死の薬を見つけたとかか？」

「確かにそれはヤバ過ぎるけど、もっと別のことだ」

　相変わらず茶ちや化かしてくる一樹だが、俺の言葉を聞いたら驚きよう愕がくすること間違いなしだ。

「実は須々木も同じクレープ屋で働いてんだよ」

「なん……だと!?」

　やはり一樹は俺の言葉を聞いて驚愕している。

「前回初めて一緒になったんだが地獄だった」

「想像しただけでも身の毛がよだつ」

「最高の職場が最悪の雰囲気となっている。まじで終わった」

　俺と一樹と須々木と大塚の四人は、中一から中二の冬まで仲良しグループだった。

　だからこそ一樹は須々木と同じ職場ということのヤバさを理解してくれている。

「何か話したか？」

「ぜんぜん。というかめっちゃ塩対応というか関わらないで状態」

「そりゃ災難だな。ご愁傷様です」

　まぁ一樹に言ったところで現状が変わるわけではない。ただヤバさを共有してもらうだけだ。

「辞めた方が楽なんじゃないのか？」

「須々木がいる以外は最高の職場なんだよ。それにあいつに譲る気もない」

「須々木も負けず嫌いだからな。売られた喧嘩は買う主義だったし、泥仕合になりそうな予感がするな」

「まじかよ……終わってんなこの状況」

　そういえば須々木はバスケ部だったし空手も習っていたりで、男勝りなところもある奴やつだったな。アルバイトをしているってことは、今は何も部活をしていないみたいだが……

「でも、一時期は好きだったんだろ」

「……まぁな」

　今は悪いところしか目につかないが、一度は付き合った仲だからな。好きなところはたくさんあったが、悲しくなるので思い出したくはない。

「プラスに考えれば、時間が経たって打ち解けられて復縁なんて未来もあるかもしれない」

「完全に俺を拒絶しているみたいだから、それはないな」

「なくはない。人って些さ細さいなことで喧嘩するし、些細なことで好きになる。何が起きても不思議ではない」

　できれば須々木と仲直りができればとは思うが、勝手に向こうが突き放してきているだけであり、原因がわからない時点で修復は不可能だ。

「まぁ何かあったら教えてくれ。外野の俺からしたら面白い状況でもあるからな。いつ波乱が起きてもおかしくない」

「おいおい他人ひと事ごとだな」

「きっとバチが当たったんだよ。ただでさえ地葉と城木さんに挟まれている状況だからな。世の男子の恨みが七渡に向けられているんだ」

　確かにこの仕打ちは呪いか何かとしか表現できない。献血にでも行ったりと、人のためになることをこれからしていった方が良いかもな。

「それよりも地葉と城木さんのことは大丈夫なのか？」

　一樹にもっと大きな悩みについて聞かれてしまう。

「二人とも俺にとって大事な存在だから、めっちゃ悩んでいる」

　明らかに二人から好意を向けられており、俺はそれを見て見ぬふりしている状況だ。

　俺も高校生になり彼女が欲しいとも思っているが、どちらを選んでも今のグループに大きな亀裂が生じてしまう。

　須々木と会ったからこそ関係性が壊れるのが恐こわくなっている。翼も麗奈も、俺の答え次第で須々木みたいになってしまう可能性があるからな。

「どちらとも付き合うとかは止やめておけよ」

「そんなことするわけないし、二人だって嫌だろ」

「そういうことだ。絶対にどちらかを傷つけることになるのさ」

　もしかしたらの話だが、しばゆーだって傷つけることになるかもしれないからな。まだ確証は得ていないが、俺に気があるかもしれないし。

　悲しいことに、誰を選ぼうがグループの崩壊は待ったなしだ。

「わかってるよ。でも……どれだけ悩んでも今は答えが出ないんだ」

　悩みは尽きないが、選択をしなければならない時は必ず来る。

　一番大事なのは後悔しない選択肢を選ぶことだろう──
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「はぁ……」

　六月も終わりが近づき、徐々に夏が近づいてきている。

　放課後になり、今からアルバイトへ向かわなければならない。今まではスキップでもしちゃう勢いでワクワクしながら向かっていたが、今では足に鉄球の重りでもついてんのかってぐらい足取りが重い。

　それもこれも須々木と一緒に働かなければならないからだ。

　かれこれ四度目だが、一切話すことのない無音の時間が苦し過ぎる。須々木も辞める気配がなく、俺の心が折れそうになっていた。

　俺はノックをして、中から何も返事がないのを確認してクレープ屋の控室へ入った。

「げっ」

　しかし、須々木は学校の制服から私服に着替え中だった。そのため、下着姿の須々木が見えてしまっている。

　綺き麗れいな肌が露あらわになっており、少し離れた位置でも骨格の美しさが見てとれる。

　俺はシャツの上からエプロンのようなクレープ屋の制服を着るだけなのだが、須々木はいつも私服のシャツを持ってきてそれに着替えてから制服を着ていた。

　更衣室が無いので控室で着替えていることは知っていた。だからちゃんとノックをして確認したのだが……

「ちょ、ちょっと！」

　須々木は俺に気づいて慌てて身体からだを隠した。イヤホンを外しているのが見えたので、どうやら音楽を聞いていたためにノックに気づかなかったみたいだ。

「俺はちゃんとノックをしたからな。俺は何にも悪くない」

「もしもし警察ですか？」

「通報してる!?」

　スマホで通話を始めている須々木。ふざけんなしっ！

「冗談よ、まだかけてはない。土下座すれば許してあげなくもないけどどうする？」

「まじかよ……」

　何故か俺が悪いことになってら。なんて理不尽な奴だ……

　許してもらいたいが須々木に土下座をするほどプライドが無いわけではないので、俺は翼のお姉さんがやっていた土下座を真似まねした。

「すみませんでした」

　両手で両耳を引っ張りながらの謝罪。これも国によっては土下座に近い意味になる。

「ふざけてるのかしら？」

「インド式の土下座だよ」

　俺の説明を聞いて少し吹きかけた須々木。

　それが恥ずかしかったのか慌てて背中を向ける。しかし、まだ服を着ていなかったので、ブラの紐ひもだけしかない綺麗な背中が見えてしまっている。

「なんなのよ、まったく……」

「とりあえず服を着てくれ。俺は後ろ向いてるからさ」

　なんとか事なきを得たが、初手から波乱過ぎる。今日は嫌な予感がするな……

「ほんと最悪ね。そもそもこの店は男子のスタッフがいないから応募したというのに、何であなたが採用されてるのかしら」

「別に応募が無かっただけで男子禁制じゃなかったからな」

「どうせクレープじゃなくて女でも作りに来たのでしょ？」

「そんなわけないだろ。ここはパティシエになるための初めの一歩だったんだよ」

　俺の言葉を聞いて再び吹き出しそうになっている須々木。絶対、馬鹿にしてんだろ。

「……ほんと、あなたって変わった人ね」

　その言葉を聞いて、とある記憶を思い出した。

　七渡って変わってるから好き。そんなことを須々木に言われたことがあった。

　俺は自分で変わっていると自覚していないのだが、須々木から見れば俺は変人だったらしい。そして、そこが俺の好きなところだったみたいだ。

「いらっしゃいませ」

　俺が昔のことを思い出している間に、お客さんが来ていて須々木が対応していた。

「あずき抹茶アイスクレープ一つ」

　ガムをくちゃくちゃと噛かみながらオラオラしている若い男のお客さん。

「連れ待たせてるんで早く作れや」

　偉そうな態度が鼻につくが俺達は黙って作るしかない。

「少々お待ちください」

「一分以内に作れよ～」

　クレープ屋の客層は若い人が多いこともあり、このお客さんのようにガラの悪い不良みたいな奴も来るんだよな……

「お前可愛かわいいな。どこの高校通ってんの？」

「はぁ……」

　溜ため息いきだけついて男の言葉を無視する須々木。

「シカトかこら？　舐なめてんじゃねーぞボケ」

　店の壁を蹴って苛いら立だちを露わにしている男。男が絶対的に悪いのだが須々木の愛想の無い態度が相手の神経を逆さか撫なでしてしまっている。

「お待たせしました」

　須々木に代わって俺がクレープを手渡すと、そのクレープを須々木の方に投げ捨てた。

「あっ、落としやがった。さっさともう一回作れや」

　おいおい、せっかく作ったクレープを粗末に扱うなんて……万死に値するだろこれ。

「どいつもこいつもクズばかり」

「あぁん？」

　男の対応を見て愚痴をこぼす須々木。拳を強く握っていて怒りで震えているのが伝わってくる。

「客をクズ呼ばわりなんて、なんちゅう態度だてめぇ？　今からてめぇの素行をスマホで録画して全世界に発信してやるよ。はい炎上確定、はいお前の人生終わった～」

　ポケットからスマホを取り出して録画を始めようとする男。須々木は慌ててしゃがみ込み姿を隠した。

　俺は急いで客側に出て男の元に駆け寄る。

　もうクビになってもいいや。須々木とも離れられるしちょうどいいかもしれない。

「なんだてめぇやんのかコラ」

「やるやる。めっちゃやる」

　俺は撮影しているスマホに映らないよう男の懐に入り、キスすんのかというくらいの距離で睨にらみ返す。

「きめぇんだよてめぇ、ぶっ飛ばすぞ！」

「クレープに謝れよ！　クレープだって俺にとっては家族なんだよ！」

　後あと退ずさりする男に離れないよう詰め寄る。喧けん嘩かになっても勝てそうにないが、もうクビになってもいい俺は無敵状態なので態度だけは勝とう。

「逃げんなよオラぁ！」

「店員だろお前っ！　何でむしろ攻勢になってんだよ、頭イかれてんのかよ」

　これだけ相手に強気で来られたら、喧嘩を吹っ掛けた方もビビるだろ。それだけ自信があるのなら、めっちゃ強いんじゃないかってな。

「くそが！　クレームの電話入れてクビにしてやるからな！」

　そう言いながら走って逃げだした男。何とか追い払うことに成功したみたいだな。

「むしろ歓迎だっつーの」

　あの男の腹の虫が収まらず、言葉通りオーナーの元に嫌がらせの電話を掛け続けることになるかもしれない。

　他の店の店員さんも見ていたことだし、周りからも告発されてクビだろうな。

「もうあいつなら消し飛んだぞ」

　従業員側に戻ると、しゃがみ込んで隠れている須々木の姿があった。

「馬鹿じゃないのあなた」

「俺は馬鹿だよ」

　男が投げて床に落ちたクレープを片付ける。すると、須々木も掃除を手伝ってきた。

「……ありがと。助かったわ」

　小さな声で感謝を述べてくる須々木。意外にもまだ人の心を有していたみたいだ。

「別に須々木のためにしたわけじゃない。クレープを粗末にする奴やつが許せなかっただけだ」

「なによそれ」

「でも良かったな。これで俺もクビだろうし、俺が消えて快適になるんじゃないか？」

　クレープのために生きてクレープのために死ぬのなら、たとえクビになっても清すが々すがしい気分だ。

「あなたがクビなら、代わりに私がクビになる。原因を作ったの私なのだし」

「なんでそうなんだよ」

　須々木は喜ぶと思っていたが、何故なぜか自らクビになろうとしている。

「というかセットでクビじゃないかしら？　客にあり得ない対応してましたってね」

「それもそうだな……お互い負けず嫌いだし、客にへりくだることができなかった」

「そうね。たとえ仕事中でもあんなクズみたいな人には媚こびられない。負けず嫌いってのは接客業に向いていないようね」

　俺はこの日が最後の仕事だと思って残り時間を過ごしていると、少しだが寂しい思いが込み上げてきた。




「お二人ともお疲れ様です」

　アルバイトの終了時間になると、オーナーの田中さんが現れた。

「「お疲れ様です」」

　須々木と声を揃そろえて挨拶を返す。田中さんが普段の優しい表情とは異なり、少し困惑した表情をしているのであの件が伝わっているのだろう。

「お客様から店員に怒鳴られたさっさとクビにしろ、ネットで悪評を書き込みまくってやるからなとクレームの電話が何度もありましたよ」

「……すみません」

　あの野郎、ビビって逃げたくせに電話でクレームしまくるとか卑ひ怯きような奴め。

「周りの店舗の人から、あなたの店の従業員はどうなっているのと問い合わせがありましたよ」

「……すみません」

　優しい田中さんに迷惑をかけてしまったのは本当に心苦しいな。

「責任取って辞めます」

「あなたは何にも悪くない。私が辞めるから」

　クビと言われる前に辞める意思を伝えたが、須々木は私がと邪魔をしてくる。

「二人とも辞める必要なんて無いですよ。何があったかは詳しく知りませんが、二人とも悪くないと思いますし、悪いのはお客様の方だと思っています」

　意外にも俺達を擁護してくれる田中さん。

「とても二人の方からお客様に何かをするとは思えません。きっとお客様から失礼なことをされ、二人は自分達を守るために何かをしてしまったのだと思っています」

「……でも、それでもお店にとっての最善の行動では無かったと思います。その責任は俺にあります」

「私が原因なのだけど。あなたは悪くないから」

　俺が辞める方向へ持っていっても、それを頑かたくなに阻止しようとしてくる須々木。

「何にも心配はいりませんよ。私はたった一人のお客様よりも、お店で頑張って働いてくれている従業員の方が大事だと考えていますから。それってサービス業のオーナーとしては失格だと思いますけど」

　なんて優しいオーナーさんなのだろうか……もはや眩まぶしくて見えない。

「田中さん……そんなことないですよ。田中さんは俺にとって理想のオーナーです」

「私もそう思います」

　俺が自虐をする田中さんをフォローすると、須々木も賛同してくれた。

「二人とも何の処分もありません。でも、責任を感じているのならば、その分これからもお仕事を頑張っていただけると嬉うれしい限りです」

　そんなこと言われてしまえば、今後も頑張り続けるしかない。

　結局、どちらもクレープ屋を辞めることはなく、珍しく正義が報われる形となった──







第５章　ミラーマッチ







　　　●須す々す木き●




　私が七なな渡とと出会ったのは中学一年生の五月ごろだった。

　女子バスケ部に入った私は持ち前の身体能力もあり、一年生ながらにレギュラーの候補として注目される存在だった。

　しかし、上下関係が強い女子バスケ部の先輩達から見ると、私の存在は目障りだったみたい。

　可愛くて運動神経も良くてというのは妬みしか生まなかったようね。私が先輩だったら憧れの対象にでもなっていたのだろうけど。

　それでも私は強気な性格もあって、先輩達に何かされても言い返すことが多かった。

　小学校の頃から空手も習わされていたし、喧嘩になっても負けはしないと歯向かう姿勢を見せていた。

「じゃあ今日の片付け当番は大おお塚つかね。みんな撤収～」

　何故か後片付けを美み波なみ一人に押しつけている先輩達。しょうもない人達ね。

「一人でやるのは効率が悪いのでみんなでやりましょう」

　私は後輩に理不尽を押しつける先輩に異議を唱えた。

「じゃああんたら二人でやれば？　みんな体育館出るよ」

　他の一年生は先輩に怯おびえながらもぞろぞろと体育館を出ていく。人って冷たいなとは思うが、私に賛同して先輩に目を付けられてしまうことを恐れる気持ちも理解できた。

「ごめんね育いく美みちゃん」

　一緒に片付けをしていると美波は私に謝ってきた。

「あなたも黙ってないで少しは言い返してみたらどうなの？」

「……そんなの、できっこないよ」

「そんな気弱だから先輩達のおもちゃにされるのよ」

　美波は容姿が良いので先輩達からの妬みの対象にもなり、私みたいに歯向かわないので嫌がらせを受けていた。

「後は私がやっておくから、先に帰っていいわよ」

「良いの？　ありがと」

　先輩がまだ私達の様子をチラ見しに来ていたので、嫌な予感がした私は美波を先に帰らせた。

「ふぅ……ようやく終わったわね」

　バスケットボールが詰まった大きなカゴを体育倉庫に仕し舞まい、片付けを終えた。

　先輩達が何か言いに来るかと思ったけど、何もしてこなかったのは拍子抜けだった。

「ちょ、ちょっと！」

　しかし、体育倉庫の扉が急に閉まり、鍵を掛けられた音がした。

　や、やられた……外から微かすかに先輩達の笑い声が聞こえてきた。

「開けて！」

　扉を何度も叩たたき叫ぶが、外からの反応は何も無かった。

　きっとこのまま放置するつもりなのだろう。先生に言いつけてやらないととも思うが、中に人がいるのに気づかなかったって言って誤ご魔ま化かしてくるかもしれない。

　いや、それよりも今は外に出ないと。ここで一晩過ごすなんて絶対に嫌。

　それに電気が壊れていて、中は真っ暗となっていた。私は寝る時も電気を点つけっぱなしにするほど暗所恐怖症なので、身体からだの震えが止まらなくなってしまった。

「ふざけないでよ……」

　絶望に襲われ、扉の前に膝から崩れ落ちた。

　扉の隙間から見える僅かな光でも見ていないと、気が滅め入いってしまう。

　人前や学校とかでは泣いたことのない私だったけど、流石さすがにこの状況は涙も出てくる。

「誰か……お願い」

　届かぬ願いを口にした。もう部活の終了時間だったこともあり、これから体育館へ来る人などいないだろう。両親も私が帰ってこないと心配するだろうけど、こんな場所にいるなんてわからず見つけてはもらえない。

　私は自分の身体を強く抱きしめて、少しでも震えが収まるよう必死にもがいた。

「うわっ、ビックリした!?」

　何故か扉が開き、扉の前にしゃがみ込んでいた私を見て驚く男の声が聞こえた。

　顔を上げると、そこには一人の男が立っていた。

「女バスの須々木じゃん」

　相手は私のことを知っているみたいだが、私はその男のことを知らなかった。

「えっ……何でここに？」

「女バスが練習終わったみたいだから、体育館で居残り練習しに来たんだよ。今日は男バスが体育館使えない日だったけど、ライバルと差を埋めるために自主トレだ」

　まさかの放課後練習なんてするバカ真ま面じ目めな男子が体育館へ来てくれた。

　でもそのバカ真面目さに助けられた。安あん堵どで震えも収まってきてくれた。

「というか、それはこっちの台詞せりふなんだが。何でこんなとこにいんだよ」

「運悪く閉じ込められてたの」

　先輩に閉じ込められたことは隠した。この男を巻き込むわけにはいかなかったから。

「ドジっ子かよ……って、泣いてるのか？」

「泣いてないけど」

　私は慌てて涙を拭い、何事もなかったかのように立ち上がった。

「というか須々木って一年なのにめっちゃバスケ上手うまかったよな？　俺にも教えてくれよ」

「別にいいけど、どこのどいつなのか名を名乗りなさい」

「男子バスケ部の天海あまみ七渡だよ。影薄いな～俺」

　七渡はカッコつけながらシュートを打ったが、リングにかすりすらしなかった。

「シュートフォームが腐ってるわね。下手過ぎないかしら？」

「下手だから練習してんだろ」

　その後は下手な七渡にバスケを教える時間が始まった。

　センスの欠片かけらもなかった七渡に呆あきれながら教えていたけど、その時に初めてバスケって楽しいなとも思うことができた。

　これが私と七渡の初めての出会いであり、それからも私を助けてくれたお礼という名目で七渡と毎日一緒に放課後練習をしていた。

　七渡が密ひそかに頑張っていることを聞きつけた一いつ樹きと、私が誘った美波も加わって、いつしか仲良し四人組ができていた。

　みんなで練習する時間は本当に楽しくて、毎日が幸せな時間だった。

　結局、私と美波は先輩達にはめられて部活を退部に追い込まれることになり、放課後に練習することもできなくなった。でも、その代わりに放課後に一緒に練習ではなく、一緒に遊ぶようにもなった。

　私は何があってもみんなには一切、弱音とかを吐かないようにしていたのだけど、七渡は私のことをずっと気にかけ、いつも助けてくれていた。

　いつしか七渡のことが好きになっていて、勇気を出して告白もした。

　それで付き合うことになったのだけど、美波から七渡が他の中学の女とも付き合っていることを知らされて全てが壊れてしまった。

　信頼していた分、そのショックは計り知れなかった。

　七渡だけは違うと思っていたのに、やっぱり人間なんてみんなクズなんだって。

　結局三日で別れを告げて、それからはずっと一人で殻に閉じこもっていた。

　美波だけは黙って一緒にいてくれて、その後も同じ高校へ通い今でも一緒だ。

　七渡のことはずっと思い出したくない存在だったのだけど、時間が経たって冷静になったこともあり、私にはある疑問が生じていた。

　それは、本当に七渡はあの時に二股をかけていたのかということだ。

　美波は私に七渡が別の女と二人で写っている証拠写真とか、ＳＮＳでのやり取りなんかを見せてきたから本当だと信じていた。

　あの時はショックで冷静に考えられなかったけど、七渡はそんなことをする人じゃなかったと今では思う。

　美波が見せてきた証拠も、ショックでそんなの見たくないと詳細には見ていなかった。

　そんな心残りを抱え始め、七渡のことを思い出す日が多くなっていた。

　もう一度会ってあの時の真相を確かめたいとは思っていたのだが、別の高校に進学をした七渡とはもう会うことはないと諦めていた。

　だけど、奇跡的に同じアルバイトを始めて、再び出会ってしまった。

　これはきっと何かの運命なのかもしれない──




　登校するため、私は美波を家まで迎えに行った。

「おはよ～育美ちゃ～ん」

　欠伸あくびをしながら私にもたれかかる美波。

「ちょっと近いわよ」

　美波はやたら私に距離感が近く、べたべたとしてくる。油断していると平気で胸やら尻やら足やらを触ってくる。

　突き放すとすぐに拗すねるので我慢するしかない。まぁそこまで嫌じゃないのだけど。

　美波がいなくなると私も一人になってしまうので、優しくしてあげないといけない。新しい学校でも私達は孤立しているし、美波が唯一の拠より所でもある。

「なんか今日元気無くない？」

「ちょっと考え事しててね」

　七渡とアルバイトが一緒になってから、常にあいつのことを考えてしまっている。

　この前も私を見捨てずに、嫌がらせを続ける悪質なクレーマーを撃退してくれた。

　私のことなんか嫌いなんだろうけど、それでも私を助けてくれた。相変わらずお節介というか、ウザいくらいの優しさを持ち合わせている。

　まぁそんな変わらないところを見て、少し安心もしていた。

「どうなの、そっちのバイトは？」

「暇だから楽だよん。話が合う子も一人いるしね」

　私に合わせて近くのジュース屋でアルバイトを始めた美波。ちゃんとお仕事できるか心配だったのだけど、難なくこなせているようだ。

「美波と話が合うとか稀け有うな人もいたものね」

「柚ゆず癒ゆちゃんって言ってね、なんかあたしと同じ匂いを感じるんだよね」

　美波は昔と比べると随分とお喋しやべりになった。それも七渡とか一樹と遊んでいた時に話し始めるようになり、よく笑うようにもなった。

　私のせいで巻き添え食らってあの二人と縁を切る形になったので、その点は美波に負い目を感じている。

「育美ちゃんの方はどうなの？」

「……天海がいるの」

「えっ!?」

「天海と一緒に仕事してる」

　七渡と同じ職場であることを伝える。話すと心配されそうなので隠そうとも思っていたが、後になってバレた時のことを考えると先に言うしかない。

「最悪じゃんか……駄目だよそんなの」

　目が泳ぎ、酷ひどく動揺している様子の美波。

「私もふざけないでよって思ったのだけど……」

　最初はふざけるなと思っていたのだが、今はそんな日があってもいいとも感じている。

　とはいえ、七渡を前にすると何も話せずにいた。どうしても突き放す態度を見せてしまい、歩み寄ることすらできていない。

「仲直りとかしたいの？」

「……よくわからない」

「素直じゃないね育美ちゃんは。そういうつもりなら、あたしも協力してあげる」

　昔から素直じゃないとはよく言われる。思っていることと真逆のことを言ってしまう時もある。

　そんな私の性格も理解していた七渡は、いつも私に気を使ってくれていたわね。

「いいわ、余計なことしないで」

「うん。余計なことはしないよ」

　何か企たくらんでいる様子の美波。美波の性格ならあまり表立って何かすることはできないので、特に気にすることもないか。余計なことはしないみたいだし……




　　　　▲




　放課後になり、アルバイトのためクレープ屋へ向かった。

　何故なぜ、七渡は男なのに珍しくクレープ屋で働いているのか疑問に思ったけど、そういえば七渡も甘い物が好きで一緒に仲良くクレープを食べたことがあったことを思い出した。

「おぅ」

　控室に入ると、既に七渡が準備を終えていた。

　私は挨拶を返そうと思ったが、喉の奥がきゅっと詰まって何も言えなかった。

　七渡は私が着替えることを察して外へ出てしまい、挨拶を返すタイミングを失った。

「何をビビっているのかしら……」

　人に対しては恐こわいもの知らずなはずなんだけど、何故か七渡にはビビってしまっている。

　私は両手で両りよう頬ほおを叩たたいて気合を入れる。言えない自分に負けたくない。

「おはよう」

　私は店に出ると同時に挨拶をした。

「えっ、あっ、お、おはよう」

　七渡は私から挨拶してくると予想してなかったのかテンパっている。七渡の困った顔って面白いから、昔は脅かして困らせることも多かったっけ。

「この前はありがと」

「だから自分のためにやっただけだって」

　七渡は昔からそう、こっちは感謝してるのに自分のためだって言って受け取ってくれない。それが好きなところでもあったのだけど。

「そっちの高校ってどうなの？」

　私は用意してきた話題を出してなんとか話を繋つなげる。

「あんまり中学の頃と変わんねーな。部活もやらなくなったから、勉強するだけって感じもあるけど」

「あなたバスケのセンスとか無かったものね。やめて正解だと思う」

「うっせーな」

　あー……また冷たいこと言ってしまった。まぁ事実なのだけど、もっと優しい言い方ができないと。

「彼女とかはできたの？」

「いや、できてないけど」

「そう」

　七渡の返事を聞いて何故かホッとした気持ちになり、身体からだが軽くなった気がする。

「そっちはどうなんだ？」

「いないけど」

「そうなのか……前にこのショッピングモールで大塚と須々木の二人が男子四人組と遊んでいたところを偶然見たんだけど」

「強引に誘われてついて行ったのだけど、つまらないから先に帰ったわ」

　どうやらあの日のことを見られていたみたいだ。クラスの男子に誘われたからついて行ったけど、下心丸出しなのが見てとれてほんと不快だった。

「冷たいな」

「しょうもない男と一緒にいる時間なんてもったいないじゃない」

　隙あらばボディータッチしようとしてくる男子。カラオケで私の方を見ながら歌い始める男子、ボウリングでストライク決めたわけでもなく、三本倒しただけなのに触れたいがためにハイタッチしようとしてくる男子、そのどれもが不快だった。

「周りを見下し過ぎだろ」

「……それは天海のせいでもあるのよ」

「俺？」

「なんでもない」

　私にはどうしても男を見ると七渡と比べてしまう癖がある。

　七渡より良い男と付き合わないと、何か負けな気がして嫌だった。だから七渡と比べてこいつはどうだろうと見るようになった。

　でも七渡より良い男なんてどこにも見つからなかった。それは本当に世の中が嫌になりそうなほどね。

「悪い、ちょっとお手洗い行ってくる」

「ええ。早く戻ってこないと減給よ」

「そんな権限あんのかよっ」

　七渡がお手洗いと言って慌てて店を出ていった。こういう時に限ってお客さんがたくさん来そうで嫌な予感がしてしまう。

「いらっしゃいませ」

　ほらやっぱり来た。早速一人の女子高生が来店してしまった。

　けど、目の前にいるギャル系の派手な女子高生はキョロキョロとしていて、何かを探しているように見える。

　この人、どっかで見たことがあるわね……

「七渡スペシャル一つ」

「は？」

　意味不明な注文を受け、相手がお客さんなのに思わず、は？　と声が出てしまった。

　ただ七渡という名前を出している。七渡の知り合いなのだろうか？

「通じないの？」

「す、すみません」

　通じるわけないじゃない!?　七渡スペシャルなんてメニューは無いのだけど！

「おっかしいな～今日は七渡がバイトの日のはずなのに」

　どうやら七渡の知り合いみたいね。しかも七渡と名前で呼んでいるので、親しい仲なのかもしれない。

　そうだ、思い出した！

　この人……中学の時に校則無視しまくっていた問題児ギャルの地ち葉ば麗れい奈なね。何故か中三の時に七渡と親しくなっていて、腹が立った記憶がある。

　少しギャル度が控え目になっていて気づけなかった。普通、女子高生になったらよりギャルになっていくのに、何でこの人はその逆を行ってるのかしら。

　あの白いスカートは七渡と同じ駒こま馬ば高校の制服だ。めっちゃ頭悪いって聞いてたのだけど、何で七渡や一樹と同じ進学校に通えているのだろうか？

　もしかして裏口入学ってやつ？　それとも、こんな感じで実は天才なのかしら？

「七渡スペシャル食べたい～」

　いや、見た目通りめっちゃ馬鹿っぽい。というか七渡スペシャルとか馬鹿ね。

「もしかして天海の彼女か何か？」

「でぇ!?　いや、その、はっきりは恥ずかしくて言えないから察してよといった感じ」

　何を言ってるのかしらこの人は？　七渡は誰とも付き合ってないと言ってたから、きっとこの人の片かた想おもいなのだろう。

　七渡がこの人と付き合うとは思えないし、この人に負けたとなると怒りのあまり憤死してしまいそうだ。

　これはあれね？　さては悪質なストーカーね？　きっと七渡に取り憑つくように、七渡がここで働いていることを知って会いに来たんだ。

　七渡はきっとこの人に気づいてトイレ行くフリして逃げたんだ。点が線になった。

「天海なら今日はいないわよ」

「え～最悪。もしかして勘違いしてたかな？」

　ガッカリした様子で去っていった。これで少しでもこの前の借りを返せたかしら。

「すまん、待たせたな」

　女が去っていってすぐに七渡が戻ってきた。やっぱりあの人と会うのが嫌だったのね。

「あなたも色々大変ね」

「え？」

　わざわざ追い払ってあげたと言うのも恩着せがましいので、追い払った事実は黙っておこう。

「あっ、お客さん来た。俺作りたいから、注文とレジ頼む」

「はいはい、ほんとクレープ馬鹿ね」

　クレープ作る方が大変な仕事なのに、いつも自分が作りたいから任せろと言ってくる。

　おかげで私は楽できて助かっているし、七渡が真剣にクレープを作っている姿を見るのはちょっと面白い。

「「ありがとうございました」」

　クレープを渡し終え、七渡と一緒にお客様を見送る。七渡とは昔は息が合っていたこともあり、共同作業もスムーズにできる。

　アルバイトなんてお金貰もらうために嫌なことをするという考えだったのだけど、今は七渡がいるおかげで楽しくお金を稼げている。

　七渡といると楽しい。やっぱり私は──
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　放課後になり、しばゆーと一緒にショッピングモールへ来ていた。

　今日は七渡がアルバイトと聞いていたはずなので、特製の七渡スペシャルクレープを作ってもらおうと思ったんだけど店には姿が見当たらなかった。

　店員さんも天海はいないと言っていたので、聞き間違いだったのかもしれない。もしくは、七渡も今日がアルバイトだと勘違いしていたとか。

　そういえばあの女の店員、どっかで見覚えがあったんだけどなぁ……

　駄目だ思い出せない。でも、なんかもの凄すごく嫌いな声だった。

「あれ？　天海っちにクレープ作ってもらえなかったの？」

　あたしが手ぶらで戻ると、しばゆーが心配そうに駆け寄って来た。

「いなかった」

「何でだろうね……柚も今日はバイトって聞いたけど」

「もしかして今ごろ城しろ木きと七渡が内緒で何かしてたりする？」

　あたしは最悪な展開を想像してしまう。

「それは絶対に無いよ、翼つばさちゃんも今日はバイトだから。麗奈んがクレープ屋に向かった後、柚はこっそりと翼ちゃんの様子を見に行ったからね」

「なんだ、それなら大安心」

　最悪の場合を想定してしまったが、城木は今日もバイトだったか。

「でも変だね……まさかの翼ちゃんでも麗奈んでもない別の女ができてたりして」

「なんだって!?　まじでどうしよう、そんなぁ……」

　ライバルは城木だけだと思っていたけど、まさかの刺客がいつ現れても不思議ではない。

　だって七渡ってめっちゃ良い男だし、優しいから色んなところでフラグ立ててそうだもん。

「冗談だよ冗談。麗奈ん、天海っちのことになると馬鹿になるよね」

「脅かさないでよ。って馬鹿って言うなし！」

　心配し過ぎてしばゆーに馬鹿にされた。好きな人のことには誰だって馬鹿になっちゃうもんでしょ。この前も家で七渡との妄想してたら、いつの間にか四時間も経たってたし。

「というか、そろそろ次の手を打たないとヤバいんだけど」

　恋人のフリ作戦は成功したが時が経つにつれて歓迎ムードは風化していき、周りからの注目も薄れてきた。

　城木が七渡と二人きりでデートしたり、前みたいに学校で七渡へ抱き着いたりすることも封じている。

　防御は完璧なのだが、攻めができない。あくまで恋人のフリなので七渡と二人きりでデートとなると話が違うってなるし、断られるとシンプルに泣いちゃう。

　フリというスタンスが逆にあたしの行動も封じてしまっている事態に陥っている。城木も現状を受け入れているみたいだが、しれっと裏で何か企てている可能性も考えられる。

「どうしたいの？」

「七渡にギュッと抱きしめてもらいたい」

「欲望丸出しじゃんか」

「イチャイチャしたいの～でも二人きりで遊ぶこともないから難しいの～」

　最近ではみんなアルバイトを始めちゃったから、七渡と放課後遊べる日も少なくなってきている。

　あたしも来週から廣ひろ瀬せが働くスポーツ用品店でアルバイトを始めちゃうから、さらに減ってしまうことになる。

　そう考えると、めっちゃ寂しい。七渡が足りな過ぎる。

「勉強会と称して家に誘うってのは？　丁度そろそろ期末テストも控えてるしさ」

「う～ん……きっとどこかのカフェとか図書館とかで勉強しようってなっちゃう」

　七渡を家に呼んであたしの部屋で一緒に勉強かぁ……

　何それエロっ!?　実現したらヤバいでしょ！

「二人きりってのも難しいかも。みんなを誘って勉強会しようってなっちゃうだろうし」

　一瞬興奮したけど、冷静に考えればそんなイベントは起こせそうにない。

「天海っちにどうしても二人でって言えば聞いてくれそうだけど」

「七渡は優しいから我わが儘ままは聞いてくれると思うけど、我儘言い過ぎると悪い印象を持たれちゃうかもしれないからさ」

　面倒な女だと思われたくはない。城木という強力なライバルもいるので、七渡にマイナスイメージを持たれると、その分城木にはプラスになってしまう。

「柚が翼ちゃんを誘って二人で勉強会するから、じゃあ私達は二人でって流れは？　去年は二人で勉強することも多かったんでしょ？」

「それならまぁ……去年は二人で勉強ばっかしてたけど、家で一緒にするとかはなかったかな」

　あの頃は一緒にいられるだけで幸せだったけど、今はもう七渡に触れられながら勉強しないと満足できない。髪とか触ってほしい！

「あれれ、柚癒ちゃんじゃん」

　あたし達の横を通り過ぎようとした女子高生が立ち止まって、しばゆーに声をかけた。

　別の高校の制服を着ているので、しばゆーの昔の知り合いだろうか……

「あー美波たん。今日はバイト休みでしょ？」

「うんうん別用」

　どうやら同じバイト仲間みたいだ。ということは城木とも知り合いなのか。

　派手な金髪ショートカットの女。そこそこ可愛かわいいけど、何か嫌い。

「なになにデートか何か？」

「お友達と相談してるだけ」

「なんだ、ただのお友達か」

　あたしの方を見てくる女。しばゆーを見る優しい目とは異なり、酷ひどく冷たい目であたしを見てきた。

「ほれほれ」

「ちょっとくすぐったいよ～」

　女はしばゆーに抱き着いてベタベタとしている。バイト仲間な割にはやけに親しいな。

　出会ってまだそんなに月日も経っていないだろうに……まぁしばゆーって誰とでもすぐに仲良くなれるからな。

「じゃあね柚癒ちゃん、また電話しようね」

「うん、いつでも電話してね」

　去っていく女を見送るしばゆー。どうやら電話までしている仲みたいだ。

「しばゆーさ、友達は選んだ方がいいよ」

「えええ、何で？」

「さっきの人、めっちゃ性格悪そう」

　少しやり取りを見ただけで何かを察してしまった。

　髪型、目つき、化粧、アクセ、話し方。そういうので相手がどういう人間かってのは意外と伝わってきたりする。

「あー確かにそうかも。話していると、そういうのひしひしと伝わってくるタイプ。あの優しい翼ちゃんとも仲良くできてないみたいだし」

「何でそれをわかってんのに仲良くしてんの？」

　意外にもあの女の性格が悪いことを理解していたしばゆー。

「性格悪いから嫌いってわけにはならないじゃんか。翼ちゃんは光って感じが好きなんだけど、美波たんは闇って感じがして好きなの」

「そんなん抽象的過ぎてよくわからん」

　相変わらず不思議なことを言っているしばゆー。

　好奇心旺盛なのは良いと思うけど、何か面倒なことに巻き込まれないか心配だな──
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　翌日。休み時間になり、しばゆーがあたしの元に来た。

　七渡は廣瀬や他の男友達と、好きな音楽の話で盛り上がっている。

「聞いたところ、天海っち勉強ついていけなくてヤバいみたいだよ」

「えーじゃあ教えてもらうのは無理か……」

　七渡を家に誘って勉強を教えてもらう構想があったけど、それは無理そうだ。

「逆に麗奈んは、この前の中間テストどうだったの？」

「クラスで五位だったけど」

「……麗奈んって見た目とか言動がちょっと馬鹿っぽいのに普通に頭良いよね」

「馬鹿っぽいは余計だっつの」

　前回の中間テストはみんな苦戦していたようだったけど、授業で説明していた問題ばかりだったのであたしからしたら余裕だった。

「でもそれだけ余裕ならこれはむしろチャンスだよ」

「何で？」

「逆に天海っちに勉強を教えてあげるって言えるじゃん。集中するためにマンツーマンでみっちりとって言えば家で二人きりだよ」

「にゃるほどん」

　七渡にはいっぱい勉強を教えてもらった恩があるから、その恩を返すためにも二人で勉強会は最適だ。

「家庭教師麗奈んの家族に隠れて秘密の濃厚やり過ぎ授業作戦でいこう」

「そんな下品に聞こえる作戦名は止やめてよ」

　七渡に勉強を教えるといった発想は無かった。しばゆーのおかげでまた良い作戦を実行できそうだ。

「麗奈んが天海っちに色んなこと教えてあげないとね～愛とかさぁ～」

「馬鹿なの？　七渡が困ってるならちゃんと真剣に教えてあげないと」

「めっちゃ真ま面じ目めじゃんか。もっと水着を着て教えるとかしないと」

「そんなことできるわけないでしょっ！」

　しばゆーがふざけた案を提示している。実際にやるとどうなるか頭の中で少し考えてみたが、そんなん恥ずかし過ぎて死んじゃうっての。

「柚はちょっとおトイレ行ってくるから」

「ほーい」

　しばゆーがお手洗いへ向かったので、七渡にどうやって勉強を教えたらより成果が出るか真剣に考える。

　七渡と家で一緒にお勉強か～考えただけでもニヤニヤしちゃう。

　ちょっと休憩って言ってあたしのベッドで横になっちゃったりして。

　そのまま寝ちゃってバレないようにキスとかできちゃったりして。

　そしたら七渡が起きて戸惑いながらもキスを続けてきたりしちゃって。

　七渡がその気になっちゃってベッドに押し倒されたりしちゃって。

　みんなには内緒なとか言われてされるがままになっちゃったりして。

　そしてそのまま責任取ってもらっちゃったりして。

　五年後には幸せな家庭を築いてたりしちゃって。

「麗奈さん顔赤いよ大丈夫？」

「ふえっん」

　妄想に耽ふけり過ぎていたため、隣に来ていた城木に気づかず、その声に驚いて変な声が出ちゃった。

「あれ？　あたしまだ十六歳？」

「何言ってるの？　まだ高校一年生だよ」

　妄想の中では五年後の二十一歳になっていたので、時間の感覚がおかしくなっていた。

「それでどうしたの城木？」

「いや、麗奈さんが一人で顔を赤らめながらもじもじしてたから、何かあったのかなと思って心配になったん」

　どうやら自分の世界に入り込み過ぎて、変な顔になってしまっていたみたいだ。これは恥ずいって。

「そろそろ期末テストが近づいてくるけど、麗奈さんは勉強大丈夫そう？」

「別に問題無いけど」

「そっか……七渡君は勉強で困っているみたいだから教えてあげようと思ってるんだ。麗奈さんも困っているなら一緒にと思ってたけど、大丈夫そうみたいやね」

　こんにゃろ……まったく同じこと考えていやがるな。

「七渡のことも大丈夫だよ、あたしが教えるから」

　こればかりは譲るわけにはいかない。また七渡と二人で一緒に勉強したいし。

「でもでも、麗奈さんも勉強大変でしょ？　誰かを教える余裕とかちゃんとあるの？」

「余裕ありまくりだから」

　城木はけっこう頭が良いみたいだ。中間テストでもクラスで三位だったし、この高校への受験も余裕だったようだ。

「七渡君が苦戦していた数学のテストは何点やった？　ウチは84点やったけど」

「あたしは87点だったけど」

　城木はテストの点数でマウントを取ろうとして来たが、あたしだって負けていない。実際には81点だったけど、遠目から見たら87点に見えなくもないから。

「というか、あたしのが先にそうするつもりだったから。中学の時から七渡と一緒に勉強してきたんだもん。七渡に勉強を教えるのはあたしだから」

「そんなの自分勝手過ぎるよ」

　珍しく怒った目であたしを見てくる城木。あたしも負けじと睨にらみ返す。

「なんか文句あんの？」

「七渡君に恋人のフリをしてもらうのも、七渡君の気持ちとか考えないで自分勝手だと思う。自分が良ければ何でもいいって考えてるの？」

「それは、悪いと思ってるけど」

「麗奈さんの行動でウチは散々な目に遭っているの。一緒に話すのもままならないし、楽しみにしていた外で遊ぶこともできなくなって、代わりにウチの家で遊ぶことになったんだから」

「……ん？　ちょっと待って」

　今、七渡と二人だと外で遊べなくなったから、代わりに城木の家で遊ぶことになったって言ってたな。

　むしろプラスになってんじゃん!?　あたしがしたいこと既にしてんじゃん!?

「ざけんなし、それならあたしに譲ってよ」

「何でそうなるの！」

　やっぱり城木は裏でやることやっていた。それなら、より譲る気はない。

　家で遊んだとかズルいし……城木のことだから七渡に抱き着いて何かしてたかもしれないし。だったら、あたしだって家に呼ぶために勉強を教える役割を絶対に担いたい。

「駄目なものは駄目なの！」

「麗奈さんはほんと勝手だよ！」

　お互いに声を荒らげたため、クラス中の視線があたし達の方に注がれてしまう。

「お、おい、どうしたんだ？」

　その様子を見て、七渡があたし達の元に慌ててやって来た。

「あたしが七渡に勉強を教えてあげるね」

「ちょ、ちょっと」

　先手必勝だ。もう城木に隙なんか与えない。

「俺が原因で何かあったのか？」

「七渡君は関係無いから安心して、ちょっと麗奈さんがね……」

　困っている七渡を安心させようとする城木。そのウチは七渡君の味方だよという姿勢も見ていてムカつく。

「関係あんじゃん、自分だけ良く見せようとしないでよ」

「何でそんなこと言うの？　もう知らないっ！」

「知っとけ！」

　吠ほえられたので吠え返した。

　本当なら今頃あたしは七渡と楽しい高校生活を送ってたのに、城木がストーカーのように七渡を追ってきて、あたしの邪魔をし始めた。

　でもそれはあたしから見た状況で、城木にとってはあたしが邪魔なのかもしれない。

　そんな立場の二人が仲良くできるはずがないんだって──




　　　＋七渡＋




　休み時間中、急に口くち喧げん嘩かを始めた翼と麗奈。

　俺は一樹やクラスの友達と話していたので、どういった経緯で口論になったのかはわからなかった。

　俺が二人の間に入ると、しばゆーと一樹も加わってくれて、しばゆーが翼をなだめて俺と一樹が麗奈を落ち着かせた。

　俺達の誘導もあって二人はその場でごめんとは口にしたが、お互いに顔も合わせていなかった。

　結局、その後の二人は口も利いておらず、そっぽを向いて反発し合っている。

　二人に聞いても詳しい原因は話してくれなかったが、麗奈ははっきりと俺が関わっていると翼との口論の際に口にしていた。

「天海君が彼女いるのに城木さんとも仲良いから喧嘩したんじゃない？」

「城木さんも天海君の幼おさな馴な染じみらしいしね。色々とこじれてそう」

　教室で誰かが俺達の噂うわさをしている声が聞こえてきた。勝手に根拠のない噂が広まらなければいいのだが……




　昼休みになり、みんなで食事を始めたが雰囲気は悪く空気が重くなってしまっている。

「翼ちゃん、今日の弁当も美味おいしそうだね」

「……そうだね」

　しばゆーが翼に明るく話しかけるが、翼は今はそっとしておいてといったような感じだ。

「地葉もようやくこの前バイト始まっただろ？　どうだった？」

「……別に」

　一樹も気を使って麗奈に話しかけたが、塩対応をされてしまっている。

　しばゆーと一樹は俺の方を見て、なんとかしてよという目を向けてくる。

　どうにか二人を笑顔に……せめて楽しい空気を生みたい。俺の面白いトークで場の空気を変えるしかないな。

「俺さーこの前、夜に自転車でコンビニに行ったんだよ。買い物終えて歩いて帰ったんだけど、家に着いた後に気づいたんだよ。やべぇ、自転車忘れたって。馬鹿だよなははは」

「…………」

　あれ？　おかしいな……俺の頭の中では、今のでみんな笑って楽しい空気が生まれるはずだったのに。

「鍵とか財布忘れることはあるけど、自転車忘れたのは俺ぐらいだな」

「…………」

　みんなはだから何って顔をしている。凍り付くような地獄の空気だ。

　俺が子供の時、正月に両親がおせちをネットで予約注文したことがあった。

　ネットで見たおせちはたくさんの美味しそうな料理で彩られていて、みんなでおせちが来るのを楽しみにしていた。

　注文していたおせちが届き家族で食べることになったが、いざ蓋を開けたら中身はスカスカで茶色の不味まずそうな具材しか入っておらず、ネットの写真とは大きく異なっていた。

　食べる前から食い散らかしたようなおせちを前にして、両親共に大きなショックを受けてその場の空気が凍り付いた。

　今の状況は、あの時の空気を思い出す。泣き叫びたくなるような衝動に駆られる。

「一樹、俺を殺してくれ」

　あまりの静けさに耐えきれず、人生で初めて死を乞うた。

「早まるな、挑戦した勇気は認める」

　結局、色んな話でその場を取り繕ったが、この空気が改善されることはなかった。

　翼も麗奈も終始不機嫌で、もう絶交したかのような空気だ。

　そういえば、前にもみんなでカラオケに行った時、翼と麗奈が口論していたのか二人に不穏な空気が流れていることがあった。

　やはり、今の状況を続けるのはもう限界なのかもしれないな……

　きっと翼と麗奈は俺を巡って喧嘩になった。翼はまだ俺と許嫁いいなずけだと思っていると口にしていた。麗奈もこの前にずっと大好きだったと口にしていた。

　そんな二人は互いの気持ちに気づいていて、仲良くなることができない状況が生まれてしまっているのだろう。

　みんなとこれからも仲良くするために、みんながバラバラにならないために、俺はもう決断をしなければいけない。

　どの答えを選んでも、誰かを傷つけることになる。

　なら俺は──




　　　　▲




　放課後になり、クレープ屋でのアルバイトの時間となった。

　仕事に集中しなきゃいけないのに、頭の中は翼と麗奈のことでいっぱいになっている。

　俺はどう決断するべきなのか……いくら悩んでも正解は見つからない。

　きっと正解なんてないのだろう。どうあがいても、誰かを傷つけることになる。

「どうしたの？　元気無さそうに見えるけど」

　隣にいた須々木が心配そうに俺を見てくる。

　クレーマーから助けた日以降、氷の態度は若干溶けてくれて少し話しやすさが生まれてきている。

「……とんでもない悩みを抱えていてな」

「わ、私で良ければ聞かせて」

　須々木の言葉を聞いて少し嬉うれしい気持ちになる。意外と心配してくれているようだな。

　須々木は俺達と関わりのない部外者なので、客観的な意見が貰もらえるかもしれないな。もしかしたら、意外なアドバイスを与えてくれるかも。

　それに一人でこの悩みを抱え込んでいるよりは、誰かに話して楽になりたい。

「実は今、仲良し五人組のグループがあってだな」

「ええ」

「俺と一樹と、女子三人で構成されてると」

「へぇー」

　何故なぜか冷たい目で俺を見てくる須々木。真摯に聞いてくれるわけではないみたいだ。

「んで、その内の女子二人が、俺のことを好きみたいなんだ」

「こんな奴やつのどこがいいのかしらね……」

　須々木のおっしゃる通りで、俺なんかが取り合われているという奇跡の状況が起きてしまっている。

「その二人が俺に関することで喧嘩が多くなっていってて、グループ内の雰囲気も悪くなっていると。最近では口も利かなくなってしまったんだ」

「しょうもないわね」

「だから俺は決断しなくちゃならない。その女子二人どちらと付き合うかを」

　自分で言っていて、改めて贅ぜい沢たくな悩みだなとも思う。

「好きな方で良いじゃない」

　そう、翼と麗奈の好きな方と付き合えば良い話なんだ。でも、俺は……

「……どっちも好きなんだよ。だから選べなくて困っている」

「クズなの？」

　相変わらず言葉に棘とげがあるな。まぁそう言われても致し方ない状況だ。

「どっちも大切な存在だから傷つけたくない。それに今のグループでいるのが楽しいから、どちらかを選んでグループが崩壊することになるのも避けたい」

「欲張り過ぎでしょ」

　全てを都合良くなんてできやしないのは俺もわかっている。何かを犠牲にしなければならないのが、この悩みの苦しいところだ。

「まじでどうすればいいんだろ俺……」

　翼は俺の幼馴染であり子供の頃から何年も一緒に過ごした大切な存在。俺のことをずっと想おもってくれていて、東京まで会いに来てくれた。許嫁という約束を今でも忘れずにいて、俺を支えようとしてくれている。

　麗奈は一緒に受験勉強をして、たくさんの辛つらいことを乗り越えてきた大切な存在。麗奈がいなければ俺はきっと駒馬高校に合格できておらず、今のような楽しい生活を送ることもできてはいなかった。

　二人に差なんてのは一ミリも無くて、俺にとっては二人ともかけがえのない存在なんだ。そのどちらかを俺の選択で深く傷つけることなんてできるわけがない……

「私だったらどちらとも付き合わないで、そのグループにいない人と付き合うかも」

　須々木の口から予想外の答えが出てきた。

「と言いますと？」

「天海がそのグループと全く関わり合いの無い人と付き合えば、天海を好きな二人は諦めなければならないことになる。グループのみんなは友達のままで、多少のヒビは入るかもしれないけど崩壊には至らない」

「……なるほど、それは考えたことなかった」

　どちらかを選ぶことしか考えていなかったが、どちらとも選ばず第三者を選ぶなんて発想があったなんて。

　どちらかを深く傷つけるぐらいなら、誰とも付き合わなくていいのかもしれない。

「どちらも傷つけることになるけど、グループ内に敵は生まれない。むしろあんたが悪者にでもなれば、その二人もあんたに呆あきれた同士で仲良くなれるんじゃない？」

「確かに……」

「選べないのなら、選ばなければいい。あんたは正面から挑もうとし過ぎ。人間なんてそんな強い生き物じゃないのだから、無理難題からは時に逃げることも必要だと思うけど」

　選べないのなら選ばなければいいか……なんか心に響いたな。

「というか、めっちゃ真剣に考えてくれてるな」

「真剣に悩んでいる人に適当な答え述べるほど腐ってないわよ」

　そういえば須々木って、態度はやたら冷たいけど困っている人を放っておけない性格だったな。そんなところを俺も好きになったんだっけ……

「でも、そんな急にグループ外で恋人を作るなんてできないだろ」

「最初は嘘うそでもいいじゃない。とりあえず仲良しグループを維持して、その間に本当の恋人でも作っておけば」

　確かに、他に好きな人ができたと言っておけば、二人を諦めさせて俺に関する喧けん嘩かは生まれなくなるかもしれない。

　でも、架空の存在を好きと言い続けるのは限界があるし、本当に好きな存在は見つけておかないといけない。

「いや、というかその別の女の子も嫌じゃないか？　付き合ってるのに、女の子を含んでいる仲良しグループがあって、そっちと遊ぶの優先しますとか……そんなの許してくれる都合の良い人なんているか？」
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「…………私とか？」

「えっ」

　須々木の言葉を聞いて、思わず耳を疑う。

「冗談に決まってるじゃない」

「な、なんだよ」

　やけに生々しい冗談を言ってくるな……でも、冷静になって考えると須々木は俺のことを恨んでいるみたいだし、嫌いな存在のはずだ。

「でも、ちゃんと事情を話せば理解してくれる人もいるんじゃないかしら？　むしろ相手にだって恋人以外の仲の良い男性がいるってパターンもあるだろうし」

「そっか、別に立場が難しいのは俺だけの話じゃないのか」

　世の中には色んな人がいる。こんな状況の俺でもあまり気にせず受け入れてくれる相手だっているかもしれない。

「あんたでも付き合ってくれそうな人がいたら紹介してあげるけど」

「それは助かるけど、どうせ友達いないだろうし、あんまり期待できないな」

「うっさいわね。美波とかいるし」

「一人じゃん」

　小言を言ったら須々木が怒って俺の足を軽く蹴ってきた。

「でも、話を聞いてくれてありがとな。おかげで少し楽になったわ」

「あなたはあれこれ考え過ぎなのよ……」

　須々木に相談したことによって選択肢が増えたな。

　さらに、その選択肢は俺にとって微かすかな光となった──







第６章　ダイヤモンド







　　　●須す々す木き●




「はぁ……」

　学校の昼休み。考え事が多くて、思わず溜ため息いきが出てしまう。

「須々木さん、さっきの体育の授業でのバスケ凄すごかったね。シュートめっちゃ決めてた」

　珍しくクラスメイトの女子に話しかけられた。昼休み前の体育の授業ではストレスを発散するように動いたこともあり、少し注目を浴びてしまったみたいだ。

「少しだけバスケやってたから」

「そうなんだ。高校では部活やらないの？」

「……チームプレイとか集団行動とか苦手だから」

　中学の時に向いていないのが発覚したからね。能力の無い先輩とか敬えないし、効率の悪いルールとかに従えない。

　私の性格じゃ社会に出るの無理かもと思ってたけど、意外とアルバイトは続けることができている。

「あっ、なんかわかる。須々木さんって一人でいるのが好きそうだもんね」

　そう言って去っていく大おお原はらさん。別に私は一人が好きというわけではなく、ただ自分を傷つけたくないだけ。だから美み波なみ以外の人からは距離を取っている。

　こんな性格になったのも全部七なな渡とのせい……と最近までは思っていた。

　約一年半の時が経たって冷静にあの時のことを考えられるようになり、疑問が生じていた。

　そして、その疑問は七渡の悩みを聞いて確信に変わった。

　あんな真剣に二人の好きな人のどちらかと付き合うことを悩んでいた七渡が、私とは別に既に彼女を作っていたなんてことをするわけがない。

　……やっぱり、はっきりさせたい。

　そうしないと、私がずっと抱えているモヤモヤが晴れることはないのだろう。

　ずっとあの時のことが、喉に刺さった魚の骨のように引っかかっている。これを取らないと、いつまでも引きずって前に進めない。

　でも、はっきりさせて真実を知ったら、きっと美波のことを……

「育いく美みちゃん、そんな真剣に悩んでどうしたの？」

「うぇ!?」

　座っている私を背後から抱きしめてきた美波。ちょうど美波のことを考えていたので、ビックリしてしまった。

「天海あまみと別れた時のことを考えていたの」

「二股かけられてたやつ？」

「そう。明日、あの時のことを直接天海に聞いてみようと思って」

「……そっか」

　落ち込んだ様子を見せる美波。やっぱり、美波は何か知っているはずだ。

「聞いていいの？」

「もう育美ちゃんの好きにしていいよ」

　まるで全てを諦めたかのような表情を美波は見せている。

「何処どこで話すの？」

「ショッピングモールの外の広場にしようかしら……って、それを知る必要ある？　来たりしないでよね」

「育美ちゃんの元には行かないよ」

　同伴するのかと思っていたが、そうではないみたいだ。でも、それならわざわざ場所を聞く理由があっただろうか……

「もしかして、また天海君とやり直したいとか思ってる？」

「……別に。なんか好きな人がいるみたいだしね」

　もう七渡は私のことを好きではない。私も頑張って七渡を嫌いになろうとしていた。

「ってことは、好きな人がいなかったらやり直したいって思うんだ」

「は？」

「図星かな」

　私を見透かしているかのような目で見る美波。まるで手のひらの上で踊らされているような感じがして、ムカムカとしてくる。

「天海君、好きな人いるんだ。好きな人ってあの子のことだろうなぁ～」

「何で知ってるの？」

「前に天海君があたしのバイト先に来たんだよ。そしたら、一緒に働いていた女の子と仲良さそうに話してたからね。きっとあの子だ」

　そういえば、私のクレープ屋にもあのギャルが七渡に会いに来ていたわね……

「もしかして、あのギャルかしら？」

「ぜんぜん違う。むしろ正反対の純情な子。めっちゃ可愛かわいいよ」

　つまんなそうな目でその女のことを語る美波。七渡もその女のことを好きだから、やはり可愛いみたいだな。

「そうなんだ……」

「安心してよ。あの子、脆もろそうだからさ」

　美波の言う安心しての意味は理解できないが、美波は昔からよくわかんないことを頻繁に言うものね。

「でも、そういえば確かに中学の時、やたら天海君にベタベタしてたイタいギャルがいたね。同じ高校通ってるって聞いてたから、その子は天海君のこと好きなんじゃない？」

　わざわざバイト中の七渡に会いに来たぐらいだから、あのギャルが好きな二人の内の一人なのだろうか。なんでだろ、あのギャルにだけは負けたくないのだけど。

　七渡には好きな人が二人いるし、その二人も七渡のことが好き。

　私が入る余地はなく、そもそも七渡の眼中にすら入っていない。

　二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ずなんてことわざはあるけど、二兎から追われてもいるのでどちらかと結ばれるはず。そこに隙なんてない。

　いや、そういえば漁夫の利なんてことわざがあったわね……

「美波、漁夫の利ってことわざ、どういう意味だったかしら？」

「簡単に言えば、敵対する二人が一匹の獲物を狙って争っていて、その隙に第三者がその獲物をかっさらうって感じじゃないかな？」

「なるほどね……」

　やはり、今の私の状況ってことわざでいうところの漁夫の利に近いのかもしれない。

　七渡を求め見知らぬ二人が争っている間に、私がしれっと七渡を取り戻す。

　狙ってみる価値はありそうね──




　　　＋七渡＋




「はぁ……」

　学校の昼休み。悩み事が多く、思わず溜息が出てしまう。

　翼つばさと麗れい奈な。その二人の亀裂が、グループにも亀裂を生じさせようとしている。

　数日経てば二人の仲が改善されると思っていたが、相変わらず言葉を交わしていない。

　一いつ樹きもしばゆーも気まずそうにしていて、みんなで話すことも少なくなっている。

「あっ、七渡君」

「七渡さー」

　左右から同時に声をかけられる。右は翼で、左は麗奈。

「ウチが先やったよ」

「……後とか先とか関係無いから。学校ではあんまり七渡に近づかないでよ」

　どちらも譲る気はない様子。かといって俺がどちらかに肩入れすれば、もう片方が傷ついてしまう。

「ごめん、めっちゃお腹なか痛いからトイレ行ってくる」

　俺はその場から逃げるように教室を出る。

　お手洗いの前まで辿たどり着いたが、本当はお腹など痛くないので入ることはしない。

「もう猶予は無いぞ」

　俺の元に一樹がやってきて、警告をしてくる。

「わかってる、もう決断する」

「どっちだ？」

　一樹の問いに、俺は手のジェスチャーで返す。

「ふっ、お前らしいな」

「みんなに説明する時はフォローしてくれよ」

「任せろ。俺は七渡の味方だからな」

　良い奴やつだな一樹は……きっと俺が悪者になっても、一樹だけは見捨てないでいてくれるだろう。

「なんか嬉うれしそうだな一樹」

「俺にとっては理想の答えだったからな」

　俺とは反して余裕のある態度を見せている一樹。

　当事者の俺はまじでしんどいんだからな──
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　放課後になり、クレープ屋へ向かいアルバイトを始める。

　幸いにもみんながアルバイトを始めていたことで、放課後に全員が集まることは少なくなっている。おかげで渦中の二人ともひとまず距離を置けている状況だ。

「そういえば天海ってあの当時、美波のことどう思ってたの？」

　隣に立っていた須々木から話しかけられる。いつの間にか話しかけてくるのが当たり前になっているが、まだ少し違和感は拭えない。

「変わった奴だなと思ってたよ。いつも須々木の後ろを歩いていて、口数も少なかったけどノリはけっこう良かったな」

　大おお塚つかは今の状況でいうところの元気が無いしばゆーといった感じだろうか。いや、しばゆーに元気が無かったらそれはもうしばゆーじゃないか。

「何か恨み買うようなことしてた？　もしくは嫌われることとか？」

「まったく。むしろ大塚が犬に追われて泣きそうになっていたところを助けたこともあったし、感謝されることも多かったけどな」

「……そうよね。なんか二人で廣ひろ瀬せにふざけた悪戯いたずらとかしてたこと思い出した」

「あったなそれ、懐かしい」

　楽しかった日々の記憶を思い出し、忘れかけていた須々木の笑顔を思い出した。

「バイトが終わった後、ちょっと時間あるかしら？」

　少し気恥ずかしそうに聞いてきた須々木。

「あるにはあるけど」

「ちょっと話したいことがあるから、少し付き合ってもらえない？」

「……少しな」

　俺を嫌っていて憎んでいるはずの須々木に誘われるなんて少し不安だが、前に俺の悩みを聞いてもらったこともあるので断り辛づらい。

「嫌ならいいけど」

「俺の悩みも聞いてもらったから、俺も話を聞くよ」

「……ありがと」

　感謝を述べる割には、その横顔は怒っているのか考え事をしているのか曖昧な感じだ。昔から無愛想だとは思っていたが、その横顔が好きだなとも思っていたな。




　アルバイトを終え、須々木と一緒にショッピングモールの外へ出る。

　外は夕暮れから夜へ変わろうとしているタイミングであり、静けさを感じる景色となっている。

　少し距離を空けて歩き、木々や花壇が並びベンチがいくつか置かれている広場の隅へ着いたところで須々木は立ち止まった。

　しかし、三分ほど経たつが須々木は俺の横で顔も合わさず立ちすくんでいる。

「それで話ってなんなんだ？」

　なかなか話し出さないので自分から切り出した。

「……はっきりさせたいことがあるのだけど」

　いつものような覇気のある声ではなく、少し気弱な声となっている須々木。

「何をだ？」

「別れた時のこと」

「付き合うってどういうことかわかんないっていう、ふざけた理由のことか？」

　思い出すだけでも悲しくなってくる。

　俺が須々木に好きと言って、須々木が俺と付き合いたいと返して、恋人になった日。

　あの時は俺も浮かれて寝れない日が続いていたが、三日後に別れを告げられ天国から地獄だった。別の意味で寝れない日が続くことになったんだ。

「申し訳ないけど、あれは適当に取り繕った理由」

「まっ、過ぎたことだからいいさ。当時はショックだったけどな」

　もう過去には戻れない。今さらふざけんなよと言ったところで、過去の自分が報われるわけでもない。

「あなたと付き合って二日後に、美波からあなたが実は塾で仲良くなった他の中学の女と付き合っているって聞いたの」

「はぁ？」

　まじで心当たりのない須々木の理由。意味がわからな過ぎて理解に苦しむ。

「もしかして……それを信じたのか？」

「え、だって、その……」

　涙目になりながら困惑している須々木。こんな弱々しい姿は初めて見たな。

「あなたと付き合ってから私は地に足がつかない状態だったの！　今まで気にならなかったことが気になって、自分の体毛とか匂いとか、どう見られているのかとか、あなたの周りにいる女とか、一緒にいない時に何処どこで何をしてるのかとか。そんなの経験したことなかったから、なんか本当に気持ちが参ってたのよ」

　必死に当時の自分の状態を説明する須々木。気持ちはわかるが、だからといってそんな根も葉もないことを信じられてしまったのはショックを隠せない。

「そんな時に美波から天海が別の女とも付き合っているとか言われて、あたしはぐちゃぐちゃになった……一緒にいる写真とかＳＮＳでのやり取りとかも見せられて本当にショックで、何もかもが嫌になってしまったの」

　須々木の精神的に強くて頼りになるところを俺は好きになっていたのだが、どうやら俺が見ていたのは取り繕った強さだったらしい。

「言っておくが、それは根も葉もない嘘うそだぞ」

　俺の言葉を聞いて、手で顔を隠す須々木。

「確かに塾には小学校が一緒だったけど、別の中学に通っている仲の良い女子はいた。家が近かったからたまに話して帰ることもあったけど、その子も別の中学に好きな人がいて、その相談とかされてただけだ。何の恋愛感情もなかった。俺はあの時、須々木のことが好きだったからな」

　そんなの聞いてくれれば違うよと返すだけで済むことだ。まぁ大塚が大おお袈げ裟さに須々木に伝えて、不安を煽あおった可能性は否定できないけど。

「……やっぱり、そうよね。天海がそんなことするわけないものね。時間が経って冷静に考えることができて、そんなはずないよねって今なら思えるから」

　今さらそんなことを言われても、過ぎた時間は戻らない。遅過ぎる須々木の説明に、納得するのは難しい。

「須々木の気持ちも少しはわかる。俺も須々木と付き合って、例えば一樹から須々木が別の中学の男と付き合ってるなんか言われたら、俺もショックで寝込むだろうしな」

　でも、だからといって俺は須々木から逃げたりはしないだろう。

「ただ、俺はちゃんと向き合うけどな。嘘か真実かも確かめて、相手を一方的に突き放したりしない」

「好きに言ってくれていいわよ、私が間違ってたと思うし」

　須々木は俺の前で自分が間違っていたことを認めた。

　あんなちょっとした嘘が、俺達の楽しい時間や居場所を奪っていたと考えると怒りを通り越して悲しくなってしまう。

「うっ、うぅ……」

「お、おいっ、泣くなよ」

　俺の前で泣き崩れ、その場にしゃがみ込んでしまう須々木。

　須々木は人前で泣くことのない、強い女の子だった。そんな子がここまで泣き崩れるとは、相当な絶望と後悔があるのだろう。

　いつも姿勢良く堂々としていて、どんな時でも自分を曲げなかった須々木。でも、それはただの強がりであったのだと、俺も今さらになって知ってしまった。

「だって、だってぇ……」

「誰にでも間違いはあるよ。別に俺はもう怒ってないし、むしろ嫌いになったのが勘違いだったと知れてホッとした」

　しゃがみ込んでいる須々木の背中をさする。周りの人の目もあるので、この状況にはそわそわとしてしまうな。

「だって、あなたのこと信じてれば、こんな不幸は生まれなかった。天海のこともっと好きになれて、みんなとずっと一緒で、楽しくて幸せな人生が目の前にあったのに……」

　須々木も本当はみんなと一緒に、俺と共に生きたかったんだな。その本心を聞いてしまうと、俺も悔やみたくなってくる。

「……後悔しかないのよ」

「もう昔のことだ。その後悔を次に繋つなげて生きていくしかないだろ」

　須々木の手を取り、立ち上がるように促す。

　ふらつく足取りで立ち上がった須々木を倒れないように腰を抱いて支えた。

「でも、俺もそういう人生の岐路に立たされているんだよなぁ」

　今まさに選択の後悔に苦しんでいる須々木を見ると、自分の選択次第で俺もこうなるかもしれないのだと思い知らされる。

「まだ答え出てないの？」

「出たよ。須々木のおかげで出せた答えが……でもそれが正しいとは限らないけど」

　ゲームみたいにセーブができたらいいのだが、現実はセーブもできないハードモードとなっている。

「あ、あの、前に言ってたことやっぱり冗談じゃないから」

　前に言っていた冗談というのは、須々木を彼女にすればいいという話だろうか……

「嫌だろ、そんなの」

「私のこと都合良く使っていい。バイトが一緒でとか説明しやすいと思うし、一番良いポジションだと思うから」

　俺にすがるように、シャツの襟を掴つかんで見捨てないでという目を向けてくる。

「それに、あの勘違いがなければ、私と七渡は今でも恋人だったのだし」

　久しぶりに須々木から名前で呼ばれた。須々木から初めて名前で呼ばれた時は嬉うれしかったことを思い出すな。

「……考えとく」

「ええ。もしも、付き合ったりしたのなら、私達が本来していたはずのことを全部していきましょう」

　あの頃のように、俺を熱い眼まな差ざしで見つめている須々木。

　趣味もまったく合わない、意見だっていつも違う。口くち喧げん嘩かだって多かった。

　だけど、惹ひかれ合っていた。一緒にいる時間が楽しかった。

　好きだった時の気持ちが、少しずつ蘇よみがえってきていた──
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　育美がついに天海へ一年半前の真相を聞くみたいだ。

　真相を解き明かされる日があたしの命日だとは覚悟していたけど、いざ実際にその日が訪れるとなると……笑えてきちゃう。

　育美が天海と付き合うことになり、あたしは仲間外れにされてしまうと思った。

　だから、育美に天海が二股していると嘘をついて、証拠をたくさん用意して信じさせて、別れさせて関係を元通りにしようとした。

　そして、あたしの作戦通り、育美と天海を別れさせることに成功した。だけど、みんなとの関係を元に戻すことはできずに、もはや修復できないほど壊れてしまった。

　終しまいには、あの日から育美はおかしくなっちゃって、あたしが守りたかったものが全部無くなってしまった。

　そうなったら、もう笑うしかないよね。例えば、自分のせいで世界が滅亡しちゃったりしたら、みんな死んだし、まじうけるんだけどってなると思うのよ。

　育美にあたしが破壊神だったって知られたら、そりゃもう絶交確定なわけであって。

　でも、どうせ縁を切られるのなら最後には力になってあげたいわけよ。償いとかそういうんじゃなくて、ただの自己満足だけど。

　育美はこんな悪魔みたいなあたしを傍そばに置いてくれた。悪魔だから周りにも不幸を与えるのがお似合いなわけで。

　全てを破壊し終えて焼け野原になった地で、育美は天海の手を取ればいい──




「しーろーきさんっ」

　アルバイトを終え、帰ろうとしている城しろ木き翼を呼び止める。

「ど、どうしたの大塚さん」

「ちょっとだけお話付き合ってよ。お願いっ」

　あたしはこの女が生理的に無理だ。滲にじみ出る純じゆん真しん無む垢くな感じを見ていると目が焼けそうになってしまう。

「うん、何でも聞くよ」

「ありがと、優しいね。でも、だから簡単に騙だまされるんだよ」

「誰に？」

「それはこれから話してあげる」

　育美が天海から真実を聞くと言っていたショッピングモールの外広場へと、城木を連れて共に向かう。

「城木さんってさ、前にジュース買いに来てくれた天海って人のことが好きなんでしょ？」

「そ、そんな感じだけど、何で急にその話を？」

「あたしのお友達に色々と聞いたの。その友達が天海君と付き合ってて、天海君が翼って人に好かれてて困ってるって愚痴ってるらしいよ」

「えっ……何を言ってるの？」

　絶望した顔を見せている城木。あの時の育美の表情と一緒だ。

　ダメ、まだ笑っちゃダメ。こいつが粉々に壊れるまで耐えないと。

「麗奈さんのことかな？」

「あー違う、あのギャルじゃなくてあたしの友達。あたしと同じ高校の可愛かわいい女の子」

　ギャルの地ち葉ばは城木からあたしの言葉を聞かされて、勝手に自滅してくれるだろう。

　あの見た目と性格なら、天海のことなんか簡単に切り捨てて他の男の元へ行くだろうし、今の居場所に固執することもないはず。

「なら、七渡君に彼女はいないよ。七渡君とはほとんど一緒だし、そんな話は聞いたことないもん」

「隠れて付き合ってるんだって。色んな女と付き合うにはそうするのが最適だし」

「七渡君はそんなチャラ男みたいな性格じゃないよ」

　一気に壊れるかと思ったけど、再び目の色を取り戻して反論してくる。脆もろそうに見えて意外としぶといみたいだな。

「あんまり適当なこと言うと、ウチもちょっとは怒るよ」

「じゃああれは何なのかな？」

　広場を歩いていると、育美と天海の姿を見つけたので指をさした。

　二人は手を取り合って立ち上がり、天海は育美の腰を持って支えている。

「えっ……」

「ほら、言った通りでしょ。あの距離感が友達なわけないよね」

　ヤバいヤバい、ベストなタイミングで城木に見せつけることができちゃった。

　これは確実にぶっ壊れる。ハンマーで思い切りぶっ叩たたいてやった気分だ。

「ほらほら、あいつはクズだから。ねぇねぇー嫌いになったでしょ？」

「何で……七渡君……」

「だから言ったじゃん、あたしの友達と隠れて付き合っているって。あたしは嘘うそついてないよ。天海君がよく言うんだって、城木さんたちといるとダルいって。最低でしょ？」

　ハンマーでぶっ叩き、散らばった破片をさらに潰して粉状にしていく。

「もうあんなクズとは縁切りなって。一緒にいても辛つらいだけだよ」

「大塚さん、ちょっと黙ってほしい」
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「は？」

　何故なぜか冷たい声で黙ってと言われてしまった。

「これ以上、七渡君のこと悪く言われるの、友達でももう無理だから」

「……何であんな奴やつのこと庇かばおうとしてるの？」

「いや、悪いのはきっとウチだもん。七渡君の気持ち考えてあげられてなかった。麗奈さんと一緒になって七渡君を追い詰めちゃったから、選べない選択肢を押しつけられ続けて疲れちゃったんだと思う。だから、グループ外の他の人に気持ちが移ってしまったのかな」

　枯れ木みたいに脆い女の恋心をへし折ろうとしたのに、何故か折れない。

「七渡君がずっと困ってるの気づいてた。でも、ウチを選んでほしいから意地になってた。麗奈さんと七渡君を奪い合って、本人がみんなと仲良く遊んでいたいって気持ち無視してた。自分のことばかり考えてて、ほんとウチって駄目だなぁ」

「何言ってんの？　あんな奴のこと見捨てた方がいいって！」

　壊れろ！　壊れろよ！　何でびくともしないんだよこいつは！

「大塚さんの方こそ何言ってるの？　見捨てるとかそんな選択肢は最初から存在してないよ。というか、今のウチって七渡君のお嫁さんにぜんぜん相応ふさわしくないのかも」

「いやでも、流石さすがに諦めたら？　みっともないよ」

　何で壊れないの？　あたしの威力が足りない？　それとも城木が硬過ぎるの？

「ウチね、七渡君と許嫁いいなずけだと思ってるの。だから、こんなことで諦められないよ」

「ははっ、そうなんだ」

　何なのこの子……ぜんぜん諦めてくれない。許嫁とかなんなんだし。

　こんなことでって、どういうことなの？　城木にとってこの絶望的な状況はほんの些さ細さいなことだって言うの？

　何をしても壊れない。ダイヤモンドのように意志が硬くて、あたしのハンマーじゃ砕けない。傷すらつけられそうにない。

「色々と教えてくれてありがとね大塚さん。どうやらウチは自分のことしか考えてなかったみたい。おかげで本当に大切なことに気づけたよ」

「ど、どうも」

　何で感謝されてるの？　何でむしろ手助けしたことになってんの？

　こいつはあたしと真逆の人間。眩まぶし過ぎて直視ができない。こいつが光なら真逆のあたしは真っ暗だからかき消される。こいつが純真無垢なら真逆のあたしはクズでしかない。

　耐えきれず城木から目を逸そらす。そして、ショッピングモールのショウウィンドウに映る自分の姿が、酷ひどく醜く見えた。

　自分が見下していた人間よりも、自分はもっと下層にいた。そんな自分に吐き気を催して、その場にしゃがみ込む。

「嘘でしょ……」

　城木を絶望させようとしていたのに、絶望しているのが自分になっていた。

　あぁそうか……あの時は育美がおかしくなっちゃったって思っていたけど、おかしくなっていたのはあたしの方だったんだね。

　なんなのこれ？　ぜんぜん笑えないんだけど──




　城木から逃げるようにその場を去った。

　公衆トイレへ駆け込み、声にもならない呻うめきをあげる。

　スマホを見ると、育美から何十件も着信履歴が表示されていた。

　真実を知った育美はあたしを追及したいのだろう。

「どうしたの？」

　再び育美から着信が来たので、通話を始めて震えた声で話す。

『今どこにいるの？』

　怒りに満ちた育美の声。きっとあたしへの恨みつらみで満たされているのだろう。

「育美ちゃんが天海君と話していた広場近くの公衆トイレ」

『今から行くから、逃げないでよね』

「う、うん……」

　電話を切って覚悟を決めようとしたが、育美が恐こわくなって公衆トイレから逃げ出した。

「どこ行くの？」

「えっ」

　まさかのトイレから五秒ほど走ったところで育美に見つかってしまった。息を切らしているみたいで、あたしが逃げないように走ってきたようだ。

「何であの時、私に嘘ついたの？」

「……あたしはあたしの居場所を守りたかったの！　二人が付き合ったら相手にされなくなると思ってさ！」

　逆ギレして吠ほえる。本当にキレたいのは育美の方なのにね。

「そんなわけないじゃない。あたしのこと、なんにも信用してくれてなかったのね」

「うん、人のこととか信用したことない」

　家族だって見放す、友達だって見捨てる、あたしだって裏切る。人間不信どころか、自分だって信用していない。

「ごめんね。育美ちゃんの全部を壊しちゃって」

「返してよっ！　あたしの宝物を！」

　育美に本気で頬ほおを叩かれる。空手を習っていただけあって、力が強くて脳が揺らぐ。

　でも、スッキリして楽になれたかも。

　ずっと申し訳ない気持ちを抱えていたから、そこからようやく解放されたよ。

「もう二度とあたしに関わらないで」

　育美の絶交宣言。それに値することをあたしはやってしまっていたんだ。

「うん。わかった」

「こうなることを知っていたのね……あなたは本当にクズだわ」

「知ってる、さっき思い知らされた」

「本当はもっと言いたいことあるけど、あなたの顔も見たくないからもういいわ」

　あたしに背中を向ける育美。きっともうこの先、関われることはないのだろう。

「真実を知って、やっぱり天海君と付き合おうとか思ってる？」

「…………」

　黙って何も答えない育美。沈黙は肯定ということだろう。

「残念ながら、止やめておいた方が良いよ」

「もうあなたの言葉は聞かない」

「これだけは真実」

　育美にもう傷ついてほしくない。だから、あいつのことを教えておきたい。

「城木翼には絶対に勝てないから」

　あたしの言葉を聞いても振り向かず、そのまま暗闇に消えていく育美。

　でも、あたしは言ったからね。

　あれはもう誰にも消せない光を放っている。

　きっと育美はその光に恐れおののいて、逃げてしまうから──







第７章　スパイラル







　　　◇翼つばさ◇




　昨日は大おお塚つかさんに七なな渡と君が他の女性と隠れて付き合っていると知らされた。

　今、冷静になって考えても、やっぱり私はあの言葉を信じることはできない。

　何故なぜなら、単純に七渡君はそんなことをする人ではないからだ。

　確かに、私達ではない知らない人と付き合う可能性はあるかもしれないけど、その場合は私達に付き合い始めたとの報告を絶対にする。

　七渡君の性格は誰よりも知ってる。手先は器用だけど、性格は少し不器用だもんね。誰かと隠れて付き合うなんて七渡君にはできないよ。

　今までの会話で大塚さんは人に対してうがった見方をする性格だと知っているので、きっと事実を誇張していたり、偏向して伝えていると考えられる。

　だからといって、気にしなくていいことでもない。

　実際に、七渡君は別の知らない女性と親密な感じになっていた。

　まだ付き合ってはいないにしても、仲が良い女性がいるのは確かだ。

　問題は七渡君が彼女ができたと報告してくるタイミングだ。それまでに、どうにか麗れい奈なさんと仲直りして、今の居心地の悪さを改善してあげないと。

　もっと冷静になるべきだったなぁ……七渡君の性格からして、私も麗奈さんも大切に思っているなら、どちらも傷つけられないので、どちらも選ばないようにしようと思い立つのは想像できたはずだ。

　ただでさえ、私と麗奈さんが必死にアプローチしている時に両者が喧けん嘩かを始めて、グループに暗雲が生じれば、七渡君の選択を急せかすことにもなってしまう。

　今できることは麗奈さんと早く仲直りして、七渡君を安心させることだ。

　七渡君を取り合わないで、お互い譲り合って適度な距離感を保たないといけない。そうしないと取り返しのつかないことになっちゃうかもしれない……




　昼休みになり、みんなで食事を始める。

　麗奈さんと仲直りしたいけど、良いタイミングがなかなか訪れない。

　麗奈さんもちょくちょく私のことを見てくれているので、きっとこのままじゃいけないと思ってくれているはずだ。

「俺さ、好きな人ができてさ」

「えっ」

　七渡君のまさかの発言に驚く。麗奈さんも手が止まっている。

「まじか、どこのクラスのどいつだよ」

　廣ひろ瀬せ君がその発言に動揺せず、詳しく聞いてくれている。柚ゆず癒ゆちゃんはそわそわしながら、私や麗奈さんのことを見ている。

「恥ずかしいから秘密。でもこの学校の人じゃない」

　どうしよう……下手したらこうなっちゃうかもしれないと思ってはいたけど、まさかもうこの時が訪れちゃうなんて。

　でも、七渡君の気持ちが本気かはわからない。みんなと一緒にいるために、この状況を改善するために、そういう発言をしているのかもしれない。

　彼女ができたではなく好きな人ができたということは、まだ取り返しのつく段階だ。

「……最低じゃん天海あまみっち」

　私や麗奈さんは心ここにあらずといった感じだったけど、柚癒ちゃんは怒った表情を見せている。

「ごめん」

　柚癒ちゃんに睨にらまれた七渡君は素直に謝っている。だけど、七渡君の目に見たくないものが見えてしまう。

「あれ？　天海っち泣いてる？」

　柚癒ちゃんも七渡君の目に涙が浮かんでいるのに気づき、それに触れてしまった。

「えっ、あっ、あれれ」

　自分で戸惑っている七渡君。きっと自然にこぼれてしまったものなんだ。

「七渡君はなんにも悪くないよ！」

　私は無意識に大声で言葉をかけてしまい、驚いた教室のクラスメイト達が私達の方を見てしまっている。

「……ちょっとお手洗い行ってくる」

　七渡君はこの場から逃げるようにして、早歩きで教室を出ていってしまう。

　その後の空気は本当に重くて、麗奈さんはショックを受けていて、柚癒ちゃんも気まずそうに下を向いてしまっていた。

「様子を見に行ってくる。まぁ今日はそっとしておいてあげてくれ」

　廣瀬君は七渡君が心配になり、教室を出てお手洗いへと向かった。

「翼ちゃんごめん」

「柚癒ちゃんはもっと……いや、柚癒ちゃんも悪くないよ」

　七渡君を責めてしまった柚癒ちゃんに思うこともあったが、きっと私の気持ちを理解してくれているからこその発言だったに違いない。だから柚癒ちゃんも悪くない。

　私は居ても立っても居られなくなり、廣瀬君の後を追いかけた。

「そっとしておいてほしいって言ったろ」

　七渡君の元へ向かっていた廣瀬君に追いつくが、前に立たれて足止めされてしまう。

「でも……」

「気持ちはわかるけど、あれが七渡の決断なんだ。客観的に見たら最低だなって言われるのも理解できるが、あいつなりに死ぬほど悩んだ末の答えでもある」

　やっぱり、七渡君のこと気づかない内に追い込んじゃってたんだな……

　七渡君を泣かせるなんて最低なのは私の方だ。自分のことしか考えられてなかった。

「城しろ木きさんに知っておいてほしい話があってな」

「うん、教えてほしい」

　珍しく廣瀬君が七渡君の話を教えてくれるみたいだ。

「地ち葉ばと仲良くなる前の中二までの時に、俺と七渡と女子二人の仲良し四人グループがあったんだ。けど、その内の一人と七渡が付き合うことになって、すぐに別れて仲良しグループも崩壊してしまったことがあったんだ」

　七渡君に元カノがいたんだ……ちょっと嫉妬しちゃうな。

「あの時はあいつかなり落ち込んでいたからな。城木さんと地葉が七渡のことで喧嘩しているのを見て、また前回みたいな結果になるのが過度に恐こわくなったんだと思う」

　今思えば麗奈さんとくだらないことで喧嘩していて、本当に大切なことを見落としてしまっていた。

「臆病者と思うかもしれんが、それだけ本当に城木さんや地葉のこととか、みんなのことを大切に想おもっているってことだ。だからきっと誰か一人よりみんなを選んだんだ」

「七渡君らしいね」

「またあの時のように今のグループが同じことになったら七渡が壊れてしまうかもしれない。だから、これを機に諦めてくれると助かるんだが」

「……ごめん廣瀬君、ウチは絶対に諦めないよ」

　廣瀬君の要望には応えられない。七渡君の親友でも聞けない頼みはある。

「全てを犠牲にしても七渡と付き合いたいってことか？」

「違う。七渡君のことが大切で、みんなのことも大切だから、その大切なもの全てが守れる状況を作るの」

「そんな全てが都合良く進むことなんてないと思うが」

「道がないなら作ればいいんだよ。ウチはね、七渡君を諦めることを諦めているから」

　もう東京まで会いに来た時点で覚悟は決まっている。どんな困難が待っていても乗り越えるだけ。

「諦めが悪い頑固者だな。でも、それだけ七渡を想ってくれているなら安心もあるが」

　廣瀬君は私の言葉を聞いて微笑ほほえみを見せてくれる。七渡君のことを大切に想ってくれているのが私にも伝わってくる。

「一つだけ教えてほしいことがあるんだけど、その少しだけ七渡君と付き合っていた人と最近会ってたりする？」

「……奇跡的にクレープ屋のアルバイトで再会したらしい。地葉に言うと特攻しそうだから、できれば黙っていてほしいが」

「やっぱり」

　昨日大塚さんと一緒に見た女性は七渡君の元カノだったんだ。だからアルバイト後にショッピングモールの近くで話していて、普通の人とは距離感が違っていたんだ。

　やっぱり大塚さんは私に嘘うそを言っていた。だけど、余裕が一切無い状況には変わりない。

「あれ？　二人でこんなところにいて何してんだ？　もう昼休みも終わっちまうぞ」

　お手洗いから七渡君が戻ってきた。何もなかった顔をしていて、平気そうな感じを見せている。でも、見せないだけで本当はいっぱい抱え込んでいるんだよね。

「七渡君っ」

「どうした？」

「ウチはもう、どこにも行かないよ」

　私の言葉を聞いて、安心した表情を見せてくれた七渡君。

　七渡君が東京に引っ越し離れ離れになって私も辛つらかったけど、きっと七渡君も辛かったんだ。七渡君はそれを二度も経験している。

　だからもう、この先にどんなことがあっても見守っていたい。七渡君が駄目と言わない限り、私はずっと傍そばにいるね……

　もう今日中に麗奈さんと話し合わないと。仲直りするだけじゃ遅い。私と麗奈さんが仲良くなって、二人で協力して七渡君やみんなに歩み寄らないと。

　それに、あの元カノさんの動向も気になるところだ。うかうかしていると、七渡君を奪われてしまう可能性だってある。

　もう麗奈さんには私の作戦に付き合ってもらって、協力してもらうしかない。

　麗奈さんの七渡君を想う気持ちは本物で、誰よりも強力なライバルだ。だけど、その麗奈さんと力を合わせれば、どんな強敵からも七渡君を守ることができるはず。

【放課後に伝えたいことがあります。校舎裏で待っていてください】

　麗奈さんにスマホでメッセージを送った。

　同じ心境の麗奈さんなら、絶対に私に付き合ってくれるはずだ──




　　　∞麗奈∞




　七渡が好きな人ができたとか言い始めた。

　そんなこと急に言われたら何も手につかなくなっちゃう。

　城木に負けるならまだしも、どこの誰かも知らない女に負けるなんて認められない。

　でも冷静に考えれば、好きな人ができたということは誰とも付き合ってはいない状況だし、今までと何かが劇的に変わるわけではない。

　だけど、その見えない相手というのは脅威だ。城木と違って七渡とどこで何をしているのかがわからない。

　そう考えると居ても立っても居られないし、城木と争っている場合ではない。

　ここは一旦、城木と仲直りして一時休戦でもしないと、共倒れになってしまう。

　そういえば、七渡がしばゆーに最低って言われて泣いているように見えた。しばゆー的にはあたしや城木の気持ちを知ってるから、そういう言葉が出ちゃったんだろうけど。

　あの時は気が動転していて深く考えてなかったけど、今思うと七渡が泣いているところなんて初めて見たな。

　え、待って、冷静に考えるとそれだけ七渡を追い込んでいたってこと？

　城木もあたしも選ばなかったんじゃなくて、城木もあたしも選べなかったってことかもしれない。

　でも、あたしは七渡に選んでほしくて、城木にもムキになって喧けん嘩かしちゃって、いつの間にか七渡に決断を強いてしまっていたのかもしれない。

　最低なのはあたしなのかも……自分のことしか考えてなくて、七渡を泣かせるぐらい追い込んじゃっていたかもしれない。

　とりあえず今は城木に謝って喧嘩を止めないと。意地を張っている場合ではない。

　そんな城木から放課後に伝えたいことがあるから校舎裏で待っててとスマホにメッセージが届いていた。何よこれ……まるで告白される時みたいな文章ね。

　まぁきっと七渡についてのことだろう。もしかしたら城木なら七渡が何を考えているのか知っているかもしれない。




　放課後になり校舎裏で待っていると、城木があたしを見つけて駆け寄って来た。

「何の用なの？」

　深刻そうな顔をしているので、やはり城木もこの状況に焦っているのだろう。

「麗奈さん、ウチと付き合って！」

「は？」

　いや、まさかのガチで告られた!?

　何でよっ！　七渡と結ばれなくて誰でもよくなったんかこいつは！

「今は喧嘩している場合じゃないよ。ずっと反発し合ってたら、七渡君は本当に別の誰かと付き合っちゃうかもしれない。だから、ウチと仲良くというか、お互いを好きにならないといけないと思うの。まずは二人で七渡君を幸せにしよっ、どっちが七渡君と付き合うかは今は二の次でいいの」

　ヤバい、頭が混乱しててあんま聞き取れなかった。とりあえず争いは止めて、あたしと付き合って七渡と三人で愛し合おうということなのだろうか……

「そ、そんなこと急に言われても」

「急がないと駄目なの！　関係を深めるために、ウチのことも翼って名前で呼んでほしい」

「……つ、つばさ？」

「うん、翼だよ」

　あたしの手を取り、名前を呼ばれて嬉うれしそうにしている翼。

「ウチと麗奈さんの七渡君を想おもう気持ちは、絶対に誰にも負けないよ！　だから二人で七渡君をいっぱい幸せにしてあげようね」

「確かに、どこの誰かも知らない奴やつに七渡を取られるくらいなら、翼と一緒になって七渡を愛せた方がいいかもしれないけど」

　あたしはどんな形であっても七渡とずっと一緒にいたい。ただ、それだけなの……

「でも、なんかあたし自信無くなっちゃって……自分のことしか考えてなくて、七渡のこといつの間にか追い込んじゃっていたかも」

「ウチもおんなじ気持ちだよ麗奈さん。自分のことばかり考えてて、七渡君の気持ちを考えられてなかった。やっぱり七渡君を想う気持ちが一緒だからこそ、同じ気持ちになれるんだよ。目的が一緒になれば助け合うこともできると思う」

「た、確かに、そうかもしれないわね」

「うん。じゃあ、付き合ってくれるよね？」

「うん……あたしも仲直りしたかったし」

　翼の勢いに負けて受け入れてしまう。どちらにせよ、七渡と付き合えないならもう好きにしてって感じだし。

　……いや、待って！　翼と付き合うなんてしばゆーに知られたら激ヤバじゃん!?

　翼にしばゆーにはそのことを伏せておいた方が良いと言っておかないと。

「あれ？　柚癒ちゃん？」

　五メートル先の壁の向こうから、こちらの様子を見ていたしばゆーに気づいた翼。

　ヤバいっ、しばゆーに聞かれてたっぽい!?

　ショックを受けている表情をしており、あたし達が気づいたのを察してか、しばゆーはその場から走り去っていく。

　お、終わった……

　翼を好きなしばゆーのことだ、あたしを選んだ翼を見て取り乱しているに違いない。

　七渡がまさかの選択をし、翼がまさかの行動を取り、あたし達のグループがここぞとばかりにねじれまくっている。

　そんなあたし達に、大波乱の夏が待っていた──
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あとがき






　お久しぶりです、桜さくら目め禅ぜん斗とです。

　一巻に引き続き二巻も手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　まず初めに、『あなたを諦あきらめきれない元もと許嫁いいなずけじゃダメですか？』の二巻を刊行することができ、とんでもなく嬉うれしかったです。二巻が出せると決まった時は思わず二階の窓から飛び降りました。

　私の中で作品の一巻というものは、その物語のプロローグでしかないんですよね。実際にデビュー作も今作も一巻で一ヶ月ほどしか経過してないですし……

　だからこうして二巻を出せたのは本当に嬉しいことなのです。もちろん、この勢いのまま三巻も読者の皆様に届けられるよう、世界各地の教会から祈りまくっております。

　読者の皆様に安心して欲しいのが、桜目禅斗の全ての作品はこれからどんな形で終わりを迎えたとしても、ネット投稿等でラストまで書く予定です。

　一つ一つの物語が私にとっては宝物なので、完結させるまで続けたいんです。志半ばで終了したデビュー作『上じよう流りゆう学がく園えんの暗あん躍やく執しつ事じ』の二巻以降のお話も鋭意制作中ですよ！

　作品には愛情を持ってお届けしております。それが私の作家としてのポリシーです。




　振り返ると、この『あなたを諦めきれない元許嫁じゃダメですか？』の二巻は、とても楽しく物語を描くことができました。お家デートやテーマパークのイベント等に、須す々す木きや大おお塚つからの新キャラの活躍……いっぱい見所が詰まっています。

　ヒロインが可愛かわいくて自分でもニヤニヤとしてしまうようなシーンがあれば、思わず吹き出してしまうような面白いシーンも描くことができました。

　そして、大波乱状態で二巻は終了してしまいましたね。決断の七なな渡と、進化の翼つばさ、困惑の麗れい奈な、挑戦の須々木、悲劇の柚ゆず癒ゆ、奈落の大塚……

　それぞれのヒロインが躍動する三巻は、まさに前代未聞の夏休みとなりそうです。

　さらに三巻では海水浴や温泉旅行なんてイベントが控えている予定です。各ヒロインの水着イラストとか、入浴シーンが見られるかもしれません。うぉおおおおおお！




　お知らせです。

　小説投稿サイトのカクヨムでは七渡と麗奈の中学生編である『あなたを諦めきれないギャルじゃダメですか？』が公開されていますので、興味のある方は是非そちらも読んでみてください。麗奈の可愛い姿や、あられもない姿がたくさん収録されていますよ！

　さらに今後は本に収まりきらなかった作品の舞台裏エピソードを書いていきます。廣ひろ瀬せと麗奈のアルバイト風景や、柚癒と大塚の交流など、どしどし載せていきます。

　作品をより深く楽しみたい方はカクヨムでの活動も注視して頂けると嬉しいです。




　最後に謝辞です。

　私は多くの方に助けられ、支えられ、なんとか今日という日を生きております。

　イラストを担当して頂いたかるたも様。今巻も素敵なイラストをたくさん描いて頂き、感謝の気持ちが止まらないです……ありがとうございます！

　かるたも様の描く翼ちゃんを見ていると、可愛過ぎていつも元気づけられるんです。

　こんなにも魅力的なキャラクターを生み出して頂けるなんて夢みたいな幸せです。

　編集担当様、校閲担当様、そしてこの本の制作に関わってくださった全ての方々に心からの感謝を伝えたいです。本当にありがとうございます。

　大切な人達からの応援、大変心強いです。いつも通話してくれて励まされています！

　最後に、今巻を手に取ってくれた読者の皆様に莫ばく大だいで甚大な感謝を──

　桜目禅斗でした、どうもありがとう。



















あなたを諦あきらめきれない元もと許嫁いいなずけじゃダメですか？２
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